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序 論
序論
1 問題の所在と研究の目的
これまでに実践してきた小学校社会科「情報単元」では,情報モラルを意識して,「○
○してはいけない」といった道徳的な授業を行つてきた。情報モラルの育成は,情報化が
進んだ現代社会においては重要なことである。しかし,「○○してはいけない」と教え込
むことによつて,本当に情報モラルが育成されるのであろうか。社会科「情報単元」で必
要なことは,情報モラルやリテラシーを育成することなのであろうか。
社会科は,「社会認識形成をとおして,市民的資質を育成する」教科である。岩田一彦
は,市民的資質の育つている子どもを,「社会認識内容を踏まえて,価値判断をすることの
できる合理的意志決定能力」(①,p.30を備えた子どもであると述べている。つまり,社会科
の目標である市民的資質を育成するためには,社会科の授業で,社会的論争問題に対して,
どのような判断をしていけばよいのかについて考える,価値判断場面を取り入れることが
必要である。
この市民的資質を育成するための授業構成理論に,米田豊の「探究 I」「探究Ⅱ」(②)
がある。米田は,「探究 I」 を「社会のしくみがわかる過程」,「探究Ⅱ」を「考える過程」
として,社会認識形成にとどまらず,習得した知識や概念装置を総動員して,社会的論争
問題に対して,価値判断,意志決定させる学習を提唱している。「探究Ⅱ」の「価値判断 ,
意志決定」では,「探究 I」 で習得した知識や概念装置を総動員した事実の分析的検討を
踏まえて,価値半J断,意志決定させるとしている。
それでは,子どもは「探究 I」 の過程で習得した知識をどのように活用して,事実の分
析的検討をし,価値判断,意志決定するのであろうか。事実の分析的検討は,子どもの頭
の中で行われる思考である。価値判断,意志決定させる学習で大切なことは,子どもが価
値判断,意志決定によって出した結論ではなく,その結論を導き出すための事実の分析的
検討が,合理的であったかどうかである。つまり,事実の分析的検討において,どのよう
な思考を子どもが行うかを構造として示すことが必要となる。
そこで,本研究では,はじめに小学校社会科「情報単元」の現状と課題を明らかにする。
そして,価値判断,意志決定場面で行われる事実の分析的検討における子どもの思考とそ
の構造の理念型を明らかにし,その理念型を組み込んだ,合理的意志決定能力を育成する
小学校社会科「情報単元」の授業開発 (単元名「情報を伝える会社とわたしたち」)を行う。
2 研究の仮説
(1)認知心理学や教育哲学の研究成果をもとに,意志決定場面で行われる子どもの思考を明
らかにすることができれば,事実の分析的検討の理念型を示すことができるだろう。
(の意志決定場面における事実の分析的検討の理念型を明らかにし,その構造を社会科の授
業に組み込むことができれば,子どもの合理的意志決定能力を育成する授業モデルを開
発することができるだろう。
3 研究の方法
研究の目的を達成するために,次の六つの方法によつて研究を行う。
(1)平成元年版,平成 10年版,平成20年版の小学校学習指導要領,文部科学省が発行した
情報教育に関する資料をもとに,小学校社会科「情報単元」の変遷とその課題を分析す
る。
② 認知心理学,教育哲学の研究成果をもとに,意志決定場面における事実の分析的検討の
理念型を示す。
(3)分析フレー ムワークを作成し,小学校社会科における「意志決定」学習の先行授業実践
を分析し,分析結果を考察する。
④ 社会認識形成を意図した小学校社会科授業モデルを開発:実践し,その成果と課題を考
察する。
(5)事実の分析的検討の理念型を組み込んだ小学校社会科授業モデルを開発,実践し,その
成果と課題を考察する。
(6)小学校社会科「情報単元」の新しい教科書と,その教科書を活用した授業モデルを開発
する。
I引用 。参考文献】
①岩田一彦『社会科固有の授業理論30の提言』明治図書 2001.10
②詳細については,米田豊編著『「習得・活用・探究」の社会科授業&評価問題プラン 小
学校編』明治図書 2011.6を参照されたい。米田は,「探究Ⅱ」の過程を,「新たな社会
事象への応用」「深まった問いの発見,探究」「価値分析,未来予測」の三つとして論じ
ている。
第I章 第 1節
第 I章 小学校社会科「情報単元」に求められる役割
近年,コンピュータの普及とそれにともなう通信システムの大幅な技術革新によつて,
社会が大きく変化してきている。この流れを,一般に「情報化」という。平成元年版小学
校学習指導要領において,情報活用能力を育成する情報教育の重要性が指摘された。この
ことを受けて,文部科学省は平成14年に『教育の実践と学校の情報化～新「情報教育に関
する手引」～』,平成 18年に『初等中等教育の情報教育に係る学習活動の具体的展開につ
いて』,平成22年に『教育の情報化に関する手引』,平成23年に『教育の情報化ビジヨン』
を出し,「情報教育」や「教育の情報化」について提言している。
小学校社会科でも,情報化が進んだ社会に対応して,平成元年版小学校学習指導要領 【社
会】から,第5学年の産業学習に,情報産業に関する内容が加えられ,現在に至っている。
本章では,小学校社会科「情報単元」の変遷,小学校社会科「情報単元」と「情報教育」
との関連を明らかにすることによって,小学校社会科「情報単元」に求められる役割は何
かについて論じていく。
第1節 小学校社会科「情報単元」と「情報教育」
本節では,平成元年版,平成 10年版,平成20年版の小学校学習指導要領 【社会】をも
とに,「情報単元」の変遷を明らかにする。そして,小学校社会科「情報単元」と「情報教
育」との関連について論じていく。
1 情報単元導入の経緯
昭和60年9月10日,当時の文部大臣松永光は,教育課程審議会に対して『幼稚園,小
学校,中学校及び高等学校の教育課程の基準の改善について』諮問し,次のような検討の
観点を示している。
幼児児童生徒の人間としての調和のとれた育成を目指し,国家及び社会の益せ医者として心身とも
に健全な国民の資質を養うため,時代の変化や教育課程実施の経験などを考慮するとともに臨時教育
審議会の答申をふまえ,幼稚園,小学校,中学校及び高等学校を通じて教育上の諸問題を検討し,教
育課程の基準の改善について審議する。
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その際,主として次の事項について検討する。
(1)社会の変化に適切に対応する教育内容の在り方について
② 国民として必要とされる基礎的 。基本的な事項の指導を徹底するとともに,児童生徒の能力・
適性等に応じた教育を充実させるための教育内容の在り方について
(3)幼稚園,小学校,中学校及び高等学校を通じて調和と統一のある教育内容の在り方について
(の 「6年制中等学校(仮称)」 の教育内容の在り方について
なお,審議に当たつては,教科書や指導方法等との関連のほか,社会教育や家庭教育との連携の在
り方その他社会情勢の変化との関連にも留意すること。① ,p.6)
この検討の観点の一つである,「社会の変化に適切に対応する教育内容の在 り方について」
について,文部大臣松永は,諮問に際してのあいさつにおいて,次のように説明している。
ここでいう社会の変化とは,科学技術の進歩と経済の発展により,物質的に豊かな社会になったこ
と,産業構造の変化,情報化社会や高齢化社会の進展,国際関係の緊密化などの変化を指している。
これら社会の変化に臨んで主体的に対応できる能力の育成を重視するとともに,児童の発達段階に
応じた教育内容の在り方について検討する。①,p.7)
この諮問に対して,教育課程審議会会長福井謙一は,昭和62年12月24日,審議の結果
を文部大臣に対して答申した。その中で,教育課程の基準の改善の基本方針について,次
のように述べている。
今日の科学技術の進歩と経済の発展は,物質的な豊かさを生むとともに,情報化,国際化,価値観
の多様化,核家族化,高齢化など,社会の各方面に大きな変化をもたらすに至った。しかも,これら
の変化は,今後ますます拡大し,加速化することが予想される。これらの諸変化は,幼児児童生徒の
生活や意識に深い影響を及ぼしている。
今回の教育課程の基準の改善は,これらの社会の変化とそれに伴う幼児児童生徒の生活や意識の変
容に配慮しつつ,次の諸点に留意して行う必要がある。① ,pp.7‐8)
② 自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を重視すること
(中略:戸田)科学技術の進歩や情報化の進展に対応するために必要な基礎的な能力の育成にも留意し
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なければならない。(①,pp.8・0
このように,答申において,情報化に対応 した教育が求められるようになったことがわ
かる。北俊夫は,当時の情勢から;情報化に対応 した教育の必要性について,次のように
述べている。
社会の変化に対応した社会科の内容の改善が求められているが,その一つが,産業構造の変化に対
する対応である。
これまで,第5学年の産業学習では,農業や水産業など第一次産業を中心とした食料生産と,近代
工業及び伝統的工業など第二次産業における工業生産を重点に絞つてきた。
しかし,近年の我が国の産業構造の動向を見てみると,産業別就業者数のうち,第二次産業の就業
者数の割合が過半数を超えている。
例えば,昭和60年度の国勢調査によると,農業,林業,水産業など第一次産業への就業者数の割合
は,9.3%と10%を切つている。鉱業,建設業,製造業などを含む第二次産業の就業者数の割合は,
33.0%と3人に1人である。一方,第二次産業の就業者数の割合は,57.7%と,60%にせまる勢いで
ある。
また,国民所得の割合を見ても,第一産業は,昭和60年度にわずか3.1%にまで下がつてしまった。
その反面,第二次産業はほぼ横ばい(36.3%)になっており,第二次産業の伸びは大きい(60.6%)。
このように, 日本は,工業国から高度工業化社会,高度情報化社会へとはげしく変化してきている
と言える。
従つて,社会科の学習においても,以上のような社会の産業構造の変化に対応して,我が国の運輸・
通信など第二次産業にかかわる内容を新たに取り上げるよう,内容の改善が図られたのである。
(②,pp.74‐75)
北が指摘するとおり,当時の産業構造として,産業学習で扱つてきた第一次産業,第二
次産業よりも,第二次産業の就業者数の割合が増え,第二次産業が日本の中で中心的な存
在となつていたのである。このような時代背景から,答申において,次のような改善の具
体的事項が出されることとなつた。
(ウ)産業構造の変化などの社会の変化に対応するという観点から,運輸,通信などの第二次産業の
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内容の充実を図る。① ,p.12)
こうして,この答申を受けて作成された平成元年版小学校学習指導要領に,「通信」力渤日
えられることとなつたのである。
2 小学校学習指導要領に見られる「情報単元」の変遷
(1)平成元年版小学校学習指導要領 【社会】
平成元年版小学校学習指導要領 【社会】(以下:平成元年版)では,小学校社会科第5学年
の目標を次のように定めている。
(1)我が国の食料生産、工業生産の特色及び運輸、通信などの産業の様子やこれらの産業と国民生
活との関連について理解できるようにし、我が国の産業の発展に関心をもつようにする。
(2)我が国の国土の様子について理解できるようにし、環境の保全と資源の重要性について関心を
深めるようにするとともに、国土に対する愛情を育てる。
(3)地図、年表、統計などの基礎的資料を効果的に活用することができるようにするとともに、社
会的事象の意味について考えるようにする。(③,p.31)
日標の(1)の中に,「運輸,通信などの産業」を扱うことが明記されている。こうして,
平成元年版から,小学校社会科5年生で新たに情報産業が取り上げられるようになった。
文部省小学校課調査官の高野尚好は, 日標の(1)にある「我が国の産業」が,昭和 52年
版小学校学習指導要領(以下 :昭和 52年版)までどのように扱われていたかにういて,次の
ように解説している。
`我が国の産業についての扱いについては,従前,第1次産業と第2次産業を中心に取り上げてきた。
この場合,第1次産業については,農業と水産業であつた。これは,我が国においては食料の確保が
大切になるからである。また,第2次産業については,現在の我が国の工業生産の特色と伝統的な技
術を生かした工業を取り上げてきた。このうち前者については,我が国の技術水準が極めて高いこと
から,それを取り上げてきた。したがって,ここでは,重化学工業が中心となつてきた。ところで,
今回の改訂では,産業構造の変化に対応し,第3次産業についても取り上げるようにした。(④,p.941
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昭和 52年版までは,食料の確保の重要性から第 1次産業 と,日本を代表する工業である
重化学工業を中心とした第 2次産業を取 り上げられてきた。それに対 し,平成元年版では,
産業構造の変化に対応 し,第3次産業も取 り上げられるようになった。この,産業構造の
変化について,高野は次のように角翠説 している。
ところで,産業構造の変化ということについては,次のようにとらえられている。つまり,産業構
造の変化とは,産業構造の高度化ということを意味していると取ることができる。この産業構造の高
度化ということは,高次の発達段階への移行を伴う産業構造の変化のことととらえられている。農林
漁業という第1次産業の支配的な産業構造が,鉱。工業という第2次産業を中心とする構造へと移行
する工業化,初期の工業化を主導した消費材産業を中心とする軽工業から,生産財,資本財産業を中
心とする重化学工業へと工業内部の中心が変わる重工業化,加工度の低い材料産業から加工産業や組
立産業,とりわけ組立産業を中心とする高加工度化の傾向,また,サー ビス産業の占める割合が高く
なるサービス化などがあるということである。
このような社会の変化を踏まえ,第5学年の産業学習の内容については,従前のように,第1次お
よび第2次産業中心の取り上げ方を改め,第3次産業も取り上げられるようにした。③ ,p.109)
高野は,産業構造の変化を,「工業化→重工業化→高加工度化→サービス化」ととらえ,
これまでの第 1次,第2次産業中心の学習から,重要度が増した第 3次産業も学習するよ
うに改訂したと述べている。これらの記述から,平成元年版では,情報化に対応して,小
学校第 5学年の産業学習で第 3次産業を扱うようにしたことが,改訂のポイントとなって
いたことがわかる。
また,平成元年版には,小学校第5学年社会科の内容について,次のような記述がある。
イ 我が国の放送、新聞、電信電話などの産業について、見学したり資料で調べたりして、これらの
産業は国民の日常生活と深いかかわりがあることや国民の生活に大きな影響を及ぼしていることを
理解するとともに、これらの産業に従事している人々が工夫や努力をしていることやこれからの生活
において情報の有効な活用が大切であることに気付くこと。(③,p.32)
平成元年版では,「通信などの産業」の具体として「放送,新聞,電信電話などの産業」
が取り上げられた。その理由について,高野は次のように解説している。
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これらの産業は,いわゆる情報を伝達する産業であるところに共通性が認められる。この内容は,
社会の変化として上げられている。情報化に対応できるようにするため,新設されたもので,ここで
は,例示された産業の一つの事例を通して,情報がどのように伝達されるようになつており,その産
業に従事する人々は,情報の伝達にどのように関わつているかということを取り上げられるようにす
ることである。現在,我が国において,放送,新聞,電信電話などの普及は目覚ましいものがあり,
国民生活の中に深く入り込んでおり,日常生活の中でかなり活用されていることは事実である。この
ことを踏まえ,ここでは,具体的な事例を通して,これらの産業が国民の日常生活に深い関わりを持
つていることや,国民の生活に大きな影響を及ぼすようになっていることを理解させるようにする必
要がある。(④,pp.112‐13)
つまり,平成元年版では,情報産業とは,「情報を伝達する産業」であり,そのしくみを
理解するためには,国民生活の中に普及している「放送,新聞,電信電話などの産業」を
扱うことが適切であるとされた。
また,内容では,「情報の有効な活用」についても取り上げている。このことについて,
高野は次のように解説している。
ところで,このような産業の発展によつて,情報化社会の到来ということが言われる。人々が,そ
の中で生きていくには,情報の正しい収集や活用の仕方,伝達の方法を身につけることが大切である
ことに気付かせるようにする指導も大切なことである。③,p.113)
このように,平成元年版では,「放送,新聞,電信電話などの産業」の学習を通して,通
信などの産業のしくみを理解することと,その理解をとおして,情報の有効な活用の大切
さに気付かせることが求められていたのである。
(2)平成10年版小学校学習指導要領 【社会】
平成8年に文部省が公表した『21世紀を展望した我が国の教育の在り方について(第一次
答申)』 の中に,情報化について次のような記述が見られる。
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情報化の進展は、今、新たな段階を迎えつつある。既に我が国では、企業活動、研究活動から教養
文化活動、娯楽の世界まで、社会のあらゆる分野に情報化が浸透し、情報化社会と言われるにふさわ
しい社会を迎えているが、今日見られるインターネット、マルチメディアー体型のパソコン、携帯電
話などの普及は、想像をはるかに超えて我々の生活様式をさらに急速に変えつつある。
世界的規模での情報通信ネットワークを通じて、不特定多数の者が、双方向に文字・音声 。画像等
の情報を融合して交換することを可能とする高度情報通信社会が現実のものとなりつつあり、それは
かつての産業革命にも匹敵するような変化を全地球的にもたらし、今後の社会の姿を大きく変え、21
世紀へ向けて新たな展望を開くものとして大きな期待が寄せられている。高度情報通信社会の全体像
については、今後の技術革新や基盤整備の動向によつても左右され、なお明確でないところがあるが、
情報化が、さらに急速に進展することは確実である。(⑤,p.89
情報の豊富さは、プラスに生かせば子供たちの発想を膨らませ、日常生活の幅を広げ、豊かにする
ものであることは間違いない。しかし、情報は常に正しいものとは限らないし、また意義のあるもの
とも限らない。興味本位のものも相当に含まれていると考えた方がよい。そうした懸念をよそに、子
供たちが手にする情報は、パソコンや情報通信ネットワークの普及などによって今後増加の一途をた
どるものと考えられる.このような溢れる情報の中で、子供たちが誤つた情報や不要な情報に惑わさ
れることなく、真に必要な情報を取捨選択し、自らの情報を発信し得る能力を身に付けることは、子
供たちにとつてこれからますます重要なこととなつていくと言わなければならない。(⑤,p.82)
このような情報化の進展に対応すべく改訂されたのが,平成 10年版小学校学習指導要領
(以下 :平成 10年版)である。平成 10年版では,小学校社会科第5学年の目標を次のように
定めている。
(1)我が国の産業の様子,産業と国民生活との関連について理解できるようにし,我が国の産業の
発展に関心をもつようにする。|
(2)我が国の国土の様子について理解できるようにし,環境の保全の重要性について関心を深める
ようにするとともに,国土に対する愛情を育てるようにする。
(3)社会的事象を具体的に調査し,地図,統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用し,調べた
ことを表現するとともに,社会的事象の意味について考える力を育てるようにする。⑥ ,pp.25・26)
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目標の(1)は,平成元年版では,「我が国の食料生産,工業生産の特色及び運輸,通信など
の産業の様子やこれらの産業と国民生活との関連について理解できるようにし」とされて
いたものが,平成 10年版では,「我が国の産業の様子,産業と国民生活との関連について
理解できるようにし」と表現が改められている。
平成 10年版では,内容の中で,情報産業の学習を次のように定めている。
(3)我が国の通信などの産業について,次のことを見学したり資料を活用したりして調べ,これら
の産業は国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切であることを考
えるようにする。
ア 放送,新聞,電信電話などの産業と国民生活とのかかわり
イ これらの産業に従事している人々の工夫や努力⑥,p.20
この「我が国の通信などの産業」と「これらの産業は国民の生活に大きな影響を及ぼし
ていること」について,平成 10年版小学校学習指導要領解説社会編(以下 :平成 10年版解
説社会編)は,次のように解説している。
「我が国の通信などの産業」とは,多種多様な情報を収集し,選択。加工して,提供している放送,
新聞などの産業や,情報を文字,音声,映像などで瞬時に伝えるサービスを提供している電信電話な
どの情報産業を指している。ここでいう情報とは,ある事柄についての知らせであり,人間が判断し
たり行動を起こしたりする上で必要な知識である。⑦,p.6つ
「これらの産業は国民の生活に大きな影響を及ばしていること」を考えるようにするとは,我が国
の通信などの産業が国民の日常の生活や産業活動(下線 :戸田)にとつて欠かすことのできない様々な
情報を収集し提供していることや,それらの産業が国民生活の向上や産業の発展(下線 :戸田)に大き
な役割を果たしていることを考えることができるようにすることである。(⑦,p.68)
ここで,平成元年版からの変化として注目すべき点は,情報産業が「産業活動にとつて
欠かすことのできない様々な情報を収集 し提供していること」や 「産業の発展に大きな役
割を果たしていること」を取り上げていることである。つまり,情報産業は,国民の生活
だけでなく,他の産業にも影響を与えていることが考えられるようにしなければならない
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と述べているのである。このことは,「通信などの産業が国民のニーズを考え,様々 な情報
を収集し提供していることや,人々 がそれらの産業から発信される情報を日常の生活や産
業活動の中で活用していること」(⑦,pp.68‐9)という記述からも読み取ることができる。
また,「情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする」について,平成 10年
版解説社会編は次のように解説している。
「情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする」とは,高度情報通信社会において人々
が主体的に生きていくには,情報の有用性や役割,情報化のもたらす様々な影響などについて考える
とともに,情報の適切な収集や活用,発信や伝達の仕方などの能力や態度を身に付けることが大切で
あることを考えることができるようにすることである。(⑦,p.68)
このように,平成 10年版でも,情報産業の学習をとおして,「情報の有用性や役割,情
報化のもたらす様々な影響などについて考えるとともに,情報の適切な収集や活用,発信
や伝達の仕方などの能力や態度を身に付ける」ことが求められていることがわかる。
(3)平成20年版小学校学習指導要領 【社会】
「新しい知識・情報 。技術が政治・経済 。文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の
基盤として飛躍的に重要性を増す,いわゆる『知識基盤社会』の時代である」(③,p。1)現代
社会に対応するため,平成 17年2月に文部科学大臣から国の教育課程の基準全体の見直し
について検討するよう,中央教育審議会に対して諮問し,同年 4月から審議が開始された。
その審議の末,平成20年1月に中央教育審議会は「幼稚園,小学校,中学校,高等学校及
び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」答申を行つた。その答申の小学校社会
科の改善の具体的事項の中で,情報産業の学習について次のように述べている。
(イ)(中略:戸田)また,社会生活を営む上で大切なル ルーや法及び経済に関する基礎となる内容の充実
を図るとともに,我が国の情報通信に関する内容について,高度情報化の進展を踏まえつつ学習の
ねらいを一層明確にする観点から改善を図る。⑥,p.80)
この答申をうけて,改訂されたのが,平成20年版小学校学習指導要領(以下 :平成20年
版)である。
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平成 20年版では,小学校社会科第 5学年の目標を次のように定めている。
(1)我が国の国土の様子,国土の環境と国民生活との関連について理解できるようにし,環境の保
全や自然災害の防止の重要性について関心を深め,国土に対する愛情を育てるようにする。
(2)我が国の産業の様子,産業と国民生活との関連について理解できるようにし,我が国の産業の
発展や社会の情報化の進展に関心をもつようにする。
(3)社会的事象を具体的に調査するとともに,地図や地球儀,統計などの各種の基礎的資料を効果
的に活用し,社会的事象の意味について考える力,調べたことや考えたことを表現する力を育てる
ようにする。(⑨,p.36)
情報産業の学習に関連する目標の(2)の中に,平成 20年版から,新たに「社会の情報化の
進展」とい う文言が加えられている。
また,平成 20年版では,小学校社会科第 5学年の内容を次のように定めている。
(4)我が国の情報産業や情報化した社会の様子について,次のことを調査したり資料を活用したり
して調べ,情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大切
であることを考えるようにする。
ア 放送,新聞などの産業と国民生活とのかかわり
イ 情報化した社会の様子と国民生活とのかかわり(⑨,p.3つ
ここで,「我が国の情報産業」と「情報化 した社会の様子」,「情報化の進展は国民の生活
に大きな影響を及ぼしていること」について,平成 20年版小学校学習指導要領解説社会編
(以下 :平成 20年版解説社会編)は次のように解説 している。
「我が国の情報産業」とは,多種多様な情報を収集し,選択 。加工して提供している放送,新聞な
どのマスメディアや,インターネットなどの情報ネットワー クを形成して情報を文字,音声,映像な
どで瞬時に伝えるサービスを提供している産業を指している。③ ,p.661
「情報化した社会の様子」とは,通信技術の発達と高度化によつて情報の生産や相互のやりとりが
大量・高速・広域化し,教育,文化,産業, 日常生活などの様々な場面において大きな変化が見られ
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ることを指している。(⑧,p.60
「情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼしていること」を考えるようにするとは,我が国
の情報産業が様々な情報を提供し,国民の多くがそれらを多方面で利用していることや,情報ネット
ワー クの働きが公共サービスの向上のために利用されていることなどを手掛かりにして,情報化の進
展が国民生活の向上や産業の発展に大きな影響を及ぼしていることについて考えることができるよ
うにすることである。③,p.60
このように,平成20年版からは,インターネットなどの通信技術の発達による情報ネッ
トワークの働きを理解させることが重要視されていることがわかる。このことは,内容の
取扱いに,「情報ネットワークを有効に活用して公共サービスの向上に努めている教育,福
祉,医療,防災などの中から選択して取り上げること」(⑨,p.38)が新たに加えられたことか
らも読み取ることができる。また,平成20年版解説社会編は,情報化の進展が産業の発展
に大きな影響を及ぼしていることがわかるようにするために,内容の取扱いについて,次
のように解説している。
「生産地と消費地を結ぶ運輸などの働き」を調べるとは,農業や水産業の盛んな地域では,運輸の
働きにより鮮度を保ちながら生産物を早く消費地へ届ける努力をしていることや,生産物の輸送手段
や経路,出荷先や出荷量などを判断するために情報を収集していること(下線:戸田)などを取り上げ,
生産地と消費地を結ぶ運輸の働きや情報の利用の様子を具体的に調べることである。③,p.50
(前略 :戸田)その際,野菜の生産に従事している人々が,インターネットを活用して相場の情報を
市場からいち早く入手し,出荷する場所,量,種類,時期を判断していること(下線 :戸田)など,農
業における情報の利用について取り上げることが考えられる。(③,p.60)
「工業生産を支える貿易や運輸などの働き」を調べるとは,原材料の確保や製品の販売などに見ら
れる貿易や運輸などの働きを取り上げ,貿易や運輸などが工業生産を支える大切な働きをしているこ
とについて具体的に調べることである。
ここでは,例えば,自動車の生産に必要な鋼板の原料となる鉄鉱石が外国から運ばれ輸入されてい
ることや,我が国で生産された自動車が国内だけでなく世界の様々な国や地域に輸出されていること
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を取り上げることが考えられる。また,貿易や運輸のほかにも工業生産を支えるものとして,情報の
働きについて取り上げることも考えられる(下線 :戸田)。 0,p.6の
このように,第1次産業や第2次産業の学習の中で,「生産物の輸送手段や経路,出荷先
や出荷量などを判断するために情報を収集していること」 「インターネットを活用して相
場の情報を市場からいち早く入手し,出荷する場所,量,種類,時期を判断していること」
を扱 うことによつて,情報化の進展が産業の発展に大きな影響を及ぼしていることがわか
るようにしている。
また,「情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする」について,平成 20年
版解説社会編は次のように解説している。
「情報の有効な活用が大切であることを考えるようにする」とは,情報の有用性や役割,情報の適
切な収集。活用,発信や伝達の仕方,情報化のもたらす様々な影響などをもとに,情報化した社会に
おいて人々が主体的に生きていくためには情報を有効に活用することが大切であることについて考
えるとともに,様々 な情報に対して適切に判断し,望ましい行動をしようとする能力や態度を身に付
けることである。(③,pp.66‐7)
平成20年版では,「情報の有効な活用」の仕方だけでなく,「様々な情報に対して適切に
判断し,望ましい行動をしようとする能力や態度」を身に付けさせることが求められてい
る。これは,中央教育審議会の答申の中で述べられている次のような課題に対応するため
である。
他方,こうした情報化の光の部分のほか,情報化の影の部分も子どもたちに大きな影響を与えてい
る。インターネット上の「掲示板」への書き込みによる誹謗中傷やいじめ,個人情報の流出やプライ
バシーの侵害,インターネット犯罪や有害情報,ウィルス被害に巻き込まれるなど様々な問題が挙げ
られる。これらの問題への対応については,家庭の果たすべき役割も大きく,学校では家庭と連携し
ながら,情報モラルの育成,情報安全等に関する知識の習得などについて指導することが重要である。
14
《こ),p.65)
第I章 第 1節
このように,平成20年版では,情報産業のしくみを理解させるだけでなく,その理解を
とおして,情報モラルを育成することも求められている。
答申及び小学校学習指導要領 【社会】に見られる情報化への対応をまとめると,表I‐1‐1
のようになる。
表 I…1-1 答申及び小学校学習指導要領 【社会】に見られる情報化への対応の変遷
年月 学習指導要領及び答申 特色
昭和60年 「幼稚園,小学校,中学校及び高
等学校の教育課程の基準の改善に
ついて」
・情報化の進展に対応するために必要な基礎的な能力
の育成
。運輸,通信などの第二次産業の内容の充実
平成元年 平成元年版小学校学習指導要領 。運輸,通信などの産業を扱う
(通信などの産業の具体として,「放送,新聞,電信
電話などの産業」をあげる)
平成8年 「21世紀を展望した我が国の教育
の在り方について彿 一次答申)」
・企業活動等,社会のあらゆる分野への情報化の浸透
への対応
。子どもたちが誤つた情報や不要な情報に惑わされる
ことなく,真に必要な情報を取捨選択し,自らの情
報を発信し得る能力の育成
平成 10年 平成 10年版小学校学習指導要領 ・情報の適切な収集や活用,発信の伝達の仕方などの
能力や態度の育成
平成 20年 「幼稚園,小学校,中学校,高等
学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善について」
。「知識基盤社会」への対応
。高度情報化の進展を踏まえた学習のねらいの一層の
明確化
平成20年 平成20年版小学校学習指導要領 。情報ネットワークの働き
。情報モラルの育成
15
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3 小学校社会科「情報単元」と「情報教育」の関連
(1)情報教育の目標
文部科学省は,初等中等教育における情報教育の日標を「情報活用能力」の育成である
としている。平成9年10月に,「体系的な情報教育の実施に向けて」(第1次報告)が提言さ
れ,情報教育の基本的な考え方と,体系的な情報教育の内容について,次の図 I‐1‐1(「情
報教育の基本的な考え方と体系的な情報教育の内容」のように整理された。
このように,文部科学省は,情報教育の目標を「情報活用の実践力」「情報の科学的な
理解」「情報社会に参画する態度」の育成としている。
○従来の「情報活用能力」
① 情報の判断,選択,整理,
処理能力及び新たな情報
の創造,伝達能力
○情報教育の目標としての「情報活用能力」
→
見直しの観点
・教育目標として
の明確化
・求められる能力
観の変化
慢 け身から主体
性重視→
繰 作中心から問
題解決の道具へ)
・コンピュータ等の整
備の進展
・情報通信ネットワーク
の整備の進展
→
(1)「情報活用の実践力」
課題や目的に応じて情報手段を適切に活用
することを含めて,必要な情報を主体的に
収集・判断・表現・処理・創造し,受け手
の状況などを踏まえて発信・伝達できる能
力④ 情報科学の基礎及び情
報手段(特にコンピュータ)の特
徴の理解,基本的な操作
能力の習得
→
② 情報化社会の特質,情報
化の社会や人間に対する
影響の理解
→
0)「情報の科学的な理解」
情報活用の基礎となる情報手段の特性の理
解と,情報を適切に扱つたり, 自らの情報
活用を評価 。改善するための基礎的な理論
や方法の理解
→
③ 情報の重要性の認識,情
報に対する責任感 → →
③ 「情報社会に参画する態度」
社会生活の中で情報や情報技術が果たして
いる役割や及ぼしている影響を理解し,情
報モラルの必要性や情報に対する責任につ
いて考え,望ましい情報社会の創造に参画
しようとする態度
図I-1…1 情報教育の基本的な考え方と体系的な情報教育の内容 (①,p.12)
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①情報活用の実践カ
文部科学省は,情報活用の実践力で重要なこととして,次のことをあげている。
第二に重要なことは,情報を主体的に収集・判断・表現 。処理・創造し,受け手の状況などを踏ま
えて発信・伝達するという一連の作業がしつかりと行えることである。すなわち,「情報活用の実践
力」は,収集 。判断・表現 。処理 。発信・伝達などを切り離して訓練するだけで身に付くわけではな
い。(中略 :戸田)具体的な目的があってこそ,収集した情報が役立ったか,情報手段の活用は適切で
あつたかということが明らかになる。また,発信する目的があってこそ,表現や処理の工夫が生きて
くることになる。(⑪,p.20
第二に,「情報活用の実践力」では,主体性や,受け手の状況などを踏まえることを強調している
点が重要である。これは,情報の発信先,伝達先には,それを受け取る人間がいることを意識して,
受け手にとつて分かりやすく,かつ不快な思いをさせないような情報の発信 。伝達ができることを意
味する。これらの背景には,情報通信ネットワークの普及にともなってさまざまに発生している影の
影響への対応という観点もある。それらの問題の中には,情報発信者の受信者に対する配慮不足や,
逆に,発信した情報がどのように利用される恐れがあるかについての発信者の認識不足が原因になつ
ている場合も少なくないからである。そして,これらの問題を正しく理解する上でも,情報技術を正
しく理解するための「情報の科学的な理解」力｀必要であり,また,情報技術が人間や社会に及ぼす影
響を認識する「情報社会に参画する態度」との関連付けが重要である。(①,p.20
これらの記述から,情報活用の実践力を身に付けさせるために,具体的な目的を明確に
もたせること,情報の受け手の存在を考えさせることを重視していることがわかる。そし
て,情報の受け手の存在を考えさせることによつて,情報モラルを身に付けさせようとし
ていることがわかる。
②情報の科学的な理解
文部科学省は,情報の科学的な理解について,次のように述べている。
「情報活用の実践力」では,課題や目的に応じて情報を活用する際,「情報手段の適切な活用」と
いう観点を重視する必要がある。この時に必要なのは,情報技術を活用すべきかどうか判断したり,
17
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どのように活用するとより効果的かを考える力である。
このような力を身に付けるには,「情報活用の実践力」を体験重視で育成するだけでは不十分であ
る。情報に関わる学問の成果を適切に教育内容や教育方法に取り入れ,情報活用の経験とその裏付け
となる基礎的な理論や手法とを結びつけ,「情報活用の実践力」を深化,定着させたり,様々 な情報
手段に共通の原理や仕組みを理解させることで,情報手段を活用する能力の一般化と一層の向上を図
る必要がある。これが「情報の科学的な理解」である。(①,pp.26・7)
つまり,「情報活用の実践力」を身に付けさせるために,「情報の科学的な理解」が必
′要であると述べている。
また,文部科学省は次のようにも述べている。
ここでまず大切なのは「情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解」とは,コンピュータや情報
通信ネットワークなどの情報手段の特性を理解することで終わるのではなく,情報手段の特性を知る
ことによつて情報手段を適切に選択し活用できることまでを含んでいることである。つまり,コンピ
ュータやインターネットをブラックボックスとして,闇雲に信じて利用するのではなく,その長所や
弱点を知り,あわせて他の情報手段の特性も理解し,様々 な情報手段の中から適切な手段を選択でき
ることが必要である。① ,p.27)
このように,「情報の科学的な理解」をさせるためには,コンピュータやインターネッ
トの長所や弱点を理解させることが必要であると述べている。
③情報社会に参画する態度
文部科学省は,情報社会に参画する態度について,次のように述べている。
「情報社会に参画する態度」については,特に,「望ましい情報社会」は,誰かに与えられるもの
であつたり,一部の人の意見で決められるべきものではないという立場に立ち,一人一人が,情報の
進展が生活に及ぼす影響を理解し,情報に関する問題に適切に対処し,積極的に情報社会に参加しよ
うとする倉1造的な態度が大事であるとしている点が重要である。このためには,情報や情報技術につ
いての正しい理解をもつ必要があり,「情報社会に参画する態度」は,体験に根ざした「情報活用の
実践力」と,適切な知識としての「情報の科学的な理解」とに基づき,情報化が人間や社会にどのよ
18
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うな光と影の影響を及ぼしうるのか,また,その影の影響を克服するためにはどのような注意や配慮
が必要なのかを考えさせることで培われる。⑩ ,pp.28‐"
このように,「情報社会に参画する態度」は,「情報活用の実践力」と「情報の科学的
な理解」に基づいて,形成 させることが必要であると述べている。
また,文部科学省は,次のようにも述べている。
「情報社会に参画する態度」の育成は,「社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及
ぼしている影響を理解」することから始まる。ここでは,光の部分と影の部分とその両面を常に考慮
することが必要である。情報化の進展によつて生活の利便性の向上や産業の効率化 。生産性の向上な
どがもたらされたことを認識させるとともに,情報の信頼性や信憑性の問題,個人情報や著作権の保
護,コンピュータ犯罪,実体験の欠乏と対人関係の変化,健康問題なども含め,情報化の進展に伴い
生じてきた問題について認識させ,日常生活において直面する情報に関する問題を,どのように捉え
どう対処すべきかという心構えを子どもたちに持たせ,情報社会に参画しその進展に寄与しようとす
る態度を育てることが大切である。
様々な手段を通して得られる情報の中には,誤つた情報や偏つた情報,伝達される過程で情報が損
なわれてしまうもの,作為的に加工された情報も含まれている可能性がある。したがつて,必要な情
報を主体的に収集し,的確に判断するためには,それらの情報がどのような過程を経て収集,処理,
加工,伝達されているのか,その仕組みの理解や,それに関わる情報手段や人間の特性の理解が重要
である。そして,そのような理解の上に立って,その情報を信頼して判断し,行動したときに負うリ
スクや責任を知ることも, 自己責任がより強調される今後の社会では極めて重要である。(①,p.2の
必要な情報を主体的に収集 し,的確に判断するためには,その情報が信頼できるものか,
信憑性があるものかを見極められるようにしなければならない。 「情報社会に参画す る態
度」を育成するためには,それ らの情報がどのような過程を経て収集,処理,加工,伝達
されているのか,その仕組みの理解や,それに関わる情報手段や人間の特性の理解 させる
ことが重要であると述べている。
このように,情報教育では,「情報活用の実践力」 「情報の科学的な理解」 「情報社会
に参画する態度」を総合することによって,情報活用能力を育成することが求められてい
る。
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また,,この二つの観点の関連について,文部科学省は次のように述べている。
以上の3つの観点は独立したものではない。総合することによつてはじめて子どもの情報活用能力
を高めることができる。すべての教員がそれぞれ担当するさまざまな教育活動の中で, 3つの観点を
意識し, 3つの観点をバランスよく身に付けさせるように指導することが求められている。③,p.31)
このように,二つの観点のどれかだけを指導するのではなく,バランスよく指導するこ
とが求められているのである。ただし,この記述は情報教育を,小0中。高等学校段階を
通じて体系的に実施するという前提に立っている。つまり,小。中 。高等学校で三つの観
点をバランスよく身に付けさせることが必要であると述べているのである。
文部科学省は,平成 22年に発行した『教育め情報化に関する手引』において,小学校,
中学校及び高等学校において身に付けさせたい情報活用能力を,次の表 I-1-2ように整理
している。
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表 I…1-2 小学校:中学校及び高等学校において身に付けさせたい情報活用能力
小学校 中学校 高等学校
児童がコンピュータや情報通
信ネットワークなどの情報手
段に慣れ親しみ,コンピュー
タで文字を入力するなどの基
本的な操作及び情報モラルを
身に付け,情報手段を適切に
活用できるようにするための
学習活動を充実
生徒が情報モラルを身に付
け,コンピュータや情報通信
ネットワークなどの情報手
段を適切かつ主体的,積極的
に活用できるようにするた
めの学習活動を充実
生徒が情報モラルを身に付
け,コンピュータや情報通信
ネットワークなどの情報手
段を適切かつ実践的,主体的
に活用できるようにするた
めの学習活動を充実
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
基本的な操作
。文字の入力・電子ファイル
の保存
。整理・インターネットの閲
覧
。電子メールの送受信 など
情報手段の適切な活用
。様々な方法で文字や画像な
どの情報を収集して調べた
り比較したりする
。文章を編集したり図表を作
成したりする
。調べたものをまとめたり発
表したりする
。ICTを使つて交流する
情報手段の適切かつ主体的!
積極的な活用
。課題を解決するために自ら
効果的な情報手段を選ん
で必要な情報を収集する
。様々な情報源から収集した
情報を比較 し必要とする
情報や信頼できる情報を
選び取る       ′
。ICTを用いて情報の処理の
仕方を工夫する
。自分の考えなどが伝わりや
すいように表現を工夫し
て発表したり情報を発信
するなど
情報手段の適切かつ実践的,
主体的な活用
。直面する課題や目的に適し
た情報手段を主体的に選
択する
。自ら課題を設定して課題の
解決に必要な情報を判断
し,適切な情報手段を選択
して情報を収集する
。収集した情報の客観性 。信
頼性について考察する
。考察の結果を踏まえて,
様々な情報を結び付けて
多面的に分析・整理したり
新たな情報を創造 したり
発信したりする
。相手や目的に応じて情報の
特性をとらえて効果的に
表現する
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
情報手段の特性と情報活用の
評価・改善
。コンピュータなどの各部の
名称や基本的な役割,イン
ターネットの基本的な特性
を理解
・情報手段を活用した学習活
動の過程や成果を振り返る
ことを通して, 自らの情報
活用を評価 。改善するため
の方法等を理解
情報手段の特性と情報活用
の評価・改善
・コンピュータの構成と基本
的な情報処理の仕組み,情
報通信ネットワークの構
成,メディアの特徴と利用
方法等,コンピュータを利
用した計測 。制御の基本的
な仕組みを理解
・情報手段を活用した学習活
動の過程や成果を振 り返
ることを通して, 自らの情
報活用を評価 。改善するた
めの方法等を理解
情報手段の特性と情報活用
の評価・改善
・情報や情報手段の特性や役
割の理解
。問題解決において情報や情
報手段を実践的に活用す
るための科学的な見方や
考え方として,手順や方
法,結果の評価等に関する
基本的な理論の理解
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平成20年版の小学校,中学校,高等学校学習指導要領 【総則】において,小学校段階で
は,コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段に「慣れ親しみ」,中学校段階で
は,小学校で身に付けた基礎の上で,「主体的,積極的」に活用できるようにし,高等学校
段階では,小学校及び中学校段階の基礎の上に,「実践的,主体的」に活用できるようにす
るための学習活動へと発展させていくことが求められている。
(2)小学校学習指導要領 【社会】における「情報単元」の内容の変化と「情報教育」
平成10年版小学校学習指導要領 【社会】(以下 :平成10年版)と平成20年版小学校学習
指導要領 【社会】(以下 :平成20年版)の第5学年の「情報単元」の内容をまとめると,次
の表 I‐1‐3(「平成10年版と平成20年版における『情報単元』の内容」)ようになる。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
情報モラル
(情報社会で適正に活動する
ための基 となる考え方 と態
度)
。情報発信による他人や社会
への影響
・情報には誤つたものや危険
なものがあること
。健康を害するような行動
・ネットワーク上のルールや
マナーを守ることの意味
。情報には自他の権利がある
ことなどについての考え方
や態度
情報モラル
(情報社会で適正に活動す
るための基となる考え方と
態度)
。情報技術の社会と環境にお
ける役割
・ トラブルに遭遇したときの
自主的な解決方法
。基礎的な情報セキュリティ
対策
。健康を害するような行動
。ネットワーク利用上の責任
・基本的なルールや法律の理
解 と違法な行為による問
題
。知的財産権など権利を尊重
することの大切さなどに
ついての考え方や態度
情報モラル
(情報社会で適正に活動す
るための基 となる考え方と
態度)
・望ましい情報社会を構築す
る上で必要となる,個人の
役割と責任
。トラブルに遭遇したときの
実践的,主体的な解決方法
・情報セキュリティの具体的
な対策
・心身の健康と望ましい習慣
に配慮した情報や情報手
段との関わり方
・ネットワーク利用時の適切
な行動
。ルールや法律の内容の理解
と違法な行為による個人
や社会への影響
・情報化の「影」の部分の理
解を踏まえた,より良いコ
ミュニケーションや人間
関係の形成などについて
の考え方や態度
(⑫,p.75)
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表I-1-3 平成10年版と平成20年版における『情報単元』の内容
平成 10年版から平成20年版への内容の変更点は,次の六点にまとめることができる。
i「我が国の通信などの産業」が「我が国の情報産業」となっている。
五「情報化した社会の様子」が付け加えられている。
五「見学したり」が「調査したり」となつている。
市「これらの産業」が「情報化の進展」となっている。
v「電信電話」が削除されている。
宙「イ これらの産業に従事している人々の工夫や努力」が「イ 情報化した社会の様子
と国民生活とのかかわり」となっている。
それでは,具体的にはどのように変化したのか。平成10年版と平成20年版の小学校学
習指導要領解説社会編をもとに,その変化と「情報教育」との関連について論じていく。
①「情報産業の定義」について
平成 10年版と平成20年版における「情報産業の定義」についての記述をまとめたもの
が,次の表 I‐1‐4(「平成 10年版と平成20年版における『情報産業の定義』に関する記述」)
である。
平成 10年版 平成 20年版
(3)我が国の通信などの産業について,次のことを
見学したり資料を活用したりして調べ,これらの
産業は国民の生活に大きな影響を及ぼしている
ことや情報の有効な活用が大切であることを考
えるようにする。
ア 放送,新聞,電信電話などの産業と国民生活
とのかかわり
イ これらの産業に従事している人々の工夫や
努力⑥ ,p.2め
④ 我が国の情報産業や情報化した社会の様子に
ついて,次のことを調査したり資料を活用したり
して調べ,情報化の進展は国民の生活に大きな影
響を及ぼしていることや情報の有効な活用が大
切であることを考えるようにする。
ア 放送,新聞などの産業と国民生活とのかかわ
り
情報化した社会の様子と国民生活とのかか
わり(⑨,p.37)
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平成 10年版では,「放送,新聞などの産業」と,「電信電話などの情報産業」と分けて
いる。平成20年版では,情報産業を,「放送,新聞などのマスメディア」と「インターネ
ットなどの情報ネットワータを形成して情報を文字,音声,映像などで瞬時に伝えるサー
ビスを提供している産業」と定義している。
ここでの大きな変化として,「インターネットなどの情報ネットワーク」が付け加えら
れたことがあげられる。これは,コンピュータや携帯電話などが広く個人にも普及してい
る現代社会への対応を意図している。
②「情報化した社会の様子」について
平成10年版と平成20年版における「情報化した社会の様子」についての記述をまとめ
たものが,次の表 I‐1‐5(「平成10年版と平成20年版における『情報化した社会の様子』
に関する記述」)である。
表 I-1-4(「平成10年版と平成20年版における「情報産業の定義」に関する記述
平成 10年版 平成20年版
「我が国の通信などの産業」とは,多種多様な情
報を収集し,選択 。加工して,提供している放送,
新聞などの産業や,情報を文字,音声,映像など
で瞬時に伝えるサービスを提供している電信電話
などの情報産業を指している。 (⑦,p.67)
「我が国の情報産業」とは,多種多様な情報を収
集し,選択 。加工して提供している放送,新聞な
どのマスメディアや,インターネットなどの情報
ネットワークを形成して情報を文字,音声,映像
などで瞬時に伝えるサービスを提供している産業
を指している。③ ,p.60
表I-1-5 平成10年版と平成20年版における「情報化した社会の様子」に関する記述
平成 10年版 平成20年版
記述なし 「情報化した社会の様子」とは,通信技術の発達
と高度化によつて情報の生産や相互のやりとりが
大量 。高速 。広域化し,教育,文化,産業, 日常
生活などの様々な場面において大きな変化が見ら
れることを指している。(③,p.66)
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平成20年版から,「情報化した社会の様子」が付け加えられた。このことから,情報化
の進展が,国民の生活にどのような影響を及ぼしているかを考えさせることを重視してい
ることがわかる。
この部分は,情報教育の日標の「情報社会へ参画する態度」の「情報化の進展によつて
生活の利便性の向上や産業の効率化 。生産性の向上などがもたらされたことを認識させる」
に関連している。
③「調べ方」について
平成 10年版と平成20年版における学習の際の「調べ方」についての記述をまとめたも
のが,次の表 I‐1‐6(「平成 10年版と平成20年版における『調べ方』に関する記述」)であ
る。
調べ方について,平成 10年版で「見学や視聴覚教材の活用」としていたものを,平成20
年版では「調査や資料,視聴覚教材の活用」としている。また,調べる対象については,
平成10年版で「通信などの産業に従事している人々の仕事の様子」としていたものを,平
成20年版では「人々が日常の生活や産業で必要な情報をどのように入手し活用しているの
表I-1-6 平成 10年版と平成20年版における「調べ方」に関する記述
平成 10年版 平成 20年版
「見学したり資料を活用したりして調べ」とは,
ここでの学習の仕方を示している。ここでは,例
えば,通信などの産業に従事している人々の仕事
の様子について,放送局や新聞社などを実際に見
学したり,視聴覚教材などを活用したりして調べ
ることが考えられる。(⑦,p.60
「調査したり資料を活用したりして調べ」とは,
ここでの学習の仕方を示している。ここでは,例
えば,人々 が日常の生活や産業で必要な情報をど
のように入手し活用しているのかを調査したり資
料を活用したりして調べること,放送,新聞など
の産業では多種多様な情報を収集し,選択 。カロエ
して提供していることを視聴覚教材などを活用し
て調べること,情報ネットワークを有効に活用し
て公共サービスの向上に努めている人から話を聞
いたり資料を活用したりして調べることなどが考
えられる。(③,p.60
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か」「放送,新聞などの産業では多種多様な情報を収集し,選択 0加工して提供している
こと」「公共サービスの向上のために,情報ネットワークを有効に活用していること」と
している。このことから,「情報がどのようにしてつくられるのか」という情報を発信す
る側の立場だけでなく,「情報が国民の生活にどのような影響を及ぼしているのか」と情
報を受けとる側の立場からも考えることを求めていることがわかる。
これは,情報教育の目標の「情報社会に参画する態度」の「必要な情報を主体的に収集
し,的確に判断するためには,それらの情報がどのような過程を経て収集,処理,加工,
伝達されているのか,そのしくみの理解や,それに関わる情報手段や人間の特性の理解」
に関連している。
④「国民の生活への影響」について
平成10年版と平成20年版における「国民の生活への影響」についての記述をまとめた
ものが,次の表 I‐1‐7(「平成10年版と平成20年版における『国民の生活へめ影響』に関
する記述」)である。
平成20年版では,「国民の多くがそれらを多方面で利用していること」や,「情報ネッ
トワークの働きが公共サービスの向上のために利用されていること」など,受け取る側の
視点が明確にされている。このように,情報化の進展が,国民の生活に大きな影響を及ぼ
表I-1-7 平成10年版と平成20年版における「国民生活への影響」に関する記述
平成10年版 平成20年版
「これらの産業は国民の生活に大きな影響を及ぼ
していること」を考えるようにするとは,我が国
の通信などの産業が国民の日常の生活や産業活動
にとつて欠かすことのできない様々な情報を収集
し提供していることや,それらの産業が国民生活
の向上や産業の発展に大きな役害Jを果たしている
ことを考えることができるようにすることであ
る。《D,p.68)
「情報化の進展は国民の生活に大きな影響を及ぼ
していること」を考えるようにするとは,我が国
の情報産業が様々な情報を提供し,国民の多くが
それらを多方面で利用していることや,情報ネッ
トワークの働きが公共サービスの向上のために利
用されていることなどを手掛かりにして,情報化
の進展が国民生活の向上や産業の発展に大きな影
響を及ぼしていることについて考えることができ
るようにすることである。(③,p.60
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していることを理解させるだけでなく,それらの情報とどのように関わつていくかという
情報活用能力の育成も求めていることがわかる。
この部分は,情報教育の日標の「情報社会へ参画する態度」の「情報化の進展によつて
生活の利便性の向上や産業の効率化 。生産性の向上などがもたらされたことを認識させる」
に関連している。
⑤「情報の有効な活用」について
平成 10年版と平成20年版における「情報の有効な活用」についての記述をまとめたも
のが,次の表 I‐1‐8(「平成 10年版と平成20年版における『情報の有効な活用』に関する
記述」)である。
平成20年版では,「情報の有用性や役割,情報の適切な収集・活用,発信や伝達の仕方,
情報化のもたらす様々な影響などをもとに,情報化した社会において人々が主体的に生き
ていくためには情報を有効に活用することが大切であることについて考える」ことが求め
られている。ここでも,情報を受けとる側として考えることが求められていることがわか
る。また,「情報の適切な収集や活用,発信や伝達の仕方などの能力や態度」のように,
情報活用の技術だけを身に付けるのではなく,「適切に判断し,望ましい行動」をするこ
とが求められている。
表 I…1-8 平成10年版と平成20年版における「情報の有効な活用」に関する記述
平成 10年版 平成20年版
「情報の有効な活用が大切であることを考えるよ
うにする」とは,高度情報通信社会において人々
が主体的に生きていくには,情報の有用性や役割,
情報化のもたらす様々な影響などについて考える
とともに,情報の適切な収集や活用,発信や伝達
の仕方などの能力や態度を身に付けることが大切
であることを考えることができるようにすること
である。(⑦,p.68)
「情報の有効な活用が大切であることを考えるよ
うにする」とは,情報の有用性や役害1,情報の適
切な収集 。活用,発信や伝達の仕方,情報化のも
たらす様々な影響などをもとに,情報化した社会
において人々が主体的に生きていくためには情報
を有効に活用することが大切であることについて
考えるとともに,様々 な情報に対して適切に判断
し,望ましい行動をしようとする能力や態度を身
に付けることである。(③,pp.66・7)
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この部分は,情報教育の目標の「情報の科学的な理解」の「長所や弱点を知り,あわせ
て他の情報手段の特性も理解し,様々 な情報手段の中から適切な手段を選択できる」や,
「情報社会に参画する態度」の「必要な情報を主体的に収集し,的確に判断するためには,
それらの情報がどのような過程を経て収集,処理,加工,伝達されているのか,その仕組
みの理解や,それに関わる情報手段や人間の特性の理解」に関連している。
このように,平成20年版では,「情報単元」に「情報教育」の目標が反映されている。
【引用 0参考文献】
①溝上泰『新旧学習指導要領の対比と考察 小学校社会科』明治図書 1989。6
②北俊夫「運輸・通信などの産業にかかわる内容の指導」中野重人編『改訂小学校学習指
導要領の展開 社会科編』明治図書 1989.6 pp.74‐79
③文部省『小学校学習指導要領 平成元年3月』大蔵省印刷局 1989.3
④高野尚好『小学校新教育課程の解説 社会』第一法規 1989。9
⑤文部省『21世紀を展望した我が国の教育の在り方について 第15期中央教育審議会第一
次答申』ぎょうせい 1996.8
⑥文部省『小学校学習指導要領 平成10年12月』文部科学省 1998.12
⑦文部省『小学校学習指導要領解説社会編』日本文教出版 1999。5
③文部科学省『小学校学習指導要領解説社会編』東洋館出版 2008.8
⑨文部科学省『小学校学習指導要領 平成20年3月』文部科学省 2008.3
⑩中央教育審議会『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領     |
等の改善について(答申)』 2008.1
①文部科学省『情報教育の実践と学校の情報化―新「情報教育に関する手引」―』2002.6
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第2節 小学校社会科「情報単元」の現状と課題
本節では,小学校第5学年の社会科で行われている「情報単元」の現状と課題について,
現任校の子どもの実態をもとに論じていく。
1 子どもと情報産業との関わり
前節で示したように,平成20年版解説社会編では,情報産業を,「多種多様な情報を収
集し,選択・加工して提供している放送,新聞などのマスメディアや,インターネットな
どの情報ネットワークを形成して情報を文字,音声,映像などで瞬時に伝えるサービスを
提供している産業」と定義している。
放送については,子どもは毎日テレビを見ている。学校でも,前日のテレビ番組に関す
る話題が出ることが多い。新聞に関しては,近年,新間をとってない家庭も増えてきてお
り,徐々 に子どもの生活から離れてきている。新聞をとっている家庭でも,子どもにとっ
ては文章が難しく,文字数も多いため,読まない子どもも多くいる。
インターネットについては,コンピュータの普及によつて,子どものインターネット利
用者数も増えてきている。総務省の調べによれば,2011年末には,小学校段階での利用者
数は61.6%,中学校以上(13歳～19歳)の利用者数は 96.4%になる(①)。 つまり,中学生に
なれば,ほぼすべての子どもが,何らかの手段を使つてインターネットを利用するように
なるのである。伊丹市のある小学校の 5年生を対象にパソコン,携帯電話の使用状況を調
査した。結果は表 I‐2‐1のとおりである。
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表I-2-1 小学生(5年生)のパソコン,携帯電話の使用状況
2012年度 2013年度
?
?
?
?
情報を調べる 66.3 53.3
動画を見る 57.4 64.5
ゲームをする 47.5 59.8
メールをする 3.0 15.0
ブログを書く 6.9 6.5
?
?
?
?
携帯電話を持つている 52.5 52.3
情報を調べる 9,9 12。1
動画を見る 14.9 14.0
ゲームをする 21.8 25.2
メールをする 38.6 43.0
(数字は%)対象は,各年度とも小学校5年生 (戸田作成)
小学校第 5学年の段階で,情報を調べるためにパソコンでインタニネットを活用する子
どもが約 6割いる。実際,調べ学習などの課題を,インターネットで調べてくる子どもも
増えてきている。また,インターネットは,情報を調べるためのものだけではなく,約半
数の子どもが,動画を見たり,ゲー ムをしたりすることにも利用している。それ以外にも,
メールやブログをしている子どももいる。
最近では,パソコンや携帯電話以外に,ゲー ム機でもインターネットを利用できるよう
になってきている。また,インターネットを利用しない子どもも,テレビをとおして無料
オンラインゲームのCMや,Yahooの検索結果を利用した番組などを目にしている。
このように,テレビや新聞だけでなく,インターネットも,子どもの生活に身近なもの
となってきている。しかし,情報が無料で調べられることや,無料でゲームができること
も子どもにとつては当たり前のことになっているため,無料であることに疑間をもつこと
なく無防備にインターネットを活用している子どもも多くいる。
2 情報社会に関する教科書記述と子どもの生活経験との乖離
現在使用されている 5社の小学校社会科教科書で扱われている,情報産業の事例と,情
報ネットワークを公共サービスとして活用している事例をまとめると,表I‐2‐2のように
なる。
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表I-2-2 小学校社会科教科書で扱われている情報産業と情報ネットワークの事例
出版社名 単元名 情報産業 情報ネットワー ク
Э日本文教出版(旧大阪書籍) 『情報を伝える』 テレビ放送 医療
Э東京書籍 『情報産業とわたしたちのくらし』 テレビ放送 医療
Э教育出版 『情報のなかに生きる』 テレビ放送 医療
Э日本文教出版 『情報は,どのように伝えられるの』 新聞 医療・福祉
Э光村図書 『求められる情報を』 新聞・テレビ放送 方災
(②,③,④,⑤,⑥をもとに戸田作成)
このように,情報産業の事例として,テレビ放送を扱つているのが 3社,新聞を扱つて
いるのが1社,新聞,テレビ放送どちらも扱っているのが1社である。
情報ネットワークの事例については,医療を扱っているのが 3社,医療,福祉を扱って
いるのが1社,防災を扱つているのが1社である。平成20年版では,「イ 情報化した社
会の様子と国民生活とのかかわり」の中で,「情報ネットワークを有効に活用して公共サ
ービスの向上に努めている教育,福祉,医療,防災などの中から選択して取り上げること」
(⑦,p.38)としている。しかし,ここでの事例は,あくまで情報ネットワークを公共サービス
として活用している事例であり,営利目的の「情報ネットワークを形成して情報を文字 ,
音声,映像などで瞬時に伝えるサービスを提供している産業」は扱われていない。
前項でも述べたように,インターネットを利用した情報産業は,子どもにとつて身近な
ものとなつている。しかし,現行の小学校社会科教科書では,インターネットを利用した
営利目的の情報産業を学習する内容とはなっていない。このように,現行の小学校社会科
の内容は,子どもの生活経験と乖離したものとなつているのである。
3 子どものインターネット利用状況の格差
前項までに述べてきたように,小学校第 5学年の段階から,インターネットを活用して
情報を調べている子どもが約 6害1いる。しかし,このことは,裏返してみれば約4割の子
どもはインターネットを活用していないということでもある。つまり,インターネットの
利用に対する子どもの経験に大きな差があるということである。
?
?
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それでは,経験に差があると, どのような問題があるのか。
宇佐美寛は,「わかる」ためには,経験が重要であるとして,次のように述べている。
たとえば,雪おろしのスライドを見,積雪量についての話を聞く子どもは,そのこと自体だけを頭
の中に入れるわけではない。自分の今までの雪についての経験と結びつける,積雪の高さ2メートル
と聞けば,それくらいの高さのものを思い出して,「あれくらいだな。」と思う。自分の住んでいる町
の通りが真自な2メートルの雪におおわれている光景を想像する。これが,解釈するということであ
る。このような解釈なしで,いわば倉庫に木箱でもつみこむように,まつたくそのままに教師が伝達
したものを受けとるということは,少なくとも「理解する」とか「わかる」とかいうことではないで
あろう。(①,pp.22・3)
つまり,子どもに雪おろしのスライ ドを見せたり,積雪量について話したりしただけで
は,子どもの「わかる」にはならないのである。子どもが 「わかる」ためには,そのこと
ばが,雪を見たことや,2メー トルの壁を見たことなどの子どもの経験と結びつくことが必
要なのである。また,宇佐美は,解釈について,次のように述べている。
解釈とは,解釈される記号が,本来持っていると一般にみなされている内容 (これを「意味」とよ
ぼう。)のわく内に止まるものではなく,そのわくを超えた新たな内容をつけカロえて新しい内容を作
り出すことなのである。ことばの解釈は,単に辞書に出ているようないいかえ程度のものではなく,
解釈者がすでに持つている経験からの資料を加えて内容を再構成するものである。(③,pp.23‐0
このように,宇佐美は,単にことばの意味を知るだけではなく,その言葉の意味が自分
の経験と結びつくことが,解釈であると述べている。
つまり,多様な解釈を子どもにさせるためには,その資料からいろいろなことが連想さ
れ,頭に浮かぶように,資料につながる経験を子どもが多くもつていることが必要なので
ある。このように宇佐美は,学習の課題を設定する際には,子どもから疑間が出るかどう
かよりも,課題が子どもの経験と結びつき,解釈されるようにする方が大切であると述べ
ているのである。また,宇佐美は次のように述べている。
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教育方法論の要点は,このような意味で授業刺激におけることばと学習者の経験とをどう連続させ,
「概念的Jな思考を防ぐかということなのである。子どもにとつて,ことばに無理がなく,そのこと
ばが,自分の持つどんな経験と連なっているのかがわかるような状態の思考が必要なのである。こと
ばだけを覚え,そのことばを解釈するとどんな経験的事態にまで到るのかを知らないでいる状態の思
考では,子どもはそれ以上考えつづける問題を持ち得ないし, したがって興味も持てないのである。
(③,p.36)
つまり,ことばの意味を知ることだけでは,子どもの学習意欲にはつながらない。学習
したことが,自分のもつ経験とつながっていることがわかることが,学習意欲を高めるた
めには大切なのである。
経験の重要性について,岩田一彦も次のように述べている。
社会科の授業において充実感があるのは,「社会がわかった」という実感を持てたときである。そ
れはどうすれば実現できるのだろうか。日々の体験の中にあるひとつの事象や事物から世界が見えた
ときである。わたくしたちのまわりには無限大の事象のネットワークがある。これを事実として知り,
未知のネットワークを知ることが,社会がわかることである。 (⑨,p.73)
学習は,体験 。経験と概念・用語との往復運動の中で成立する。問いは,体験,経験,概念,用語
のいずれともつながつていることが求められる。体験,経験とつながっていない問いは,その子の切
実な問いとしては成立しない。したがって,学習も成立しないことになる。また,概念,用語とつな
がらない問いも成立しない。現代の子どもたちが体験,経験の不足の中にあり,その不足のために学
習自体が成立しなくなっていると,しばしば主張されている。(⑨,p.120
岩田も,子どもの充実感があるのは,自分の経験と社会事象との関係がみえた時である
と述べている。また,学習は,体験 。経験と概念・用語との往復運動の中で成立すると述
べている。このように,社会事象を聞接経験するための資料と, 自分の経験が結びつくこ
とが,子どもの学習意欲を高め,学習を成立させるためには重要なのである。
前述したように,インターネットについての子どもの経験知には大きな差がある。「情報
単元」でインターネットを事例として取り上げる際には,この子どもの経験の差をどう埋
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めるか,インターネットを経験していない子どもにどのように理解させるかということが
課題となる。
I引用文献】
①総務省『平成23年通信利用動向調査』
Khttp:〃www.sOumu.go.jp巧OhOtSusintokei/statistics/statistics05.htmD
②清水毅四郎ほか23名『小学社会5年下』日本文教出版 2012.6
③北俊夫,佐藤学,吉田伸之ほか38名『新しい社会5下』東京書籍 2012.6
④有田和正,石弘光ほか41名『小学社会5下』教育出版 2012.6
⑤加藤幸次,明石要一ほか32名『小学生の社会5下』日本文教出版 2012.6
⑥石毛直道ほか9名『社会 5』 光村図書 2012.2
⑦文部科学省『小学校学習指導要領 平成20年3月』文部科学省 2008.3
③宇佐美寛『思考指導の論理』明治図書 1973.2
⑨岩田一彦『社会科固有の授業理論30の提言』明治図書 2001.10
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第I章 意志決定場面における事実の分析的検討
本章では,社会科教育における「意志決定」学習がどのようになされてきたのかを考察
する。そして,意志決定場面においてどのような事実の分析的検討が行われるのかを明ら
かにする。
第 1節では,社会科教育における「意志決定」学習の先行研究の分析を行い,研究成果
と課題を明らかにする。また,小学校社会科「情報単元」の先行実践の分析を行い,月ヽ学
校社会科「情報単元」における「意志決定」学習の現状と課題を明らかにする。第 2節で
は,第1節で明らかとなつた課題を克服するために,認知心理学や教育哲学の研究成果を
もとに,意志決定場面における事実の分析的検討の構造の理念型を明らかにする。
なお,「意志決定」は,「意思決定」とも表記される。「意志決定」と「意思決定」のどち
らの用語を使うかについて,岩田一彦は次のように述べている。
なお,「意志決定」,「意思決定」のどちらの用語を使うかについては,意図的に「意志決定」の用
語を使用している。それは,単なるdecision‐makingではなく,onds mind,onds intentも含め,
考え,意見, 目的,意志の決定過程を重視したいからである。このことは,広辞苑第五版で,「意思
…考え,おもい,意志.¨物事をなしとげようとする,積極的な志」と表現していることにも対応して
いる。(①,pp.62・3)
本研究では,岩田の論に依拠し,「意志決定」を用いることとする。
第1節 社会科教育における「意志決定」
本節では,社会科教育における「意志決定」学習の先行研究を分析する。そして,小学
校社会科「情報単元」の先行実践の分析を行い,ガヽ学校社会科「情報単元」における「意
志決定」学習の現状と課題を明らかにする。
1「意志決定」学習の先行研究分析
社会科は,「社会認識形成をとおして市民的資質を育成する」教科であるといわれている。
この市民的資質について,岩田は次のように述べている。
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子どもは学校が終わると社会に出ていく。そこでの社会生活の中では, 日々多彩な判断場面に遭遇
する。どんな服装で出社するか,通勤手段は電車 。バス 。自転車・徒歩いずれにするかといつた日常
的判断から,会社の組合にはいるべきか否か,どの社の製品を原材料とするかといつた高度の判断ま
である。学校では,純粋培養的に理想に基づく判断ばかりさせてきて,厳しい社会の現実の中に放り
出すのは,教師の無責任な姿勢をよく表している。
社会科授業の中で,社会的論争問題に対して, どのような判断をしていけばよいのかについての,
価値判断の教育をしておくことが必要である。社会認識内容を踏まえて,価値判断をすることのでき
る合理的意志決定能力の育成が不可欠である。このような合理的意志決定能力を備えた子どもが,市
民的資質の育つている子どもと評価できる。(①,p.30)
岩田は,社会的論争問題に対して社会認識内容を踏まえて価値判断することのできる能
力を,合理的意志決定能力であるとし,この合理的意志決定能力が市民的資質であるとし
ている。この合理的意志決定を方法原理とする社会科授業論が「意志決定」である。
「意志決定」について,小原友行は次のように述べている。なお,小原は「意思決定」
と表記している。
「意思決定」とは,問題場面での自己の行為を科学的な事実認識と反省的に吟味された価値判断に
基づいて選択。決定する活動である。具体的には,「何をなすべきか」「何がなされねばならないか」
「どの解決策がより望ましいのか」と問い,目的。日標を達成するために考えられる手段・方法の中
から最も合理的なものを選択 。決定する活動である。② ,p.12)
つまり,「意志決定」とは,社会的論争問題に対して,「何をなすべきか」「何がなされね
ばならないか」「どの解決策がより望ましいのか」と問い, 目的 。日標を達成するために考
えられる手段・方法の中から,科学的な事実認識と反省的に吟味された価値判断に基づい
て最も合理的なものを選択 0決定する活動である。
「意志決定」学習で扱 う社会的論争問題について,小原友行は次のように述べている。
児童。生徒が「意思決定」の活動を行うためには、児童・生徒に「意思決定」を迫るような問題場
面に直面させることが必要である。そのような問題場面を用意するものが,社会的論争問題である。
社会的論争問題とは,個人・集団 。組織体が直面している判断の分かれるような問題であり,価値
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観の違いによつて解決策が分かれるような,それゆえ合理的な解決が困難な論争的な問題である。
(③,p.17"
これまで述べてきた岩田,小原の論をもとに,本研究では,「意志決定」を次のように定
義する。
「意志決定」とは,価値観の違いによつて解決策が分かれる社会的論争問題に対して,
目的 ロロ標を達成するために最も合理的な手段・方法を選択・決定する活動である。
それでは,「意志決定」はどのような学習過程で行われるのであろうか。
「合理的意志決定学習」を提唱している岩田は,社会認識の形成を概念探究過程,価値
判断の過程を価値分析過程とし,それぞれの過程を次のように整理している。
概念探究の基本的学習過程
I情報の収集 Ⅱ情報の分類 。比較 Ⅲ学習問題の発見 。把握 Ⅳ予想の提示 V仮説の設定
Ⅵ仮説の根拠となる資料の収集 Ⅶ検証 Ⅷまとめ,応用,新しい問いの発見
(C),pp.31・32)
価値分析の基本的学習過程
I価値論争問題 Ⅱ事実の分析的検討 Ⅲ未来予測 Ⅳ価値判断
(C),pp.32・3 )
つまり,概念探究過程において社会認識の形成をし,そこで習得した知識を価値分析過
程で活用して価値判断するのである。
「探究 I」「探究Ⅱ」の授業構成理論を提唱している米田豊は,社会認識を形成する過程
を「分かる過程(探究 I)」,未来予測 。価値判断をする過程を「考える過程(探究Ⅱ)」 とし
ている。米田は「分かる過程(探究 I)」を次のように整理している。
分かる過程
「なぜ疑問」の発見 。把握→予想 。仮説の設定→仮説の検証のための資料の収集と選択,決定
→選択した資料をもとにした検証→説明的知識の習得
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また,米田は「考える過程(探究Ⅱ)」 を「①新たな社会事象への応用」「②深まつた問い
の発見,探究」「③価値分析0未来予測」とし,「③価値分析・未来予測」について次のよ
うに述べている。
「探究 I」 で「習得」した説明的知識,概念装置を「活用」して,社会的な論争問題に対して,価
値分析をしたり,未来予測をしたりする段階である。新たな説明的知識や概念的知識の「習得」はな
いものの,事実の分析的検討や未来予測,価値判断の過程で,「探究 I」 で「習得」した説明的知識,
概念装置を「活用」するので,学習過程は「探究」である。④ ,p.15)
「価値分析,未来予測」では,「事実の分析的検討」の段階で,探究Iで「習得」した知識 (記述
的知識,分析的知識,説明的知識)や概念装置が「活用」される。特に,未来予測や価値判断の根拠
となる説明的知識の「活用」が重要となる。④ ,p.15)
米 田も,「分かる過程 (探究 I)」において社会認識 を形成 し,そこで習得 した知識 を価値
分析過程の 「事実の分析的検討」の段階で活用 して価値判断 させるとしてい る。
「公民的資質育成する学習」を提唱している小原友行は,「意志決定」の活動を次のよう
に整理している。
①問題把握…「どうしたらよいか,どの解決策がより望ましいのか」
②達成すべき目的。日標の明確化…「達成すべき目的。目標は何か」
③すべての実行可能な解決策 (行動案)の提出…「こうすればよいのでは,こんな方法もあるよ」
④解決策 (行動案)の論理的結果の予測…「もしそのような行動を実行したとしたらどのような
結果が生じるか」
⑤解決策の選択と根拠づけ…「どの解決策がより望ましいのか」「なぜそのように判断したのか」
⑥決定に基づく行動…「やつてみよう」
(②,p.10
小原は,意志決定の活動を,「①問題把握」「②達成すべき目的。日標の明確化」「③すべ
ての実行可能な解決策 (行動案)の提出」「④解決策 (行動案)の論理的結果の予測」「⑤
解決策の選択と根拠づけ」「⑥決定に基づく行動」と設定している。
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また,小原は,合理的意志決定学習の意義について次のよ うに述べている。
第2は,合理的意思決定学習によつて獲得される「意思決定の仕方」が,生涯学習の土台となる力
として求められていることである。生涯学習時代における社会科学習においては,生涯にわたつて学
び続けていくための基盤となる力を育てることが必要となろう。その力の中心となるものは,「自分
で課題をみつけ, 自ら学び,自ら考え,主体的に判断し,行動し,よりよく問題を解決する資質や能
力」である。社会的課題に対して合理的に意思決定ができる力は,このような生涯学習の土台となる
力の一つであるとともに,社会科だからこそ育成することが求められる「思考力 。判断力 。表現力」
そのものでもあろう。(⑤,p.15)
小原が述べているように,「意志決定」学習で重要なのは,「どのような選択をしたか」
という結果ではなく,その選択の過程である「意志決定の仕方」である。また,岩田は次
のように述べている。
日々の生活の中で接している論争問題で,社会一般でも問題になつているものを,単元の学習材と
関連づけて開発していきたい。これは社会が存在している限り論じていかなければならない問題で,
具体的事象が眼に見えるものが適切であろう。この論争では,自分の主張が相手の主張を打ち破つた
ということに価値を置くのではなく,,主張の根拠を発見する喜びの方を重視する。(①,p.33)
岩田も,論争の結果を重視するのではなく,その根拠を発見する過程が大切であると述
べている。岩田の論でいえば,事実の分析的検討が的確に行えているかが重要なのである。
米田は,「価値判断,未来予測」の評価は,「探究Iで『習得』された知識がどのように
『活用』されたかを評価する。特に,『事実の分析的検討』における『活用』のレベルを評
価することが大切である(④,p.17)」と述べている。このことから,米田も,「価値判断,
未来予測」では,最終的な判断ではなく,その過程である「事実の分析的検討」を重要視
していることがわかる。このように,「意志決定」学習では,最終的な判断の内容が大切な
のではなく,その判断を導くための「事実の分析的検討」が適切に行われたかが大切であ
る。その「事実の分析的検討」を適切に行える能力が,合理的意志決定能力である。
それでは,子どもは「探究 I」 の過程で習得した知識をどのように活用して,事実の分
析的検討をし,価値判断,意志決定するのであろうか。事実の分析的検討は,子どもの頭
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の中で行われる思考である。価値判断,意志決定させる学習で大切なことは,子どもが価
値判断,意志決定によって出した結論ではなく,その結論を導き出すための事実の分析的
検討が,合理的であつたかどうかである。つまり,子どもの合理的意志決定能力を育成す
るためには,事実の分析的検討において,どのような思考を子どもが行 うかを構造として
示すことが必要なのである。
2 「知識の構造化」から「使える知識」ヘ
岩田一彦は,知識の構造化について,次のように述べている。
学習内容には構造が不可欠である。構造のない学習は,断片的知識の詰めこみに走りがちである。
社会科が長く,知識の詰めこみ教科と言われつづけてきたのは,知識の構造を明示できなかつたから
である。構造を持たない学習は,断片的知識の学習,はい回る学習との批判を受けることになる。
(①,p.40)
理論4 単元の学習内容が,構造化された知識として提示されれば,学習内容の定着性 。応用度が
高まる。① ,p.40)
理論5 構造化された単元設計授業設計には,知識分類の視点が不可欠である。(①,p.45)
理論6 構造化された知識が問いの過程に転換できれば,社会科授業過程の設計ができる。① ,p.40
このように,岩田は,断片的知識の詰めこみではなく,学習内容の定着性 。応用度を高
めるためには,知識の構造化によつて問いを導き出し,そこから単元設計を行うことが必
要であると述べている。知識の構造化の重要性については,伊藤毅志や安西祐一郎も次の
ように述べている。
(前略 :戸田)言い換えれば,専門家はどんなときにどんな知識を用いればいいのか知っているのだと
いえるだろう。このようなことができるためには,知識は構造化され整理されていなければならず,
学習によつて知識が構造化されていることを示す心理実験研究の例といえる。知識は,ただ断片的に
無秩序に記憶されるだけでなく,互いに関連づけて構造化されていることが重要であり,そうするこ
とによつて,実際の問題解決に有効にはたらく「使える知識」になるのである。(⑥,p.121)
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つまり,知識が構造化され整理されていれば,実際の問題解決に有効に働く「使える知
識」になるのである。しかし,構造化された知識の習得だけで,「使える知識」となるわけ
ではない。安西祐一郎は,次のようにも述べている。
これまで長々と言つてきたことは,言いかえると,問題解決を考える限り,知識というのは単に事
実を並べたものではなく,むしろ,問題を解くことを通して自分のさまざまな経験やほかの知識と組
み合わせることができるようになつた,問題解決のための信頼できるよりどころのことだということ
である。(⑦,pp.200‐2 1)
私たちは,そういう意味での知識を,問題を解き,解答を吟味することを通して身につけ,より適
切なものへと修正してゆく。もちろん,外から教えられる知識もたくさんあるし,むしろその方が知
識の源泉としてはずつと広いのだけれども,そういう知識は,はじめは自分の経験と結びつかず,自
分にとつての意味を持つていない。こうした知識は,実際に問題解決に利用されることを通してはじ
めて意味づけられ,問題解決のための知識と化してゆくのである。⑦ ,p.201)
構造化された知識を,実際の問題解決に有効に働く「使える知識」とするためには,問
題を解くことをとおして自分のさまざまな経験やほかの知識と組み合わせることができる
ようにすることが必要である。
つまり,「探究Ⅱ」において,「探究 I」 で習得した構造化された知識を活用して価値半J
断,意志決定させることによつて,「探究 I」 で習得した構造化された知識を,実際の問題
解決に有効に働く「使える知識」とすることができるのである。
?
?
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3 小学校社会科「情報単元」における「意志決定」学習の現状と課題
これまでに,社会科における「意志決定」学習の重要性について述べてきた。本項では,
小学校社会科「情報単元」の先行授業実践の分析を行い,「情報単元」での「意志決定」学
習の現状と課題を明らかにする。
(1)分析の視点
小学校社会科「情報単元」の先行授業実践の分析を行う。分析の視点は次の三点である。
①単元計画の中に意志決定場面が設定されているか。
②意志決定場面の細案が示されているか。
③意志決定させる問いが,価値観の違いによって解決策の分かれる問いとなっているか。
(2)先行授業実践の分析フレー ムワーク
分析の視点にもとづいて,フレー ムワークを作成すると,次の表Ⅱ-1-1(「『情報単元』
の先行授業実践分析のフレー ムワーク」)のようになる。
表Ⅱ-1-1 「情報単元」の先行授業実践分析のフレー ムワーク
分析対象
No.
単元名
授業者
出典
事例 □新聞 ロテレビ  ロインター ネット ( )
意志決定場面の設定 □あり □なし
意志決定場面の細案 □あり □なし
意志決定場面の問い
価値の対立 □あり □なし
考察
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(3)分析対象
分析対象事例は,表Ⅱ-1-2(「分析対象授業一覧」)のとおりである。
表Ⅱ-1…2 分析対象授業一覧
L
単元名
(授業名)
授業者
(執筆者)
出典
1
ドキュメンタリーを追
つ
鈴木正氣
鈴木正氣。本間昇。大坪庄吾・岡田克己編著『1単元の授
業 小学社会5年 日本の産業と国土』日本書籍 1990.4
pp.173‐190
2
テレフォンショッピン
グ
甲津和寿
連続セミナー授業を創る。谷川彰英編著『楽しく学べるヒ
ン ト教材⑤社会科の授業 5年』明治図書 1990.8
pp.68‐77
3 放送とわたしたちのくらし 有田和正
筑波大学附属小学校『社会科「学ぶ力」を育てる授業づくり』
明治図書 1990.7 pp.124・127
4
新聞とわたしたちの生
活
赤木直行
岩田一彦編著『小学校社会科の授業設計』東京書籍
1991.3 pp.158・169
5
わが国の通信業にたず
さわる人々
木村良平
北俊夫編『楽しい学習活動を取り入れた小学校社会科教え
方細案第6巻』明治図書 1992.10 pp.54‐64
6
わが国の通信業にたず
さわる人々
露木昌仙
北俊夫編『楽しい学習活動を取り入れた小学校社会科教え
方細案第6巻』明治図書 1992.10 pp.65・75
7
わが国の通信業にたず
さわる人々
國宗功
北俊夫編『楽しい学習活動を取り入れた小学校社会科教え
方細案第6巻』明治図書 1992.10 pp.76‐86
8 テレビ放送がとどくまで 満川尚美
臼井嘉一。宮原武夫編『わかる教え方 社会科 5年』国土社
1992.2 pp.129・143
9 日本の通信業 不 明
歴史教育者協議会編『新たのしくわかる社会科 5年の授業』
あゆみ出版 1992.10 pp.224‐235
10 テレビCMをつくろう 山本稔 山本稔『テレビCMをつくろう』明治図書 1993,9
?
?
新聞社で働く人々を調
べる
岡本英孝
北俊夫編著『調べ学習 社会科の授業づくり⑥』国土社
1997.3 pp.55‐64
12
放送局で働 く人々を調
べる
菅原友子
北俊夫編著『調べ学習 社会科の授業づくり⑥』国土社
1997.3 pp.65‐74
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13
くらしをゆたかにする
電信電話を調べる
小森紀幸
北俊夫編著『調べ学習 社会科の授業づくり⑥』国土社
1997.3 pp.75‐84
14
くらしの中の情報を調
べる
外山善正
北俊夫編著『調べ学習 社会科の授業づくり⑥』国土社
1997.3 pp.85‐94
15
発信 !こちら警固つ子放
送局
吉田富美子
城田佳弘
第 38回全国小学校社会科研究協議会研究大会『福岡大会
糸己]妻』2000.11 45‐48
16
放送局の仕事とわたした
ち
羽田純一
歴史教育者協議会編『わかつてたのしい社会科 5年の授業』
大月書店 2001.7 pp.110‐129
17 情報とわたしたちのくらし 間森誉司
歴史教育者協議会編『わかつてたのしい社会科 5年の授業』
大月書店 2001.7 pp.130‐141
18 放送局で働く人カ 小林賢司
高野尚好。小林賢司。寺崎千秋編著『新社会科の授業 こう教
える 5年』国土社 2001.3 pp.151・163
19 情報をくらしに生かす 小林賢司
高野尚好。小林賢司。寺崎千秋編著『新社会科の授業 こう教
える 5年』国土社 2001.3 pp.164-175
20 わたしたちのくらしと情報 都留覚
筑波大学附属小学校。社会科教育研究部『これだけは教えた
い基礎。基本 社会科』図書文化 2002.3 pp.130・13
21 放送局で働く人々 都留覚
筑波大学附属小学校。社会科教育研究部『これだけは教えた
い基礎,基本 社会科』図書文化 2002.3 pp.132・133
22 私たちの生活と情報
山口亘
徳田祐光
第 49回近畿小学校社会科研究協議会『京都大会紀要』
2003.2 pp.37・45
23
テレビ。新聞の秘密探検
隊
小野由美子
清水太
第 41回全国小学校社会科研究協議会研究大会『東京大会
紀要』2003.10 pp.21‐26
24
テレビの広報番組は必要
か?
鴛原進
棚橋健治『“情報化社会"をめぐる論点。争点と授業づくり』明
治図書 2005.5 pp.115‐136
25 放送局の仕事 菅原友子
安野功編著『小学校社会科 活動と学びを板書でつなぐ全単
元。全時間の授業のすべて小学校5年』東洋館出版 2005.3
pp.146・163
26 新聞社の仕事 菅原友子
安野功編著『小学校社会科 活動と学びを板書でつなぐ全単
元。全時間の授業のすべて小学校5年』東洋館出版 2005.3
pp.164‐177
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27
身の周りの情報とその活
用
菅原友子
安野功編著『小学校社会科 活動と学びを板書でつなぐ全単
元・全時間の授業のすべて小学校5年』東洋館出版 2005.3
pp.178‐191
28 放送局のはたらき 田中力
田中力『新しい発展学習の展開社会科 5～6年』小学館
2005.5
29 わたしたちのくらしと情報 福田浩久
第44回小学校社会科研究協議会研究大会『長崎大会紀要』
2006.1l pp.46‐51
30
わたしたちの生活と情
報
開浩和
開浩和『情報リテラシーと社会科授業の改善』明治図書
2007.3 pp.88・101
31
わたしたちの生活 と情
報
開浩和
開浩和『情報 リテラシーと社会科授業の改善』明治図書
2007.3 pp.121‐127
32 私たちの生活と情報 竹内二馬
第 45回全国小学校社会科研究協議会研究大会『宮城大会
糸己]妻』2007.1l pp.134・139
33
わたしたちのくらしと
情報産業
林敏幸
江間史明編著『小学校社会 活用力を育てる授業』図書文
化社  2008.1l pp.118‐125
34
クーポン誌,誰が得す
る?
桑原敏典
江原知博
日本社会科教育学会編『社会科授業力の開発 月ヽ学校編』
明治図書 2008.7 pp.124・140
35
情報化した社会と私たち
のくらし
澤井陽介
北俊夫。片上宗二編著『小学校新学習指導要領の展開社会
科編』明治図書 2008.1l pp.107‐11
36
新しい情報～地上デジ
タル放送の開発～
田原聖
小原友行編著『「思考力・判断力・表現力」をつける社会
科授業デザイン小学校編』明治図書 2009.3 pp.62‐71
37
情報化社会のひみつ～
ハイビジョン放送の情
報は.¨?～
須本良夫
小原友行編著『「思考力・判断力・表現力」をつける社会
科授業デザイン小学校編』明治図書 2009.3 pp.72‐81
38 わたしたちの生活と情報 開浩和
開浩和『社会科の指導計画作成と授業づくり』明治図書
2009.2 pp.124・125
39 情報と社会 鈴木重仁
岩田一彦編著『小学校社会科学習課題の提案と授業設計』
明治図書 2009。 pp.113・9
40 情報化した社会の様子 伊東冨士雄
伊東冨士雄『小学校社会科『新教材』授業設計プラン』明治
図書 2009.9
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(4)分析結果
前項で示した授業分析フレー ムワークを用いて行った,先行授業実践の分析結果をまと
めたものが,次の表Ⅱ‐1‐3(「小学校社会科『情報単元』の先行授業分析」)である。
41
テレビ放送とニュース番
組
山本稔
長谷川康男『必備 !社会科の定番授業小学校 5年』学事出
版 2010.3 pp.94・97              ‐
42
情報とテレビコマーシャ
ル
山本稔
長谷川康男『必備 !社会科の定番授業小学校 5年』学事出
版 2010.3 pp.98‐101
43 情報を生かす 佐藤勝久
長谷川康男『必備 !社会科の定番授業小学校 5年』学事出
月反 2010.3 pp.102・105
44
情報化した社会と私たち
の生活
越川多佳美
松岡晴子
長谷川康男『必備 !社会科の定番授業/1N学校 5年』学事出
版 2010.3 pp.106‐109
45
ネットワー ク社会と私たち
の暮らし
長谷川康男
長谷川康男『必備 !社会科の定番授業小学校 5年』学事出
版 2010.3 pp.110‐113
46 メディアによる風評被害 松岡靖
社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第 22号
2010 pp.131‐140
47
情報と社会～その情報
は正しいのか?～
本田博
米田豊編著『「習得・活用・探究」の社会科授業&評価問
題プラン 小学校編』明治図書 2011.6 pp.100‐105
48 情報と私たちのくらし 吉元輝幸
歴史教育者協議会編『明日の授業に使える小学校社会科 5
年生』大月書店 2011.7 pp.109・124
表Ⅱ-1-3 ′1ヽ学校社会科「情報単元」の先行授業分析
臨 単元名
意志決定場面
の設定
細案 価値の対立
ドキュメンタリー を追う ×
2 テレフォンショッピング ×
3 放送とわたしたちのくらし ×
4 新聞とわたしたちの生活 ×
5 わが国の通信業にたずさわる人々 ×
6 わが国の通信業にたずさわる人々 ×
7 わが国の通信業にたずさわる人々 ×
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8 テレビ放送がとどくまで ×
9 日本の通信業 ×
10 テレビCMをつくろう ×
?
? 新聞社で働く人々を調べる ×
12 放送局で働く人々を調べる ×
13 くらしをゆたかにする電信電話を調べる ×
14 くらしの中の情報を調べる ×
15 発信 :こちら警固つ子放送局 ×
16 放送局の仕事とわたしたち ×
17 情報とわたしたちのくらし ×
18 放送局で働く人々 ×
19 情報をくらしに生かす ×
20 わたしたちのくらしと情報 ×
21 放送局で働く人々 ×
22 私たちの生活と情報 ○ × ○
23 テレビ。新聞の秘密探検隊 ×
24 テレビの広報番組は必要か? ○ ○ ○
25 放送局の仕事 ×
26 新聞社の仕事 ×
27 身の周りの情報とその活用 × /
28 放送局のはたらき ×
29 わたしたちのくらしと情報 ×
30 わたしたちの生活と情報 ×
?
? わたしたちの生活と情報 ×
32 私たちの生活と情報 ×
33 わたしたちのくらしと情報産業 ×
34 クー ポン誌,誰が得する? ×
35 情報化した社会と私たちのくらし ×
36 新しい情報～地上デジタル放送の開発～ ×
37 情報科社会のひみつ～ハイヒ゛シ゛ョン放送の情報は?～ ×
38 わたしたちの生活と情報 ×
47
39 情報と社会 ×
40 情報化した社会の様子 ×
41 テレビ放送とニュース番組 ×
42 情報とテレビコマーシャル ×
43 情報を生かす ×
44 情報化した社会と私たちの生活 ×
45ネットワー ク社会と私たちの暮らし ○ ○ ○
46 メディアによる風評被害 ○ ○ ○
47 情報と社会～その情報は正しいのか?～ ×
48 情報と私たちのくらし ×
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小学校社会科「情報単元」の先行授業の分析において明らかになったのは,次の二点で
ある。
① 意志決定場面が単元の中に設定されているのは,48事例中4事例であつた。
② 意志決定場面が単元の中に設定され,その細案も示されているのは,48事例中3事
例であつた。
分析の結果,小学校社会科 「情報単元」では,意志決定学習がほとんど行われていない
ことが明らかとなった。                 、         「
また,単元の最後に,「今後どのように情報を活用していけば良いか」と子どもに情報活
用を考えさせる場面を設定している事例が多くみられた。この問いは,子どもに意志決定
させる問いであると捉えることもできる。しかし,この問いに対する答えは,事実に反し
ていなければすべて正しいものであり, どれか一つを選択しなければならないものではな
い。そのため,価値観に違いがあっても対立は起こらず,最も合理的な手段,方法を選択,
決定する学習に至らない。あくまでも,これまで習得してきた知識の確認が行われる活動
である。
本研究では,意志決定を,「価値観の違いによつて解決策が分かれる社会的論争問題に対
して,目的, 日標を達成するために最も合理的な手段,方法を選択,決定する活動」と定
義しているため,「今後どのように情報を活用していけば良いか」といった問いは,意志決
定に含まないこととした。
意志決定場面があり,その細案も示されていた3事例の分析結果は,次のとおりである。
(この事例の事実の分析的検討については,第Ⅲ章で詳しく分析する。)
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分析No.24
分析対象
No.
単元名 テレビの広報番組は必要か?
授業者 鴛原進
出典
棚橋健治『“情報化社会"をめぐる論点・争点と授業づくり』明
治図書 2005.5 pp。115‐186
事例 □新聞 ■テレビ ロインターネット ( )
意志決定場面の設定 ■あり □なし
意志決定場面の細案 ■あり □なし
意志決定場面の問い 広報番組は本当に必要なのか。
価値の対立 ■あり □なし
考察 受信料で番組を制作しているNHKと,スポンサーにより番
組を制作している民間放送それぞれの長所,短所を理解した上
で,「テレビの広報番組は本当に必要なのか」という問いに対
して意志決定することを求める学習である。価値の対立する問
いが設定されており,意志決定学習であるということができ
る。
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分析No.45
分析対象
No.
単元名 ネットワーク社会と私たちの暮らし
授業者 長谷川康男
出典
長谷川康男編著『必備 !社会科の定番授業小学校5年』学事出
版  2010。3 pp.110‐113
事例 □新聞 ■テレビ ■インターネット (医療ネットワーク)
意志決定場面の設定 ■あり □なし
意志決定場面の細案 ■あり □なし
意志決定場面の問い 医療ネットワークがちゃんとはたらいていないのはなぜか。う
まくはたらくにはどうしたらよいか。
価値の対立 ■あり □なし
考察 「医療ネットワークがちゃんとはたらかないのはなぜか。」
という問いを設定し,医療ネットワークの問題点を明らかにし
ている。その上で,「うまくはたらくためにはどうしたらよい
か。」という意志決定させる問いを設定している。
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分析No,46
分析対象
NO.
単元名 メディアによる風評被害
授業者 松岡靖
出典
社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第22号 2010
pp.131‐140
事例 ■新聞 ■テレビ  ロインターネット ( )
意志決定場面の設定 ■あり □なし
意志決定場面の細案 ■あり □なし
意志決定場面の問い 風評被害をなくすことができますか。できるなら,どの段階で
どのようにしたらいいですか。また,できないなら,湯沢に観
光客を呼び戻す対策をメディアを用いて制作しよう。
価値の対立 ■あり □なし
考察 新潟県中越地震で風評被害を受けた湯沢に「観光客を呼び戻
すためにはどうすればよいか」という意志決定させる問いを設
定している。
?
?
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本節で述べてきたことから,社会科教育における「意志決定」学習の課題を整理すると,
次のようになる。
1 事実の分析的検討において,子どもがどのような思考を行えば合理的意志決定となるか
という構造が明らかにされていない。
2 小学校社会科「情報単元」で,価値対立のおこる論争問題を取り上げた「意志決定」学
習が行われていない。
これらの課題を克服するため,次節において,意志決定場面における事実の分析的検討
の構造を明らかにする。そして,その構造を組み込んだ小学校社会科「情報単元」の授業
開発を,第Ⅳ章(「社会認識形成を意図した小学校社会科『情報単元』の授業構成」),第V
章 (「合理的意志決定能力の育成を意図した小学校社会科『情報単元』の授業構成」)で行
う。
【引用。参考文献】
①岩田一彦『社会科固有の授業理論30の提言』明治図書 2001.10
②小原友行「社会科でこそ育成する『思考力0判断力 0表現力』小原友行編著『「思考力 0
判断力・表現力」をつける社会科授業デザイン 小学校編』明治図書 2009.3 pp。7‐13
③小原友行「社会科における意思決定」社会認識教育学会編『社会科教育学ハンドブック
ー新しい視座への基礎知識一』明治図書 1994.2 pp.167‐176
④米田豊「『習得 。活用・探究』の社会科授業づくりと評価問題」米田豊編著『「習得・活
用。探究」の社会科授業&評価問題プラン 小学校編』明治図書 2011.6 pp.7‐21
⑤小原友行「合理的意思決定」日本社会科教育学会編『社会科教育事典』ぎょうせい 2012.6
pp.14‐15
⑥伊藤毅志 。安西祐一郎「問題解決の過程」市川伸一編『認知心理学4 思考』東京大学出
版会  1996。2 pp。107‐131
⑦安西祐一郎『問題解決の心理学』中公新書 1985.3
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第2節 意志決定場面における事実の分析的検討の理念型
本節では,認知心理学や教育哲学の研究成果をもとに,意志決定場面における事実の分
析的検討の理念型を明らかにする。
1 事実の分析的検討の理念型の構造
事実の分析的検討の過程を,「(1)問題表現と問題理解」「(2)解決策の提案」「(3)解決策の
吟味」「(41解決策の再構成」「(5)解決策の選択」とし,それぞれの過程で行われる思考につ
いて論じていく。
(1)問題表現と問題理解
「意志決定」とは,問題を解決するために考えられる手段,方法の中から最も合理的な
ものを選択,決定する活動であった。本項では,問題解決の際にまず行われる問題理解に
ついて,問題表現との関係を踏まえて論じていく。
鈴木宏昭は問題解決について,次のように述べている。
これらの多種多様な問題に共通することは何であろうか。それはまずゴー ル(目標)となる状態があ
るということ,そして現在の状態はゴー ルとは異なつているということである。このように考えると,
問題の解決とは現在の状態をゴー ルと一致させるということになる。①,p.31)
このように,問題解決とは, 目指すべきゴール (目標)となる状態と,現在の状態を一
致させるための方略をみつけることである。また,伊藤毅志と安西祐二郎は,問題角卒決に
ついて次のように述べている。
このように考えると,問題解決の過程では「問題表現を変換させていき,解決に適した表現を導き
だす過程」がきわめて重要であるといえる。すなわち,問題解決者にとって理解しやすい(あるいは,
処理しやすい)表現に問題を変換させることが,問題解決では非常に重要な意味を持つているといえる。
② ,p.110
このように,伊藤と安西は,問題解決の過程では,問題表現を問題解決者にとつて理解
しやすい表現に変換させることが重要であるとしている。また,問題表現について,安西
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は次のように述べている。
さて, 日標については考えてきたけれども,問題を解くには, 日標だけでなく,現在の状態,ある
いは少し広く言うと,いま自分の抱えている問題自体が何かということを理解しなくてはならない。
つまり,どう手をつけていいかわからない現在の状況を,何らかのかたちで問題として表現しなくて
はならない。(③,p.141)
つまり,問題解決のためには,目指すべきゴール (目標)とともに,日標に到達していな
い現在の状況の中で,自分の抱えている問題自体が何かとい うことを,問題 として表現す
ることが必要なのである。また,安西は次のようにも述べている。
あるできごとや情報を問題として表現するというのは,大ざつぱに言えば,その情報から, 日標や
手段や現在の状態を,できる限り適切に一つまり,そうして得られる問題が自分にとつてできるだけ
うまく解けるように一引き出すことだと言つてよい。(③,p.14の
安西は,問題として表現するというのは,自分にとってうまく解けるように,日標や手
段や現在の状態から問題を引き出すことであるとしている。また,安西は次のようにも述
べている。
ある問題を適切に表現できるためには,その問題の領域についての知識が必要である。しかし,そ
の知識は問題領域一たとえば物理とか金融とか―に深く関係しているので,知識を得るには,その問
題領域での問題解決の経験がたくさん必要になる。つまり,関連した問題を解くことを通して,その
問題領域についての知識を得ること,それが,問題を解くために最も適切な表現をつくりだすことヘ
の近道なのである。(③,p.148)
問題を適切に表現するためには,その問題の領域についての知識が必要であり、その知識
を得るためには,関連した問題を解く経験をすることが必要なのである。社会科でいえば,
「探究 I」 の学習過程で,「探究Ⅱ」に関連する問題解決の経験をさせておくことにつなが
る。米田は,「探究Ⅱ」の授業構成理論を,図Ⅱ‐2‐1のようにまとめている。
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招諄tエ
新たな社曇書無ヘ
鋤面 曇無武■都
Ll母発見,探究
探究1で習待した知獣=理念場置
霧究Iで雪得した知識・綴急装置
攘究Iで習得 したま口熟 姜概念装置
図Ⅱ-2-1 探究Ⅱの授業構成理論(④,p.16)
米田は,「探究Ⅱ」を「新たな社会事象への応用 。深まつた問いの発見,探究」と「価値
分析,未来予測」の過程に分け,それぞれの「学習課題の発見 0把握」と「論争問題の発
見。把握」の段階で,「探究 I」 で習得した知識,概念装置を活用するとしている。つまり,
「探究 I」 で関連した問題を解き,そこで習得した知識を活用して,「探究Ⅱ」の「新たな
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社会事象への応用・深まった問いの発見」における学習課題,「価値分析・未来予測」にお
ける論争問題を表現することが重要なのである。
また,波多野誼余夫は次のように述べている。
もうひとつ,与えられた問題を,すでにもつている手続きを使つて解けるような形に表象する,と
いうことも,やはり知識の働きと考えられる。「さつばり味の鰻丼をつくる」という問題を,「できる
だけさっばりした味にするにはウナギのどの部分を使えばよいか」とか,「普通のたれ以外のものを
使うことによつて味をさつばりさせることはできないか」といった形に書き換えるのである。それに
よって一一ただしその書き換え方が適切であればの話だが一一,解を見出すことがおおいに容易にな
ることは想像にかたくない。(⑤,p.140
問題表現を,すでにもつている知識を使って解けるような形に変換できれば,解決策を
見出すことは容易になる。
このように,問題解決では,まず目指すべきゴール (目標)と現在の自分が抱えている
状況を,その領域についての知識を活用して明らかにし,問題として表現することが必要
なのである。
(2)解決策の提案
「(1)問題表現と問題理解」で,問題を解法に適した表現に変換することの重要性につい
て述べてきた。問題表現を変換することによつて問題を理解すれば,次には,その問題の
解決策を考えなければならない。安西は次のように述べている。
前の章で言つたように,問題をあるかたちに表現するのは問題解決にとつてきわめて大切だけれど
も,表現したからといって問題が解けたわけではない。満足のいく解を見出さなくてはならない。こ
の,解を求めるプロセスにおいて働く最も基本的な機能は,「探索」である。あとで示すように,解
を探索する能力は,因果的思考の能力および目標を扱う能力と並んで,問題解決者としての私たちが
持つている最も基本的な能力である。(③,p.157)
この 「探索」の方法に,「類推」がある。「類推」について,鈴木は次のように述べてい
る。
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類推とは以前に経験したことがら (ベー スドメインと呼ばれる)を現在直面していることがら,あ
るいは問題 (ターゲットメインと呼ばれる)に当てはめる (写像する)ことである。すなわち,過去
の経験を制約として利用して,未知のものについての学習,推論を行なうことである。⑥ ,p.150
この「当てはめ (写像)」 を行 うためには,問題 (ター ゲットメイン)に類似している以
前に経験したことがら (ベー スドメイン)を想起しなければならない。ここで,想起する
ための類似点となるのが,因果関係における「結果」である。因果関係と問題解決との関
係について,安西は次のように述べている。
これまで,私たちが「なぜ」に問いを無意識のうちに問いながら,ものごとを一貫した因果関係に
よつて理解しようとすること,また,それが私たちの問題解決に深く関係していることを言つてきた。
ごく大ざっばに言つて,因果関係における「原因」が,問題を解くための「手段」に対応しているか
ら,因果関係の知識を持っていれば,新しい問題を解くための手段を見つけられる可能性が大きくな
るわけだ。(③,p.121)
これまでに習得した知識から,同じ「結果 (目指すべきゴール)」 となる事象を抽出する。
ここで,抽出した知識における「原因」は,問題を解くための「手段」と対応する。そう
して,現在直面している問題の解決策となる「手段」を,同じ「結果 (目指すべきゴール)」
となる事象の「原因」の中から導き出すのである。この過程を図示すると,図Ⅱ‐2・2のよ
うになる。
現在直面している問題 習得している因果関係A
↓
繰 A
|
↓
帽指す更誓琶つい
図Ⅱ-2-2 類推における習得した知識と解決策の関係
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このように,「類推」によつて,基底となる事例から解決策を導き出すことができる。「探
究Ⅱ」の意志決定の場面での基底 となる事例は,「探究 I」 の過程で習得される説明的知識
である。 しかし,基底となる事例は,「探究 I」 で習得された説明的知識 とは限らない。安
西は次のように述べている。
自分自身の経験に基づいてかたちづくられるイメージは,実感として理解しやすいし,抽象的な思
索に比べて,ごく短い時間のうちに心に思い浮かべることができる。だから,それが合理的な決定方
法かどうかは別として,特に時間の切迫した状況では,私たちは自分自身のあのときのできごと,あ
のような経験を,イメージとして心に浮かべ,問題解決の際の根拠としてよく利用するのである。
、 (③,p.67)
問題解決の際には,授業で習得した知識だけでなく,子どもが生活経験の中で獲得 した
知識も活用されることとなる。
(3)解決策の吟味
「類推」によつて,解決策の提案をすることができる。しかし,この解決策が最善のも
のであるかどうかは分からない。そこで,この解決策が最善のものかどうかを「吟味」す
る必要がある。岩崎武雄は次のように述べている:
(前略:戸田)批判的精神は決して否定のための否定ではありません。それは絶えずあらゆる意見に
疑いを持ちながら,冷静にそれを検討し,多くの意見の中から取るべきは取り,否定すべきは否定し
て,正しい考え方をしていこうとする態度です。それは否定のための否定ではなく,むしろ肯定のた
めの否定だということもできるかもしれません。疑いつつも,すべての意見から学ぼうとする謙虚な
態度なのです。単にすべてを否定しようとする態度とはそこに大きな相違が存することを注意しなけ
ればなりません。(⑦,pp.28‐9
事実の分析的検討における「吟味」とは,否定のために行われるのではなく,本当に最
善の解決策かと疑いをもちながら,冷静に検討することなのである。そこで,この解決策
を「分析」することが必要となる。波頭亮は「分析」について,次のように述べている。
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「分析」という言葉は,いずれの文字も「分ける」という意味である。「分」は「分ける」ことそ
のものであり,「析」も “木を引き裂く"が語源で,その意味は「裂いて部分に分ける」ことである。
このように「分析」に主要概念は「分ける」ことにある。③,p.15"
つまり「分析」とは,一義的には「要素に分けること」であり,実際の行為としては「収集した情
報を要素に分ける作業を通して,目的に合致した意味合いを得ること」と理解すればよい。(③,p.153)
つまり,実際の分析作業においては「要素に分ける」という分析の本質的作業の前に,まず何を分
かるために分析するのかという「分析目的」が存在し,またその次に,要素に分ける対象となる分析
対象に関する「情報」が収集されなければならない。さらに,分析によつて “要素に分け尽くす"だ
けでは分析目的が達成されたことにはならず,“分けて分かつた"ことの中から分析目的を満たす「意
味合い」を得ることができてはじめて,分析の成果が得られたことになるのだ。⑥ ,pp.154・155)
波頭は,「分析」とは「要素に分けること」であり,要素に分けることによつて,「目的
に合致した意味合いを得ること」であるとしている。問題解決における目的とは, 目指す
べきゴール (目標)である。つまり,提案した解決策を,「要素に分ける」ことによつて,
その解決策が目的 (現状を目標に一致させること)に合致した意味合いを得ることができ
るかどうかを「吟味」するのである。
そこで,まず解決策を要素に分け,それぞれの要素がその解決策を選択することによつ
てどうなるかの未来予測を行う。この過程を図示すると,図Ⅱ‐2‐3のようになる。
[憂区困≡∃を選択すると,要素aは,匠来予波I∃となる。→ (目指すべきゴール〕
1解決策AIを選択すると, 要素b〔ま, 国 となる。
「
雨萩孫百列を選択すると, 要素cは,歴≡ ≡回亘 ]とな乙
解決策Aを選択すると,匿繁ヨ は,未未予測mとなる。
図Ⅱ…2-3 「分析」による解決策の要素ごとの未来予測
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このように,「分析」によって角早決策の未来予測を行えば,次には,他の解決策との「比
較」をしなければならない。この「比較」の際に対象となるのが,解決策の未来予測であ
る。つまり,解決策同士の未来予測を「比較」することによつて,それぞれの解決策の利
点,問題点を明確にしていくのである。この過程を図示すると,図Ⅱ‐2‐4のようになる。
図Ⅱ-2-4 解決策の要素ごとの未来予測の比較
このように,解決策の要素ごとの未来予測を「比較」することによつて,それぞれの解
決策の利点,問題点を明確にしてきた。この過程で行われた要素ごとの「比較」は,「要素
○については,解決策○の方が利点がある」といつたように,事実についての判断であり,
価値半J断ではない。岩崎は判断について,次のように述べている。
もう一つわれわれが混同してしまいがちな異種の判断として事実についての判断と価値について
の判断があります。この二つの判断が本来全く異なつたものであることはいうまでもないことでしょ
う。事実判断は「～がある」,または「～である」という判断です。それは対象が事実いかにあるか
ということについての判断です。これに対して価値判断は「～であるべきである」,または「～すべ
きである」という判断です。それは決して事実についての判断ではなく,いわば理想についての判断
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です。われわれがいくら正しい事実判断を行なっても,そこから価値判断を導いてくることはできま
せん。むしろ価値判断,あるいは一般的なことばを用いれば理想についての判断は,事実存在してい
ないことがらについての判断であるといわねばなりません。なぜなら理想とは実現さるべきものであ
つて,すでに実現されているものではないからです。もとより現実の状態が理想と合致しているとい
うことは理論的にはありえますが,それにしても理想とは元来現実に対するものです。それは実現さ
れていないことを本質とするといえるでしょう。事実判断から価値判断が導けないことは当然のこと
といわねばなりません。
ところがこのように本質的に異なつていることが明らかな二種類の判断をわれわれはしばしば混
同して,「～である」ということから「～であるべきであるJということをただちに導こうとする傾
向があるのではないかと思うのです。(⑦,pp.93‐の
このように,判断には,価値半1断と事実半J断がある。これまでの過程で行つてきたのは,
価値半J断ではなく,事実判断である。同じ要素であれば,「こちらの解決策の方が最善であ
る」という判断を行うことができる。また,宇佐美寛は,事実判断と価値判断について,
次のように述べている。
重要なことは,これらの答えが価値判断ではなくて,事実判断だということである。つまり,ある
価値判断の理由づけは,ある範囲までは事実判断のつみ重ねによつてなされるのである。その範囲を
過ぎると,さきに述べたような最終的な根拠づけが行なわれる。この根拠づけのところだけに注意し
てみていると,「ひとの金をとる」のがなぜ悪いかについての判断が全くの「価値判断Jであるよう
に誤解されてしまうのである。◎ ,p.17"
実際に行なわれている道徳判断は,多くの事実判断を証拠とし,それらに支えられて行なわれてい
る。ふつう価値の問題だとみなされていることは,かなりの程度までは,事実の問題なのである。例
えば,「車内でたばこを吸うのはよくない。」という命題は,分析して,その理由を求めると,最終的
には,「ひとは生きている方が,死んでいるよりも,その人自身にとつて,よい。」「ひとが, 自分の
生を欲するように,他人の生をも欲するのは,よいことである。」といつたごくわずかの一般的価値
判断命題が,事実判断による理由づけが不可能なものとして残るのみなのである。(逆に言うと,こ
のような少数の価値判断命題だけが前提されているのである。)たばこの煙が人体にどんな害を与え,
死期をどれくらい早めるかは単に事実判断の問題である。(⑨,pp.172・173)
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このように,価値判断をさせる際に注意すべき点は,価値の問題だとみなされているこ
とは,かなりの程度までは事実の問題だということである。価値判断をさせる前に,解決
策の「吟味」の過程において,角卒決策の要素ごとに未来予測をし,その未来予測を対象と
して他の解決策との「比較」を行 う。その結果,それぞれの要素についてどちらの解決策
の方が最善かの事実判断を行 うことが必要なのである。
(4)解決策の再構成
しかし,すべての要素において,一方の解決策が有益であることは,現実的にはあり得
ない。ある要素ではこちらが有益で,違う要素ではあちらが有益という面が出てくる。こ
のように,「必ずこちらの解決策が最善である。」といえないからこそ,論争問題となるの
である。そこで,提案した解決策をより最善のものへ再構成することが必要になる。安西
は次のように述べている。
私たちが新しい目的に向かおうとするとき,その目的を果たすために,記憶されている情報をその
まま引き出せばそれですむというようなことは,ほとんどありえない。記憶されている情報の必要な
部分を統合したり,再構成して利用できるようにするメカニズムが,どうしても必要になる。(③,p.48)
さて,記憶されている膨大な量の経験は,どれも新しい問題の解決のために利用される可能性を秘
めている。しかし,問題解決のために意識的に利用できる情報の量というのは,実はそれほど多いと
は言えない。なぜなら,人間が一時的に注意を向けられる情報の量には限りがあるからである。しか
し,それにもかかわらず,人間は記憶された膨大な量の経験を,新しい問題に出会うたびに再構成し
て利用することができる。
これが可能となるためには,問題を解くプロセスの背後に,先に見てきたような, 日標に適応しな
がら自動的に働く,記憶の再構成メカニズムを想定せざるを得ない。このようなメカニズムが,問題
を意識的に考えるプロセスの裏で働くことによつてはじめて,人間は,新しい問題に対しても,自分
の経験を最大限に利用することができるのだ。③ ,pp.57‐581
例えば,要素aにおいては,解決策Aの方が有益であり,要素bにおいては,解決策B
の方が有益であつたとする。そのときは,解決策Aに,解決策Bの要素bを「統合」する
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ことができないか。または,解決策Bに,解決策Aの要素aを「統合」することができな
いかを考える。別の方法としては,解決策Aに,要素aを有益にするような方法を,過去
に習得した知識から「統合」することによつて,新たな解決策を考える。つまり,解決策
を「統合」によつて再構成して,より利点が多く,問題点の少ない新たな解決策を提案す
るのである。この過程を図示すると,図Ⅱ‐2‐5のようになる。
解決策A
□回…□
田
:   l
:   ;
L…… :
習得し■ るヽ知識
回
fヨ
「統合1によって報 成された解決策A2
回回□∵…回
含葉
]旱
図Ⅱ-2-5 「統合」による解決策の再構成
それでは,二者択一の問題で,選択肢 (手段)力｀決まっている場合には, どうすればよ
いか。岩田一彦は次のように述べている。
社会的な論争問題は,賛成か反対かの二者択一ではなく,多くの選択肢があること,留保条件をつ
けた判断が一般的であることの認識形成が重要なのである。(⑩,p.67)
現実の社会は,純粋な原因 。結果の関係の中で動いているわけではなく,種々 の妥協の中で動いて
いる。「～の条件が受け入れられるならば,～の決定をする」,「コスト負担が～までならば,～の決
定をする」といつた条件検討の中で動いている。現実の社会がこのような動きをしているのだから,
社会科授業における価値判断場面では,留保条件つき判断の授業を展開するべきであろう。(⑩,p.681
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二者択一の場合でも,一方の選択肢が,すべての要素において有益であることは現実に
はない。そこで岩田は,留保条件つき判断をさせることが重要であると述べている。留保
条件とは,「～の条件が受け入れられるならば」というように,一方の解決策に新たな条件
を「統合」することである。このように,二者択一の場合でも,解決策を「統合」するこ
とによつて,再構成させることが,必要なのである。
(5)解決策の選択 (価値判断 口意志決定)
これまで,価値判断はある程度までは事実判断の積み重ねであると述べてきた。もちろ
ん,意志決定は事実判断だけでできるものではない。岩崎は次のようにも述べている。
、 現実の対象は多くの側面を持ち,また多くの事柄との連関において成り立っていることはいうまで
もありません。それゆえ一つの対象についていろいろの観点から多くの正しい判断が成立します。も
しも対象のあらゆる面について判断しようとするならば,われわれは無数の判断を行なわねばならな
いでしょう。しかしこれは現実には不可能なことです。したがつてわれわれは通常対象について,そ
のある側面のみに注目して判断を下すということになります。こういう判断は,それが対象について
あてはまるかぎり,正しいものであることはいうまでもありません。しかしそれはいくら正しくても,
一つの限られた観点から対象についての判断を下しているのですから,その対象について成立する唯
一の判断ではありません。その対象については他の多くの判断が成立するのです。ところがこの点に
ついてわれわれは時に誤りを犯してしまうことがあるのではないかと思われます。われわれはある一
つの観点から下された判断と,同じ対象について他の異なった観点から下された判断との間の本質的
相違を忘れて,自分の下した判断のみに固執するという傾向があるのではないでしょうか。そのよう
な態度を取るとき,われわれはただちに誤りにおちいつてしまうことになります。(⑦,pp,78‐9)
解決策には,多くの要素がある。そのすべてを抽出し,他の解決策と「比較」すること
は不可能である。つまり,一つの事実判断は,その解決策の要素の一部に対する判断でし
かないのである。当然,他の要素で比較すれば,違う結果も生まれてくる。それでは,ど
うやらて意志決定すればよいのか。そこで必要なのが,「価値」の設定である。田淵五十生
は価値について,次のように述べている。
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価値とは,「よい」と認められる性質で,われわれは,常に対象に対して,好悪,善悪,美醜など
の評価を行なつている。そのとき,どのような性質を「よい」と判断するか,価値について統一的な
見方や考え方を持っている。それを,ふつう価値観と呼んでいる。本来,価値は多元的であり,何を
大切に考えるかは個人によつて異なっている。また,社会や民族によつて価値観も異なつている。
(⑪,p.7り
事実判断をつみ重ねていけば,ある程度まではどの解決策が最善かを絞り込むことがで
きる。しかし, どうしても「比較」できない要素が出てくる。このとき,何を「価値」と
して重視するかを設定するのである。この「価値」は,問題表現の段階で設定されている
場合もある。しかし,社会的論争問題では,何を「価値」とするかによつて,解決策の選
択が変わってくる。この事実判断では求めることができない判断が,価値半J断である。
田淵が述べているように,「価値」は多元的であり,何を大切にするかは個人によって異
なる。岩田は,「価値」を定める際には,個人の「情意」が影響することもあるとして,次
のように述べている。
一時「わかつちゃいるけど止められない」という言葉が流行つたことがある。社会科授業が難しい
のは,理論10,11によつて,社会科授業の科学化を進めても,皆が同じような価値判断をするわけ
ではないことである。合理的に考えるとAと判断をするべきことはわかつている場合でも,あえて,
Bの判断をし,行動する場合がある。このBの判断を非合理的であるとの理由で拒絶するわけにはい
かない。個性的判断も認めていくのが社会科である。
その場合でも,合理的な判断の内容を十分知った上での,非合理的判断の選択が求められている。
闇雲の個性的判断は,ツト除されなければならない。よく悪口として言われる単細胞的判断ではなく,
意志決定の幅を広げていくための学習が必要である。この合理的意志決定の幅を広くしていくために
は,豊かな暗黙知 。教養の形成,人間理解の進展が必要である。(⑩,p.69)
個人の「情意」に影響を受けた「価値」だけに頼つた判断では,合理的意志決定とはい
えない。合理的意志決定とヽするためには,事実の分析的検討が重要である。事実の分析的
検討とは,これまでに述べてきた,「問題理解」晴翠決策の提案」晴子決策の吟味」賄子決策
の再構成」の過程である。その事実の分析的検討を踏まえて,最終的に,何を「価値」と
するかを設定し,価値判断することが,合理的意志決定である。
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2 事実の分析的検討の理念型
合理的意志決定における事実の分析的検討(「(1)問題表現と問題理解」「(2泊早決策の提案」
「③解決策の吟味」「④解決策の再構成」「⑤解決策の選択」)を図示すると,次のページ
の図Ⅱ‐216(「意志決定場面における事実の分析的検討の理念型」)のようになる。
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第Ⅲ章 社会科における「意志決定」を意図 した先行授業実践の分析
本章では,前章までの意志決定場面における事実の分析的検討の構造についての研究成
果を踏まえ,社会科先行授業実践を分析,検討する。第 1節では,先行授業実践を分析す
るための視点を明らかにし,分析フレー ムワークを示す。第 2節では,授業分析フレー ム
ワークを用いて,先行授業実践を分析して得られた結果を考察する。
第1節 分析フレー ムワークの設定                        '
第Ⅱ章第1節で論じてきたように,意志決定学習には,「どちらの選択肢が最善か」を選
ぶ「選択型」と,「どうしていけば良いか」を提案する「提案型」の二種類があつた。本節
では,これまでの意志決定場面における事実の分析的検討の構造についての研究成果にも
とづいて,先行授業実践を分析するための視点を提示し,分析の視点をもとにした分析フ
レー ムワークを示す。
1 分析の観点
本項では,社会科における「意志決定」学習の授業分析フレームワークを作成する。
(1)「問題表現と問題理解」
「意志決定」をさせるためには,まず子どもが問題理解をしなければならない。問題理
解とは,目指すべきゴール (目標)と現在の状況 (問題点)を明らかにすることであつた。
また,問題表現を,すでにもつている知識を使つて解けるような形に変換できれば,解決
策を見出すことを容易にすることができる。
そこで,「問題表現」が,「探究 I」 で習得した知識を活用して考えることができるよう
になっているかを分析する。そして, 目指すべきゴール (結果)と現在の状況 (問題点)
が明らかにされているかを分析する。
ただし,論争問題では, 目指すべきゴール (結果)が明らかにできない場合もある。例
えば,原発問題の目指すべきゴールは,何を大切にするかの「価値」に関わつてくる。こ
のように, 目指すべきゴール (結果)が明らかにできない論争問題では,最終的な判断の
際に,基準となる「価値」を明確にさせることが特に重要となる。
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(2)「解決策の提案」
問題が理解できれば,次に「解決策の提案」が行われる。そこで,論争問題に対して解
決策がどのようにして提案されているかを分析する。解決策は,すでにもつている知識を
基底とした「類推」によつて提案される。そこで,この「類推」の際に,現在直面してい
る問題に類似した,習得している因果関係の「当てはめ」によつて導き出しているかを分
析する。ただし,「選択型」においては,はじめから解決策が設定されているため,「解決
策の提案」は行われない。
また,活用された知識が,「探究 I」 で習得された知識か,子どもの生活経験による知識
かを分析する。
(3)「解決策の吟味」
「解決策の吟味」では,まず解決策の「分析」を行う。解決策の「分析」によらて,変
化が生じる解決策の要素を明らかにする。そして,それぞれの要素が,その解決策を選択
することによつてどう変化するかを未来予測する。
一つの解決策の要素ごとの未来予測が終われば,次に,他の解決策との「比較」を行う。
解決策同士の「比較」から,それぞれの解決策の利点,問題点を,事実判断を行い明らか
にしていく。この過程の中で,それぞれの解決策の「価値」の明確化を行う。
ここでは,「分析」によつて,解決策の要素が明らかにされ,それぞれの未来予測が行わ
れているかを分析する。さらに,解決策同士の「比較」によつて,それぞれの解決策の利
点,問題点を明らかにし,「価値」の明確化が行われているかを分析する。
(4)「解決策の再構成」
論争問題では,一つの解決策がすべての要素において有益であることは,現実的にはあ
り得ない。そこで,解決策に有益な要素を「統合」することによつて,解決策の再構成を
行うことが必要となる。
そこで,最終的な意志決定を行う前に,それぞれの解決策について,「統合」による再構
成が行われているかを分析する。また,「選択型」意志決定では,「統合」によつて,解決
策に留保条件がつけられているかを分析する。
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(5)「解決策の選択」
「解決策の選択」は,最終的な意志決定である。ここでは,最終的な意志決定の際に,
何を「価値」として判断するかを明確にしているかどうかを分析する。
2 授業分析フレー ムワーク
これまで論じたことをもとに,意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレ
ームワーク(表Ⅲ‐1‐1)を作成した。次のページに示す。
?
?
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表Ⅲ-1-1 意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク
【分析対象】
単元名 授業者
出典
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
意志決定の類型 □提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 □ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     □ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    □ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 □ある   □ない
【考察】
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3 分析対象
本研究の目的から,分析対象として取り上げる実践を,次の要件を満たした 34事例と
した。
【分析対象として取り上げた要件】
(1)「意志決定力」の育成を目的としている小学校の実践,もしくは論争問題に対して「意
志決定」させる問いを設定している小学校の実践であること。
(2)「意志決定」場面の本時案1もしくは「意志決定」場面での活動の実際が明示されてい
る実践であること。
上記要件を満たした34事例を,次の表Ⅲ‐1‐2(「分析対象授業一覧」)にまとめた。'
表Ⅲ-1…2 分析対象授業一覧
貼
?
?
?
単元名
(授業名)
授業者
(執筆者)
出典
1
「上関町原発建設問題」を
考える
吉田嗣教
全国社会科教育学会『社会科研究』第 49号1998
pp.41‐50
2 4 雪国のくらし
猪瀬武則
相馬昌久
『弘前大学教育学部研究紀要クロスロー ド』第8号
2004.3 pp.9・18
鉄作りと私たちの生活 高間裕策
岩田一彦編著『“エネルギー問題"をめぐる論点・争点
と授業づくり』明治図書 2005.2 pp.166‐179
4 6 首相公選制は是か非か 菊地八穂子
片上宗二編著『“民主政治"をめぐる論点。争点と授業
づくり』明治図書 2005.5 pp.93・104
5
テレビの広報番組は必要
か?
鴛原進
棚橋健治編著『“情報化社会"をめぐる論点・争点と授
業づくり』明治図書 2005.5 pp.115・136
6 国境を越える公害 山下将人
木村博一編著『“グロー バル化"をめぐる論点。争点と
授業づくり』明治図書 2006.3 pp.67・81
6 自衛隊は違憲か合憲か 岡崎誠司
木村博一編著『“グロー バル化"をめぐる論点。争点と
授業づくり』明治図書 2006.3 pp.88・104
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8 6 世界の平和と日本の役害J 堀口俊雄
森分孝治編著『“戦争と平和"をめぐる論点。争点と授
業づくり』明治図書 2006.3 pp.105・120
9
エネルギー問題,このまま
でいいのか
丹後靖史
原田智仁『“国民的アイデンティティ"をめぐる論点。争
点と授業づくり』明治図書 2006.10 pp.119・130
10 6 平和を求める世界 松元伊知郎
原田智仁『“国民的アイデンティティ"をめぐる論点・争
点と授業づくり』明治図書 2006.10 pp.141・150
6
インドの人は牛の肉を食
べるべきか
上之園強
小原友行編著『論争問題を取り上げた国際理解学
習の開発』明治図書 2006.10 pp.74・88
12 6 捕鯨問題 尾崎美香
小原友行編著『論争問題を取り上げた国際理解学
習の開発』明治図書 2006.10 pp.89‐99
6 中野区の地域福祉 石原一則
全国社会科教育学会編著『小学校の‖優れた社会科
授業‖の条件』明治図書 2007.10 pp.135・141
14 諌早湾千拓問題 坂井満
全国社会科教育学会編著『小学校の“優れた社会科
授業いの条件』明治図書 2007.10 pp.142・148
環境を守る森林の働き 佐藤健
岩田一彦・米田豊編著『「言語力」をつける社会科授
業モデル小学校編』明治図書 2008.3 pp.121・127
16 6 わたしたちの生活と政治 秋田真
『弘前大学教育学部研究紀要クロスロ‐ド』第 12号
2008.3 pp.1‐10
4
ゴミの最終処分場建設間
題
山本友和
西條誠
日本社会科教育学会編『社会科授業力の開発小学
校編』明治図書 2008.7 pp.106‐123
18 わたしたちの生活と森林 鈴木宏紀
小原友行『「思考力・判断力・表現力」をつける社
会科授業デザイン小学校編』明治図書 2009,3
pp.94・104
19 6
わたしたちの願いを実現す
る政治
木村理恵
小原友行『「思考力・判断力・表現力」をつける社
会科授業デザイン小学校編』明治図書 2009.3
pp.137‐146
20
ネットワーク社会と私たち
の暮らし
長谷川康男
長谷川康男編著『必備 !社会科の定番授業小学校
5年』学事出版 2010.3 pp.110・113
21 メディアによる風評被害 松岡靖
社会系教科教育学会『 社会系教科教育学研究』第
22号 2010 pp.131・140
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22 生水の郷をまもるために 山内敏男
米国豊編著『「習得・活用 。探究」の社会科授業&
評価問題プラン小学校編』明治図書 2011.6
pp.70‐75
23
ものを作る仕事をする人～
こごめ大福のひみつ～
白石信子
折口慶行
堀谷援
『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東
京大会研究紀要 授業・授業提案編 第四会場台東
区立根岸小学校』2013.1l pp.30・38
24 5
情報化した社会とわたした
ちの生活
若林廣美
浦上動太
大島賢
『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東
京大会研究紀要 授業・授業提案編 第四会場台東
区立根岸小学校』2013.1l pp.47‐56
6
新しい日本,平和な日本 上間一蔵
木村薫
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 授業・授業提案編 第四会場
台東区立根岸小学校』2013.1l pp.57‐64
26
台東区を しょうかい しよ
り
白石信子
折口慶行
堀口援
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学
力吏』2013.1l pp.44‐59
27 4 ごみはどこへ行くの
恩田広樹
松村みゆき
熊野亜李沙
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学
tt』 2013.1l  pp.60・71
28 米作りの未来を考えよう
若林廣美
浦上動太
大島賢
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学
を
'』
 2013.1l  pp.72・85
29 6
今に伝わる室町文化を体
験しよう
上間一蔵
木村薫
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学
校』2013.1l  pp.86‐97
30
地域が支えるお祭りとわ
たしたち
坪根彩夏
中村征博
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 授業・授業提案編 第五会場
中央区立日本橋小学校』2013.1l pp.28‐35
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工業の今と未来
関澤里織
木庭宏明
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 授業・授業提案編 第二会場
中央区立日本橋小学校』2013.1l pp.44‐51
32 6
平和で豊かな暮らしをめ
ざして
目黒正光
中里恵美子
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 授業・授業提案編 第五会場
中央区立日本橋小学校』2013.11 わp.52‐61
4 ごみの処理と活用 吉田佳代
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 第二会場江東区立明治小学
を支』 2013.1l  pp.55‐66
34
米づくりのさかんな庄内
平野
服部香穂里
『第 51回全国小学校社会科研究協議会研究大会
東京大会研究紀要 第二会場江東区立明治小学
t毎』 2013.1l  pp.67‐76
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第2節 分析の結果と考察
本節では,第1節で設定した授業分析フレー ムワークを用いて分析した結果を示す。そ
して,先行授業実践の分析から明らかになった成果と課題を考察する。
1 分析の結果
第 1節で示した授業分析フレー ムワークを用いて行った,先行授業実践の分析結果をま
とめる。
(1)「問題表現と問題理解」
「問題表現と問題理解」について分析したものが,次の表Ⅲ‐2‐1(「『問題表現と問題理解』
の授業分析」)である。
表Ⅲ-2-1 「問題表現と問題理解」の授業分析
No.
?
?
? 単元名帳 業名) 類型
目指すべきゴール
(目標)の明確化
現在の状況(問題
点)の明確化
1 5 「上関町原発建設問題Jを考える 選択型 × ○
2 4 雪国のくらし 選択型 ○ ○
鉄作りと私たちの生活 提案型 × ○
4 6 首相公選制は是か非か 選択型 × ○
テレビの広報番組は必要か? 選択型 × ○
6 国境を越える公害 提案型 ○ ○
7 6 自衛隊は違憲か合憲か 選択型 × ○
8 6 世界の平和と日本の役割 提案型 × ○
9
エネルギー問題,このままでいい
のか
選択型 × ○
10 6 平和を求める世界 提案型 × ×
6
インドの人は牛の内を食べる
べきか
選択型 × ○
12 6 捕鯨問題 選択型 × ○
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6 中野区の地域福祉 選択型 ○ ×
14 諫早湾干拓問題 選択型 × ○
環境を守る森林の働き 選択型 ○ ○
16 6 わたしたちの生活と政治 選択型 × ○
4 ゴミの最終処分場建設問題 選択型 X ○
18 わたしたちの生活と森林 提案型 × ○
19
わたしたちの願いを実現する政
治
提案型 ○ ○
20
ネットワーク社会と私たちの暮ら
し
提案型 ○ ○
21 メディアによる風評被害 提案型 ○ ○
22 生水の郷をまもるために 選択型 × ○
23
ものを作る仕事をする人～こごめ
大福のひみつ～
提案型 × ×
24
情報イヒした社会とわたしたちの
生活
提案型 × ○
25 6 新しい日本,平和な日本ヘ 提案型 × ○
26 台東区をしょうかいしよう 提案型 ○ ○
27 4 ごみはどこへ行くの 提案型 ○ ○
28 5 米作りの未来を考えよう 提案型 × ○
29 6
今に伝わる室町文化を体験し
よう
提案型 ○ ○
30
地域が支えるお祭 りとわたし
たち
提案型 ○ ○
工業の今と未来 提案型 × ○
32 6
平和で豊かな暮 らしをめざし
て
提案型 × ○
ごみの処理と活用 提案型 × ○
34 米づくりのさかんな庄内平野 提案型 × ○
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「問題表現と問題理解」の分析において明らかになつたのは,次の三点である。
① 34事例中,「提案型」が20事例,「選択型」力｀14事例であつた。
② 目指すべきゴール(目標)の明確化がなされているのは,34事例中11事例であつた。
③ 現在の状況(問題点)の明確化がなされていないのは,34事例中3事例であつた。
「提案型」「選択型」ともに,目指すべきゴー ル(目標)の明確化がなされていない事例は,
その目指すべきゴール(日標)が明確にできない事例であった。現在の状況(問題点)の明確化
は,3事例以外なされていた。このことから,「問題表現と問題理解」においては,_大きな
課題は見られなかつた。
(2)「解決策の提案」
「問題表現と問題理解」において,「提案型」であつたのは,34事例中20事例であった。
「解決策の提案」は,「提案型」でしか行われない。そのため,「提案型」であつた20事例
について「解決策の提案」の分析を行う。「提案型」の「解決策の提案」について分析した
ものが,次の表Ⅲ‐2‐2(「『解決策の提案』の授業分析」)である。
表Ⅲ…2-2 「解決策の提案」の授業分析
M
?
?
? 単元名(授業名)
「当てはめ」に
よる「類推」
活用される知識
探究 I 生活経験
5 鉄作りと私たちの生活 ○ ○ ×
6 国境を越える公害 ○ ○ ×
8 6 世界の平和と日本の役割 ○ ○ ×
10 6 平和を求める世界 ×
18 わたしたちの生活と森林 ○ ○ ×
19 6 わたしたちの願いを実現する政治 ○ × ○
20 ネットワー ク社会と私たちの暮らし ○ × ○
21 メディアによる風評被害 ○ ○ ○
23 ものを作る仕事をする人 ×
24 情報化した社会とわたしたちの生活 ○ 記載なし 記載なし
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25 新しい日本,平和な日本ヘ ×
26 台東区をしょうかいしよう ×
27 4 ごみはどこへ行くの ○ ○ ○
28 米作りの未来を考えよう ×
29 6 今に伝わる室町文化を体験しよう ○ × ○
30 3 地域が支えるお祭 りとわたしたち ○ ○ ○
工業の今と未来 X
32 6 平和で豊かな暮らしをめざして ×
4 ごみの処理と活用 ○ ○ ○
34 米づくりのさかんな庄内平野 ×
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「解決策の提案」の分析において明らかになつたのは,次の二′点である。
① 「当てはめ」による「類推」がなされているのは,34事例中12事例であつた。
② 「当てはめ」による「類推」の際,「探究 I」 で習得した知識と生活経験による知識
の両方の活用を明示しているのは,34事例中4事例であつた。
「解決策の提案」を「当てはめ」による「類推」で行つているのは,34事例中12事例で
あった。この「類推」では,すでにもつている知識が活用される。そのため,「探究 I」 で
習得された知識だけでなく,子どもが生活経験で獲得している知識も活用されることとな
る。しかし,「解決策の提案」において,「探究 I」 で習得した知識,生活経験による知識
の両方の活用を明示した事例は4事例のみであつた。
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(3)「解決策の吟味」
「解決策の吟味」について分析したものが,次の表Ⅲ‐2‐3(「『解決策の吟味』の授業分析」)
である。
表Ⅲ-2-3 「解決策の吟味」の授業分析
m
?
?
? 単元名(授業名)
解決策の要素ごとの未来予測 「比較J
未来予測 知識
「価値」の明
確化
問題点の明
確化
1 「上関町原発建設問題」を考える ○
探究 I
生活経験
○ ○
2 4 雪国のくらし × ○ ○
鉄作りと私たちの生活 ○ 探究 I ○ ○
4 6 首相公選制は是か非か ○
吟味の段階
で調べる
○ ○
5 テレビの広報番組は必要か? ○
探究 I
生活経験
× ×
6 国境を越える公害 × × ×
6 自衛隊は違憲か合憲か ○ 活用なし ○ ○
8 6 世界の平和と日本の役割 ○
探究 I
生活経験
○ ○
エネルギー問題,このままでいい
のか
○
探究 I
生活経験
○ ○
10 6 平和を求める世界 × × ×
6
インドの人は牛の肉を食べるベ
きか
× × ×
6 捕鯨問題 × ○ ○
6 中野区の地域福祉 ○ 探究 I × ×
14 諌早湾干拓問題 ○ 探究 I ○ ○
環境を守る森林の働き ○
探究 I
生活経験
○ ○
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16 6 わたしたちの生活と政治 ○
探究 I
生活経験
○ ○
4 ゴミの最終処分場建設問題 ○ 探究 I ○ ○
18 わたしたちの生活と森林 × × ×
19 6 わたしたちの願いを実現する政治 ○ 生活経験 ○ ○
20 ネットワー ク社会と私たちの暮らし × × ×
メディアによる風評被害 ○ 生活経験 × ○
22 5 生水の郷をまもるために ○ 探究 I × ×
3
ものを作る仕事をする人～こごめ
大福のひみつ～
× × ×
24 5
情報化した社会とわたしたちの生
活
○ 探究 I × ×
25 6 新しい日本,平和な日本ヘ × × ×
26 台東区をしょうかいしよう × × ×
4 ごみはどこへ行くの ○ 探究 I ○ ×
28 米作りの未来を考えよう × × ×
29 6
今に伝わる室町文化を体験しよ
り
× × ×
地域が支えるお祭 りとわたした
ち
○ 生活経験 × ×
工業の今と未来 × × ×
32 6 平和で豊かな暮らしをめざして × × ×
4 ごみの処理と活用 × × ×
34 米づくりのさかんな庄内平野 × × ×
第Ⅲ章 第2節
「解決策の吟味」の分析において明らかになったのは,次の三点である。
① 解決策の要素ごとの未来予測がなされているのは,34事例中18事例であつた。
② 「比較」による「価値」の明確化,問題′点の明確化がなされているのは,34事例中
13事例であつた。
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③ 解決策の未来予測,「比較」による「価値」の明確化,問題点の明確化のすべてがな
されているのは,34事例中11事例であつた。
意志決定をするためには,解決策を選択すればどうなるかの未来予測をすることが必要
である。しかし,未来予測がなされていない事例が,16事例あつた。また,解決策を選択
するためには,解決策の「価値」「問題点」を明確にする必要がある。そのためには,解決
策の「比較」がなされなければならない。しかし,約半数の 19事例では,「比較」が行わ
れていなかつた。また,未来予測,「比較」のどちらかしか行われていない,もしくはどち
らも行われていない事例が,34事例中21事例であつた。つまり,半数以上の事例で, 晴弔
決策の吟味」に課題があるということが明らかになつた。
(4)「解決策の再構成」と『解決策の選択」
「解決策の再構成」について分析したものが,次の表Ⅲ‐2‐4(「『解決策の再構成』と『解
決策の選択』の授業分析」)である。
表Ⅲ-2-4 「解決策の再構成」と「解決策の選択」の授業分析
恥 学年 単元名銀 業名)
解決策の再構成 解決策の選択
「統合」による再
構成
「統合」で活用さ
れた知識
「価値」の明確化
1
「上関町原発建設問題」を考
える
× ○
4 雪国のくらし × ○
5 鉄作りと私たちの生活 ○ 探究 I ×
4 6 首相公選制は是か非か ○ 記載なし ○
5
テレビの広 報 番 組 は必 要
か ?
× ×
6 国境を越える公害 × ○
7 6 自衛隊は違憲か合憲か × ○
8 6 世界の平和と日本の役割 × ○
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9
エネルギー問題,このままで
いいのか
× ×
10 6 平和を求める世界 × ×
6
インドの人は牛の肉を食ベ
るべきか
× ×
12 6 捕鯨問題 ○ 記載なし ○
6 中野区の地域福祉 × ○
14 5 諫早湾干拓問題 ○ 生活経験 ○
環境を守る森林の働き × ○
6 わたしたちの生活と政治 ○
探究 I
生活経験
○
4 ゴミの最終処分場建設問題 × ○
18 わたしたちの生活と森林 × ×
19 6
わたしたちの願いを実現する
政治
○ 探究 I ×
20 5
ネットワーク社会と私たちの
暮らし
○ 生活経験 ×
5 メディアによる風評被害 ○ 生活経験 ×
22 5 生水の郷をまもるために ○ 記載なし ○
23
ものを作る仕事をする人～こ
ごめ大福のひみつ～
× ×
24
情報化した社会とわたしたち
の生活
○
探究 I
生活経験
○
6 新しい日本,平和な日本ヘ × ×
26 3 台東区をしょうかいしよう × ×
27 4 ごみはどこへ行くの ○ 記載なし ×
28 5 米作りの未来を考えよう ○ 記載なし ×
29 6
今に伝わる室町文化を体験
しよう
× ○
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30 3
地域が支えるお祭りとわた
したち
× ×
工業の今と未来 × ×
6
平和で豊かな暮 らしをめざ
して
× ×
4 ごみの処理と活用 × ×
34 5
米づくりのさかんな庄内平
野
× ×
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「解決策の再構成」と「解決策の選択」の分析において明らかになつたのは,次の三点
である。
① 「統合」による賄翠決策の再構成」がなされているのは,34事例中12事例であつた。
② 「統合」で活用する知識として,「探究 I」 で習得した知識と生活経験による知識の
両方を明示しているのは,34事例中2事例であつた。
③ 「解決策の選択」の際に,判断基準となる「価値」の明確化がなされているのは,
34事例中15事例であつた。
意志決定では,「統合」による「解決策の再構成」によつて,より問題点が少なく,有益
な解決策を求めることが必要となる。しかし,「統合」による「解決策の再構成」がなされ
ているのは,34事例中12事例であつた。また,「統合」の際には,「探究 I」 で習得された
知識と,生活経験による知識が活用されることとなる。しかし,「統合」で活用する知識と
して,「探究 I」 で習得した知識と生活経験による知識の両方を明示しているのは,34事例
中2事例であつた。つまり,半数以上の事例で,「解決策の再構成」に課題があるというこ
とが明らかになつた。
また,意志決定では,事実の分析的検討が十分になされた上での,個人の情意による判
断は認められるべきである。賄弔決策の選択」では,これまでの事実の分析的検討を踏まえ
て,最終的に判断基準として何を「価値」とするのかを明らかにすることが必要である。
しかし,「解決策の選択」において,「価値」の明確化がなされていない事例が,19事例あ
った。
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2 分析の考察
ここまでに明らかになつた課題をまとめると,次の表Ⅲ‐2‐5(「授業分析で明らかとなつ
た課題」)のようになる。
これらの課題を克服した合理的意志決定能力を育成する小学校社会科授業モデルを開発
し,第Ⅳ章(「社会認識形成を意図した小学校社会科『情報単元』の授業構成」),第V章(「合
理的意志決定能力の育成を意図した小学校社会科『情報単元』の授業構成」)に示す。
表Ⅲ-2-5 授業分析で明らかとなった課題
視点 課題
「解決策の提案」
「当てはめ」による「類推」の際に,探究Iで習得した知
識を活用していない事例が多い。
賄旱決策の吟味」
解決策の未来予測と,「価値」や問題点を明らかにするため
の「比較」の両方を行つている事例が少ない。
「解決策の再構成」 「統合」による解決策の再構成を行っていない事例が多い。
子どもが行 う思考
授業過程については明示されていても,その際に子どもが
行 う思考について明示されている事例はない。
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第Ⅳ章 社会認識形成を意図 した小学校社会科「情報単元」の授業モデル開発
と実践
「探究Ⅱ」の意志決定場面では,「探究 I」 で習得した知識や概念装置を活用して事実の
分析的検討が行われる。つまり,「探究 I」 の学習過程において,子どもの社会認識を形成
させておくことが重要となる。
本章では,第1節において,小学校第 5学年社会科「情報単元」における社会認識形成
を意図した授業モデルの開発を行う。そして,第2節では,前期プロジェクト実習で授業
モデルを実践した結果を示し,成果と課題を明らかにする。
第1節 社会認識形成を意図した授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」の提案
(前期プロジェクト実習)
本節では,前節までに述べてきた研究成果をもとに,小学校第5学年社会科「情報単元」
における,社会認識形成を意図した小学校社会科授業モデル「情報を伝える会社とわたし
たち」の授業モデルを開発する。
1 情報単元で子どもに習得させる知識
第I章第 2節において,教科書記述に公共サービス以外のインターネットを活用した情
報産業を事例として取り上げていないことを明らかにした。つまり,子どもにとって身近
にある,インターネットを活用した情報産業を,経済の視点で捉える学習となっていない
のである。
情報産業学習の内容は,平成20年版小学校学習指導要領において,平成 10年版小学校
学習指導要領から次の2点が変更された。一つ目は,「情報化した社会の様子」が加わった
こと。二つ日は,「イ」が「これらの産業に従事している人々の工夫や努力」から「情報化
した社会の様子と国民生活とのかかわり」と変わり,「工夫や努力」が削除されたことであ
る。特に「工夫や努力」は,他の産業学習 (農業,工業)では残つており,情報産業のみ
の変更となつている。この変更について,山根栄次は,産業学習を「財やサービスを生産 。
販売し,それによつて利潤を得たり生活の糧を得ようとしたりしている実際の経済活動に
ついての学習」(①,p.111)と定義し,次のように述べている。
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この変更の理由は明らかにされていないが,この結果,情報産業への学習の視点が生産者 (企業・
業者)から消費者に移つたということがいえよう。すなわち,情報産業の企業・生産者がどのように
して情報という商品を作り出し,消費者・利用者に伝え(販売し)ているかではなく,消費者・利用者が
どのように情報産業・サービスを利用しているか,社会の情報化が私たちの生活にどのような影響を
与えているかが学習される。学習のねらいがこのようであると,産業学習の定義から考えた場合に,
「(4)情報化した社会の様子と国民生活とのかかわり」の学習を産業学習と呼ぶことができるかどう
かが,理論的には間われることになる。(①,p.112)
山根の指摘のように,現行の小学校学習指導要領では,学習の視点が生産者から消費者
に移り,情報をどのように生産しているかよりも,情報が生活にどのような影響を与えて
いるかを学習することを重視していることがわかる。
それでは,「工夫や努力」は,情報産業学習では必要ないのであろうか。「工夫や努力」
を扱 う意義について,岩田一彦は次のように述べている。
社会科嫌いの子どもが多くなっている事実が報告されて久しい。この原因の1つには,教材に具体
的に生きている人間が顔の見えるレベルで出てこないからである。このような具体性のある人の登場
は,いろいろな状況での人の行動に,自分の感情を入れて考えることができる。(②,p.68)
このように,岩田は,具体的事例を用いて「工夫や努力」を扱 うことには一定の評価 を
している。 しかし,岩田は,次のようにも述べている。
たとえば,米づくりの盛んな地域の具体的事例においては,町村レベルではなく,一軒の農家のレ
ベルまで必要である。一軒の農家のレベルまで具体化されていてはじめて,工夫や努力の具体的内容
にまで入つていけるからである。そして,その農家における家族構成,仕事の内容と各人の役割,家
族の収入,日畑の作物の種類,周囲の環境等が具体的にかかわつてはじめて,工夫や努力の実態がわ
かる。このような具体的状況がないところでの工夫や努力の強調は,「感謝しましょう」の社会科に
陥るおそれが大いにある。(②,p.68)
つまり,具体的なレベルでの学習をしなければ,社会のしくみを理解できない,道徳的
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な社会科 となつてしま うのである。そのような道徳的な社会科 としないために,岩田は,
次のように述べている。
人は一定の価値選択をしながら行為をしている。人がなぜそのような行為をしたのかを理解するこ
とは,自分の規範的知識の選択に重要な論拠を提供する。社会科学習における人の行為の意味理解は,
道徳的基準,経済的合理性基準,文化的基準等の多様な基準の組み合わせによつてなされる。しかし,
これらの基準の中で最も重要な働きをしているのは経済的合理性基準である。産業の場合における
人々の行為の意味理解は,この経済的合理性基準によって説明できる。社会科批判の言葉としてしば
しば使われてきた「苦労,工夫の社会科」も,この経済的合理性基準で人々の行為の理解を進めるな
らば克服できる。(③,p.10)
つま り,岩田は,産業学習において,人々 の行為の意味を 「経済的合理性基準」によつ
て理解することが必要であると述べている。
岩田は,社会科で経済の視点をもつことの必要性について,次のように述べている。
家族生活,学校生活,職業生活,将来設計の,何れをとっても,お金の問題と切り離して考えるこ
とは不可能である。それにも関わらず,社会科授業で,お金の問題を正面に据えて問題を考えていく
ことが少ない。(④,p.100
経済が社会を動かし,人々 の行為の基盤を形成しているということを認識しておかないと,社会科
授業が現実社会と遊離したものにならざるを得ない。(⑤,pp.104‐105)
社会科の授業では,善意の人,工夫 。努力する人,社会に貢献する人,偉人,政府要人などが登場
することが多い。ここでは,行為の目的が取り上げられ,賞賛され,あるべきモデル人物像となり,
その方向への人間形成が図られている。果たして,これで本当に,社会の人々の行為を理解できる社
会科授業となりうるのだろうか。
確かに,キリスト,マホメット,親鸞といった宗教者や滅私奉公型の努力の人の場合には,お金は
その人の行為の目的においては,ごく小さいだろう。しかし,こういつた事例は極端な事例であると
の認識が必要である。多くの場合には,人々 は経済的合理性の視点から納得できる行為をとっている。
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経済活動は,人々 の生活と切 り離すことはできない。生活するためには,お金が必要で
ある。しかし,社会科でお金の問題が取 り上げられた授業は少ない。岩田は,社会科授業
において,人々 の行為を理解するためには,経済の視点で社会事象を見ることが必要であ
ると述べている。また,岩田は次のように述べている。
会社は,全て,曙1潤を追求するための事業を行い,その利潤を出資者に分配する」ことを目的と
している。慈善事業とは性格が違うことを認識しておかなければならない。この会社の代表的形態が
株式会社であり,わが国の会社の大半が株式会社である。(⑥,p.105)
経済の視点は,会社の行為を理解する際にも必要である。岩田が述べているように,会
社は「利潤を追求する」ことが最大の目的である。会社には,出資者だけではなく労働者
がいる。当然,労働者へ賃金を支払わなければならない。そのためには,利潤を出さなく
てはならない。禾J潤を追求しない会社は,会社を運営していくことはできないであろう。
岩田は,会社の行為を理解するためには,「『この会社はどのような活動によつて,利潤を
得ることができているのだろうか』と,問い続けることが必要である」(⑥,p.105)と述べて
いる。
このように,情報産業の行為の意味を,「経済的合理性基準」を視点としてみることが必
要性である。しかし,「経済的合理性基準」を視点として社会事象をみれば,社会認識の形
成ができるわけではない。社会認識とは,社会のしくみがわかることである。岩田は次の
ように述べている。
(前略 :戸田)人間の行為を説明する際に, 目的一手段一成果の関係を明確にしていくことが必要であ
る。この関係の明確な説明がなしに,工夫や努力が強調された場合には,きれいごとの社会科,道徳
主義的社会科,情緒的社会科になる。(②,p.75)
つまり,「工夫や努力」を強調する道徳主義的社会科にしないためには,情報産業の行為
の意味を,「目的一手段一成果」の関係で捉えることが必要なのである。また,岩田は次の
ように述べている。
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このようにして具体的事例の中の人間を対象として目的―手段一成果の関係が,明確に把握できた
ならば,次には,その事象間の関係が図4のように一般化される学習過程がいる。このことによつて,
目的一手段一成果の関係が,原因一結果の関係に転化される。この学習過程が保証されるならば,工
夫や努力の内容も社会認識形成に有効に働きうるものとなる。(②,pp.75‐76)
社会がわかるとは,社会事象間の関係を原因と結果の関係でとらえることができるよう
になることである。つまり,情報産業学習では,「経済的合理性基準」を視点として,情報
産業の行為を「目的一手段一成果」の関係で捉えることによつて,原因と結果の関係であ
る説明的知識を獲得することが必要なのである。
インターネットが発達した近年,多くの情報を無料で手に入れることができるようにな
った。テレビは,有料のケーブルテレビでなければ,無料で見ることができる。インタ∵
ネットも,ネット環境さえあれば,多くのサイ トを無料で見ることができる。Googleや
Yahooなどのサイ トでは,ニュースや地図を無料で見ることもできる。生まれたときから
インターネットを利用する環境が身近にある子どもにとつては,無料であることに対して,
何の違和感ももたないだろう。しかし,テレビ局もインターネットサイトを運営している
GoogleやYahooも,会社である。当然,利潤を得ることを目的として情報を提供している。
このことを経済的合理性基準で考えれば,無料であっても,利潤を得ることができること
が予想できる。
そこで,「情報単元」で習得させる知識として,図Ⅳ‐1‐1「知識の構造図」を作成した。
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情報の発信は,紙などの媒体に情報を印屋け ることによって1ラわれていたため,輸送費や印刷費などのコストがかかってぃた。しかし,
テレビやインターネットの発達により,情駒 発信にい 田情などのコスト煎 まとんどかからなくなった。それ Cよって,無料で
情報を発信できるようになってきた。
民放は,αИを流すことによって,広告収入を得ている。そのた
め,民放は無料で見ることができる。しかし,NHKは,放送内
容を公平にするために,特定の
一
なるようなCMを流
さない。NHKの放送内容o公平性をたもち,見る人は少なくて
も必要としている人がいる放えを流すことができるようにする
たみC,NHKに受信料を弘わなければならない。
インター ネットを和用すれば,輸送書や印屋1書などを
かけずに,情報を発信することができる。そのため,
インター ネットを利扁しているグー グルやグリ‐,ウ
ィキベディアは無料でサ ビースを提供することがで
きる。
新聞社は,新髄 作るのに,多くの人が日
わっている。また,新聞睦印刷したり,輸
送したりするのにもお金が力功 るヽ。そのた
め,新聞社は有料で確 販売し,そのflJ
益で会社を運首してぃる。
ウィキベデイアは,一般のイ
ンタ‐ネット利鷹者が書き
込むことによって作られて
いるため,新F4oように人件
費がかからない。そのため,
無料で提供することができ
る。多くの人が棚 できるよ
うにするために,無料で利用
できるようtCしている。
【習得されるス哺0】
新聞社の刊益は,広告収入
と販売収入が大きな割合
を占めている。広告収入と
販売11人をふやすために
は,多くのAIC買ってもら
わなければならない。新聞
を多くの人に買ってもら
うたaC,他社よりも.早
くて正確な1書報を発 f言し
ようとしている。
四 得される知識0】
民間放迷は広告主からの,広告
収入によって運営されている。
広告主は,番組と一緒に広告
“
Mた見てもらうことによっ
て,自社の商品の知嗜度をあげ
ようとしている。そのため,多
くの人が番組を見ているかどう
力嗜 71Jllrする視聴事が重要にな
る。
【習得される知識0】
Googleは,広告HRAICよって
運営されている金業である。
サイトのFJH者を増やし,多
くの人に情報と一絡C広告を
見てもらうようにするため
に,情報を無料で提供してい
る。
断 される知識0】
オンラインゲ´ムを百引言してい
る企栞は,無制のFJFttC,裾斗
サ‐ビスを11入してもらうこと
によって利益をあげている。オン
ラインゲ ムー全体り棚 者を増
やすたなC,無料でオンライング
ムーをできるようにしている。
図得される知識OII
新聞は,工場から家庭へ遅ばれる。遠
い地颯には,運ぷのに時間がかかるた
め,早く新間を完成させて送らなけれ
ばならなぃ。しかし,近い地蠣だと,
運樹寺F85が少なくてすむため,できる
だけ新しい情報をのせることができ
る´。また,配逹する地嚇にあわせた1書
報をのせるようにもしている。そのた
め,地黛 よって,動内容に違い
がある。
図得される知識②】
NHKは,放送内容の公平性
を保つために,特定の企業
の利益になるような宣伝を
行わない。そのため,広告
主からの広告収入を得るこ
とができない。放送内容の
公平性を保ち,民放が放送
しない特定の視聘者向けの
放送を続けるために,受信
料を払わなければならな
ヽ｀。
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図Ⅳ…1-1 知識の構造図
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2 単元について
(1)単元名 「情報をつたえる会社とわたしたち」(第5学年)
(2)単元目標
。新聞,テレビ,インターネットのサイ トが,利益を得るしくみ (※1)を調べる活動を
通して,メディアを使って適切に情報を受け取ることに関心をもつ。【関心・意欲・態度】
・新聞,テレビ,インタ,ネットのサイトが,利益を得るしくみ (※1)を調べる活動を
通して,メディアを使って適切に情報を受け取ることの重要性について考え,表現する
ことができる。                       【思考・判断・表現】
。新聞,テレビ,インターネットのサイトが利益を得るしくみ (※1)を,統計資料,文
書資料,映像資料などを活用して調べることができる。   【資料活用の技能。表現】
。新聞,テレビ,インターネットのサイトが,利益を得るしくみ (※1)を理解する。
【知識 。理角牢】
(※1については,図Ⅳ-1-1「知識の構造図」を参照)
(3)教材について
本単元では,有料で情報を提供している新聞社が,情報をどのようにして作り出してい
るのかを学習させる。新聞社の学習を通して,情報を発信するには多くの人が関わつてい
て,コストがかかるということを理解させる。その新聞社と,無料で情報を提供している
テレビ,インターネットのサイトを比較することによつて,「なぜ無料なのか」という問い
を子どもに生じさせる。無料のしくみについては,クリス・アンダーソン(ChrisAndersonl
の論を参考にしている。クリスは,無料のしくみを,①直接的内部相互補助,②三者間市
場,③フリー ミアム,④非貨幣市場の4種類に分けて説明している。
①直接的内部相互補助
クリスは,①直接的内部相互補助を図Ⅳ‐1‐2のようにまとめている。
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図Ⅳ-1-2 直接的内部相互補助の構造(⑦ip.35)
このモデルで表わされる事例として,「DVDを1枚買えば,2枚日はタダ」というキャン
ペーンがある。原価を下まわる価格でDVDを売ることで消費者を店に誘い,そこで顧客に
別の商品も買わせて儲ける方法である。
②三者間市場
クリスは,②三者間市場を図Ⅳ‐1‐3のようにまとめている。
図Ⅳ-1-3 三者間市場の構造(⑦,p.37)
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この三者間市場について,クリスは次のように述べている。
従来からあるメディアでは,メディアが制作物をタダかそれに近い価格で消費者に提供し,そこに
参カロするために広告主がお金を払う。ラジオは無料だし,テレビの多くもそうだ。同じように新聞や
雑誌の発行者も,制作や印刷,配達にかかる実際の費用よりはるかに少ない料金しか読者に請求しな
い。彼らが新聞や雑誌を売る相手は,読者ではなく広告主だからだ。これが三者間市場だ。(⑦,p.30
この事例は,教科書でも取り扱つている。例えば,テレビの CMがそれである。テレビ
は無料で見ることができる。そのテレビは,CMを流すことによつて,広告主から収入を得
ている。テレビを見ている消費者である視聴者は,そのCMをみて購買意欲を高め,その
商品を購入する。このモデルは,身の回りで多く行われているため,子どもにとつても理
解しやすい。
③フリー ミアム
クリスは,③フリー ミアムを図Ⅳ‐1‐4のようにまとめている。
???」?」?．
『
?
?
?
?
?
図Ⅳ-1-4 フリー ミアムの構造(⑦ip.39より戸田修正)
95
第Ⅳ章 第1節
このモデルについて,クリスは次のように述べている。
皆さんは,それなら香水売り場から街角まで,いたるところで配つている無料サンプルがこれに当
たるんじゃないかと思われるかもしれない。たしかにそうだが,フリー ミアムはそこに重要なひねり
を加えている。従来の無料サンプルは,販売促進用にキャンディバーを配つたり,新米の母親におむ
つを贈つたりするものだ。そうした試供品は実費がかかるので,生産者は少量しか配れなかった。少
量で消費者を引きつけて,より多くの需要を生もうとしたのだ。
一方,デジタル製品においては,無料と有料の割合はまつたく異なる。典型的なオンラインサイ ト
には 5パー セント・ルールがある:つまり,5パーセントの有料ユーザーが残りの無料ユーザーを支
えているのだ。フリー ミアムのモデルでは,有料版を利用するユーザーひとりに対して,無料の基本
版ユーザーが 19人もいる。それでもやつていける理由は,19人の無料ユーザーにサービスを提供す
るコストが,無視できるほどゼロに近いからだ。(⑦,pp.39・40
このモデルは,試供品の提供という形で,以前から行われてきたものである。しかし,
試供品は,作るのにコストがかかっていた。それに対して,デジタル製品は,コストがゼ
ロに近い。そのため,20人のユーザーのうち,一人が有料版を購入するだけで,利益をあ
げることができるのである。このモデルも,身近に多くなってきている。例えば,パソコ
ンを購入すれば,はじめからウィルスソフトの試用版が入つている。はじめはタダで使え
る。しかし,そのまま使い続けるためには,そのあと有料版を購入しなければならない。
また,無料オンラインゲームの手法もこのモデルにあてはめることができる。図で表すと,
図Ⅳ‐1‐5のようになる。
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メルを使つて服を買つ
たり,ゲー ムの進行を早
くしたりする。(有料)
﹇?
﹈
図Ⅳ-1-5 オンラインゲームにおけるフリー ミアムの構造
(⑦,p.39をもとに戸田作成)
例えば,ネクソン社の開発したオンライングーム「メイプルス トー リー 」がこれにあた
る。メイプルス トー リー は,多くの多人数型オンラインゲームと同じで,無料で遊ぶこと
ができる。しかし,ゲー ムの進行を速くしたり;自分のキャラクターに新しい服を着せた
りするためには,ゲー ム内通貨の (メル)が必要となる。この (メル)は,ゲー ム上でコ
ツコツと稼ぐほかに,(メル)に変えることができる数字の書かれたカードを実際に買う(ま
たはクレジットカードを使ってオンラインで買う)ことによつて手に入れることができる
のである。つまり,ゲー ムをより楽しむためには,実際にお金を払わなければならないの
である。
④非貨幣市場
クリスは,④非貨幣市場を図Ⅳ‐1‐6のようにまとめている。
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図Ⅳ-1-6 非貨幣市場の構造(⑦,p.41)
クリスは,この非貨幣市場をさらに二つの形に分けて説明している。
i.贈与経済
贈与経済における価値について,クリスは次のように述べている。
シェアをうながすものは,評判や関心であり,それよりは目立たないが,表現,喜び,善行,満
足感,あるいはたんなる私利である。(⑦,p.40)
つまリデここでは,貨幣経済の価値を求めているのではないのである。事例としてウ
ィキペディアがあげられる。
五。無償の労働
無償の労働の例として,クリスはグーグルをあげて次のように述べている。
グー グルで検索するたびにユーザーは,ター ゲット広告のためのアルゴリズムにグーグルが磨
きをかけるのを助けている。それぞれの場合で,サー ビスを利用する行為は,なんらかの価値を
生み出している。それはサービス自体を向上させることだつたり, どこかで役に立つ情報をつく
ることだつたりする。知る,知らないにかかわらず,私たちは何か無料のものを手に入れる代償
として労働力を提供しているのだ。(⑦,p.42)
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つまり,無料でグーグルの検索機能を使うことは,グー グルのために行動パターンと
いう情報を提供していることになるのである。
血.不正コピー
不正コピーについて,クリスは次のように述べている。
この例としてはオンラインで配信される音楽が最適だ。デジタル複製とP2P(ピア・ツ ・ーピア)
によるオンライン配信のあいだで発生するコストは,本当にゼロになった。製品が無料になるのは,
ビジネスモデルのあるなしではなく,純然たる経済的重力に出来する。その力はきわめて強力なの
で,法律やコピー ・プロテクションや罪悪感など不正コピー を妨げるどんな障害も役に立たないよ
うに思えるし,実際そのとおりになっている。(⑦,p.42)
このように,デジタル化によつて,不正コピーに対するコストがかからなくなつた。
この事態に対して, ミュージシャンは次のような対応をしている。
ミュージシャンの中には,コンサートやCD販売,著作権使用料などで正当な収入を得るために,
オンラインをマーケティング手段として割り切り,無料で楽曲を配信する者が出てきた。一方で,
別のミュージシャンは,そもそも音楽は金儲けのビジネスではないと思っているので,単純に不正
コピーを受け入れてきた。そこには,楽しいからとか,創造性を発揮できるからといつた別の理由
が存在する。もちろん,ほとんどのミュージシャンはこのタイプに当てはまる。(⑦,pp.42・43)
前者は,先に出てきた①直接的内部相互補助のモデルである。オンラインで無料配信
することによつて,コンサートやCD販売,著作権使用料など他の収入を得ることが日
的である。それに対して後者は,そもそも貨幣経済の価値を得ることを目的とはしてい
ない。そのため,不正コピーに対して,反発することがないのである。
このように,無料のしくみについて,クリスの論をもとに四つに分類してきた。この中
の,①直接的内部相互補助は,実際にお金を払うことによつて,無料の商品を手に入れる
しくみである。しかし,②三者間市場,③フリー ミアム,④非貨幣市場は,実際にお金を
支払うことなく,無料の商品 (サー ビス)を手に入れることができ,子どもにとつてはど
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うやつて会社が収入を得ているかが見えにくい事例である。そこで,本単元では,この②
三者間市場,③フリー ミアム,④非貨幣市場の二つの無料のしくみを理解させるために,
②三者間市場の事例として,テレビの民間放送と,インターネットの「Google(グーグノの」
を,③フリー ミアムの事例としてインターネットのオンラインゲーム会社「NEXON(ネク
ソン)」 を,④非貨幣市場の事例として「Wikipedia(ウィキペディア)」 を取り上げることに
した。
(4)単元の指導計画(全12時間)
時 主な問い 目標 (知識 。理解)
私たちは,知りたい情報を,どのよう
にして調べているのだろう。
生活の中で,多くの情報を利用していることを
理解する。
2
なぜ,インターネットの利用者が増え
ているのだろう。
インターネットの利便性 (探したい情報を瞬時
に探すことができる)と,その情報量 (検索し
たときのヒット数)の多さを理解する。
なぜ,新聞は見るのにお金が
くが無料で見られるのだろう。
かヽるのに,インターネットやテレビは多
3
テレビは,視聴率が重要なのだ
?
?
?
?
?
?
【習得される知識①】
テレビは広告主からの,広告収入によって運営
されている。広告主は,番組と一緒に広告(CM)
を見てもらうことによつて,自社の商品の知名
度をあげようとしている。そのため,多くの人
が番組を見ているかどうかを判断する視聴率
が重要になることを理解する。
4
なぜ,同じ日の新聞なのに記事に違い
があるのだろう。
【習得される知識②】
新聞は,工場から家庭へ運ばれる。遠い地域に
は,運ぶのに時間がかかるため,早く新聞を完
成させて送らなければならない。しかし,近い
地域だと,運ぶ時間が少なくてすむため,でき
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るだけ新しい情報を載せることができる。ま
た,配達する地域にあわせた情報を載せるよう
にもしている。そのため,地域によつて,記事
の内容に違いがあることを理解する。
?
?
?
?
?
?
?
新聞社は,多くの人に買つてもらうた
めに,どのような工夫をしているのだ
ろう。 (新聞社見学)
【習得される知識③】
新聞社の利益は,広告収入と販売収入が大きな
割合を占めている。広告収入と販売収入をふや
すためには,多くの人に買つてもらわなければ
ならない。新聞を多くの人に買つてもらうため
に,他社よりも,早くて正確な情報を発信しよ
うとしていることを理解する。
8
なぜ,インターネットでは,無料でオ
ンラインゲームができるのだろう。
【習得される知識④】
オンラインゲームを配信している企業は,無料
の利用者に,有料サービスを購入してもらうこ
とによつて利益をあげている。オンライングー
ム全体の利用者を増やすために,無料でオンラ
イングームをできるようにしていることを理
解する。
9
なぜ,Wikipediaは,無料で利用でき
るのだろう。
【習得される知識⑤】
Wikipediaは,一般のインターネット利用者が
書き込むことによつて作られているため,新聞
のように人件費がかからない。そのため,無料
で提供することができる。多くの人が利用でき
るようにするために,無料で禾1用できるように
していることを理解する。
??
?
?
?
?
なぜGoogleは,様々 な情報を無料で
見られるようにしているのだろう。
【習得される知識⑥】
Googleは,広告収入によつて運営されている企
業である。サイトの利用者を増やし,多くの人
に情報と一緒に広告を見てもらうようにする
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ために,情報を無料で提供していることを理解
する。
?
?
?
情報を活用するためには,どのような
ことに気をつけなければならないか
考えよう。
世のなかにある無料の情報には理由があり,そ
の情報がどのような意図で発信 されたものな
のかを考えることができる。
3 学習指導案(フリー のビジネスモデルを理解させる授業)
(1)本時の目標
・Googleは,広告収入によつて運営されている企業である。サイトの利用者を増やし,多
くの人に情報と一緒に広告を見てもらうようにするために,情報を無料で提供している
ことを理解する。                         【知識。理解】
(2)本時の展開(第10時)
学習活動 ○主な発間
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点 *資料☆評価
学
習
の
準
備
前時までの復習を
する。
Googleの利便性
を知る。
◇これまで,無料
のしくみについて
勉強してきたね。
どんなしくみがあ
つたか覚えている
かな。
◇今日は,インタ
ー ネ ッ ト の
Google とい う会
社が作つているサ
イ トを見てみる
よ。どんなことが
。テレビの民間放
送は,CMを流し
て広告収入をもら
つていた。
・ネクソンは,ゲ
ームは無料だけ
ど,アイテムは有
料だつた。
。無料でニュース
や地図を見ること
ができるよ。
,調べたい情報を,
ことばを入れると
探すことができる
。新聞社,テレビ
局 (民間放送),イ
ンターネットのオ
ンライングーム会
社が,収入をえて
いるしくみをおさ
える。
・インターネット
の Googleのサイ
トでは,検索だけ
でなく,ニュース
や地図も見られる
ことに気づかせ
*PC
(Google HP)
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Googleが営利企
業であることを知
る。
できるかな。
◇Googleは,ボラ
ンティアでやって
いるんじゃないん
だよ。
よ。
・Googleも,何か
の方法でもうけて
いるんだ。
る。
・Googleが何らか
の収入を得ている
こ とに気 づ かせ
る。
学
習
課
題
の
探
究
なぜ Goo〔ユeは,様々 な情報を無料で見られるようにしているのだろう。
予想をし,交流す
る。
検証する。
GoogleのHPを見
て,検索画面に広
告が出ていること
を知る。
無料にすることの
メ リッ トを考 え
る。
○ ど うや っ て
Google lま収入を
えているのかな。
◇予想を確かめて
みよう。
○有料にした方が
収入が増えそうな
のに,なぜ無料に
しているのかな。
◇無料にすると,
何かいいことがあ
るのかな。
・テレビや新聞み
たいに,広告を出
しているのかな。
・オンラインゲー
ムみたいに,はじ
めは無料だけど,
途中から有料にな
るん じゃないか
な。
・Googleのページ
にも,広告がのっ
ていたよ。
。「くつ」と入れて
検索してみたら,
くつに関係する広
告が出てきたよ。
・無料にすると,
見 る人は増 える
よ。
・広告は,たくさ
んの人に見てもら
う方がいいね。
・テレビや新聞,
インターネットの
オンラインゲーム
と比較させること
によって,予想さ
せる。
・複数の検索画面
から,広告がのっ
ていることや,そ
の内容が検索結果
によつて違うこと
に気づかせる。
・多くの人に、情
報と一緒に広告を
見てもらうため
に、様々な情報を
無料で提供してい
ることに気づかせ
る。
*文書資料
(Google HP)
*文書資料
(Google HP)
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インターネットの
広告費が増えてき
ていることを知
る。
○テレビ,新聞,
インターネットの
広告費は, どう変
わつてきています
か。
。新聞やテレビの
広告費はへつてい
るのに,インター
ネットの広告費は
増 えているんだ
ね。
・インターネット
を使う人が増えて
いるからだね。
。インターネット
の広告費が増えて
いる理由を考えさ
せる。
*グラフ資料
(広告費の推移)
学
習
の
ま
と
め
Googleが,無料で
様々な情報を見ら
れるようにしてい
る理由を,ノー ト
にまとめる。
○今日の問いの答
えを,ノー トに書
きましょう。
・同じように広告
収入を得ているテ
レビの広告との違
いにも気づかせる
ようにする。
☆サイトの利用
者を増やし,多
くの人に情報と
一緒に広告を見
てもらうように
するために,情
報を無料で提供
していることを
理解する。
【知識 。理解】
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第2節 授業実践の考察
前節で述べたとおり,前期プロジェクト実習では,社会認識形成を意図した小学校 5年
生社会科「情報を伝える会社とわたしたち」の単元を構想し,実践を行つた。本節では,
前期プロジェクト実習で行つた実践について考察していく。
1 成果
前期プロジェクト実習の成果として,次の二点をあげることができる。
(1)事例として取り上げた「Google」1「オンラインゲーム」の有効性について
(2)「無料のしくみ」の理解について
(1)事例として取り上げた「Google」,「オンラインゲーム」の有効性について
①「三者間市場」の事例として取り上げた「Google」
今回,インターネットにおける三者間市場の事例としてGoogleを取り上げた。学校では,
「Yahooきつず」という子ども向け検索サイトを使用している。また,家庭でもYahooを
使つていることが多いようで,初めてGoogleを使う子どもも多くいた。このGoogleを取
り上げた授業 (第10時)では,家庭でインターネットを使用している子どもの理解と,家
庭でインターネットを使用できない子どもの理解に,有意な差は見られなかつた。これは,
テレビを事前に学習していたことが生かされていたためであると考えられる。授業の最後
に書かせた子どもの「わかったこと」にも,「テレビみたいに広告主がいて,そこからお金
をもらう。」「グーグルもテレビと同じように広告を出している会社から広告代をもらつて
いる。」と,テレビで習得した知識とつなげて理解している記述が見られた。
このように,テレビという子どもに身近な題材を取り上げることによつて,家庭でイン
ターネットを利用できる環境にない子どもにも,インターネットのGoogleが無料で利用で
きるしくみを理角早させることができた。
②「フリー ミアム」の事例として取り上げた「オンラインゲーム」
フリー ミアムの事例として取り上げたオンライングームの授業 (第8時)においても,
家庭でインターネットを使用している子どもの理解と,家庭でインターネットを使用でき
ない子どもの理解に,有意な差は見られなかつた。これは,ゲー ムという題材が,子ども
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にとつて身近であつたためであると考えられる。授業を受けた子どもは,ほとんどがテレ
ビゲーム (WiiやDSなど)を体験していた。子どもは,そのゲームの中で,アイテムを購
入する経験をしている。そのため,使ったことがないオンラインゲームでも,アイテムを
買うということが,理解できたのではないかと考えられる。また,オンラインゲームのCM
も,子どもはよく目にしている。
このように,「Google」と「オンライングーム」は,家庭でインターネットを利用できる
子どももできない子どもも,同じようにインターネットにおける無料のしくみ (三者間市
場,フリー ミアム)を学習することができる事例であるということができた。
(2)「無料のしくみ」の理解について
今回の授業開発では,特に「わかる過程」を重視して単元計画を立てた。
特に,第8時から第 10時は,インターネットの無料のしくみが「わかる過程」である。
毎時間,授業の最後に,今日の学習で「わかったこと」を子どもに書かせている。
第8時のオンライングームの学習の際に,次のような記述が見られた。
A CMの下に地味に有料とか書いていて,数秒で見られないと思つた。
B テレビで宣伝している時に,最後の下の方に小さく「有料な所もあるよ」と書いて
ある。その有料の物をダウンロードしてしまうとお金がかかる。
C オンラインゲーム(ネクソン,グリー ,モバゲー)はプレイは無料だけど,有料のも
のもあります。CMのときに無料といっているけど,下の方に「このゲームはアイテ
ム有料」と書いてありました。はじめて知りました。
これらの子どもは,情報を得るときには,よく確かめないといけないことに気がついて
いる。このことから,フリー ミアムの事例として,オンラインゲームが無料で利用できる
しくみを取り上げることで,「このサイトを利用すればお金がかかるかもしれない」と考え
られるようにすることができた。
また,第10時のGoogleの学習 際に,次のような記述が見られた。
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D グーグルは,広告主からお金をもらって,広告主はその店を利用するわたしたちが
はらったお金をもらっている。
E テレビみたいに広告主がいて,そこからお金をもらう。グーグルは,そのお金で情
報を流す。それをわたしたちが見て買う。
F グーグルは,わたしたちに情報と広告を知らせて,わたしたちが広告にのっていた
お店を利用して,そのお店 (広告主)がグーグルに広告料をはらつていることがわ
かつた。
これらの子どもは,Googleの検索結果には自分の知りたい情報と,広告主が見せたい広
告がのっており, 自分たちがその広告を見てその商品を購入することが,Googleが無料で
見られることにつながっていることに気づいている。広告を見ることは,悪いことではな
い。その情報が広告であるとわかった上で,利用するようにならなければならない。この
ことから,三者間市場の事例として,Googleが無料で利用できるしくみを取り上げること
で,「自分に必要な情報はどれか」と考えられるようにすることができた。
2 課題
前期プロジェクト実習の課題として,次の二点をあげることができる。
(1)本時の資料について
(2)「非貨幣市場」の理解について
(1)本時の資料について
第10時の研究授業において,子どもの問いを切実なものにすることができていなかった。
それは,Googleという会社が,どれほど大きく,どれほど利益をあげているかが,子ども
に見えなかったためであると考えられる。本時では,Googleでは, どのようなサービスを
受けることができるのかを子どもに示すことによつて,「なぜ,Googleは,無料で利用でき
るのだろう」という問いを導き出そうとした。Googleについては,「営利企業である」とい
う説明をし,利益を追求する会社であることをおさえようとした。しかし,それでは,不
十分であつた。Googleが無料のサービスを提供しているにも関わらず,多大な利益を得て
いることを理解させ,「なぜ,Googleは,無料で利用できるのだろう」という問いを導くた
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めには,Googleの1年間の利益や,本社の写真,社員の給料の額など,実際にどれほど利
益をあげているのかがわかる資料を準備する必要があつた。
(2)「非貨幣市場」の理解について
前項で述べたように,Googleが無料で利用できるしくみである「三者間市場」や,オン
ライングームが無料で利用できるしくみである「フリー ミアム」は,家庭でインターネッ
トを利用できない子どもにも,家庭でインターネットを利用できる子どもと同じように理
解させることができた。しかし, ゥィキペディアの無料のしくみである「非貨幣市場」に
関しては,家庭でインターネットを利用できる子どもとできない子どもの理解に有意な差
が出た。
第I章第 3節で述べたように,子どものインターネットの利用状況には差がある。現任
校の第 5学年の児童も,今年度はインターネットを利用しておらず,過去には第4学年の
地域学習の際に使用しただけであった。そのため,普段インターネットを利用している子
どもと,利用していない子どもの経験知に大きな差があつた。研究成果から,体験の必要
性を加味し,単元計画にインターネットを体験する時間を設定した(第2囀。しかし,この
1時間だけでは不十分であった。
インターネットは,他の産業とは違い,情報を発信するのにコストがかからないという
面がある。そのため, ウィキペディアや個人のホームページのように,利潤を追求しない
情報発信が可能となっている。このように,「非貨幣市場」は,インターネット特有の無料
のしくみということができる。そのため,普段家庭でインターネットを利用していない子
どもにとっては,理解しにくいビジネスモデルであった。
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第V章 合理的意志決定能力の育成を意図 した小学校社会科「情報単元」の授
業構成
本章では,第1節において,小学校第 5学年社会科「情報単元」における合理的意志決
定能力の育成を意図した授業モデルの開発を行う。第 2節では,後期改善実習の意志決定
場面で子どもが行った事実の分析的検討の帰納的分析を行い,その課題を明らかにする。
第1節 意志決定場面における事実の分析的検討を組み込んだ授業モデル「情報を伝え
る会社とわたしたち」の提案(後期改善実習)
前期プロジェクト実習では,社会認識形成を意図した授業モデルの開発を行つた。
本節では,前期プロジェクト実習で開発した授業モデルをもとに,意志決定場面におけ
る事実の分析的検討を組み込んだ小学校第5学年社会科「情報を伝える会社とわたしたち」
の授業モデルを開発する。
1 改善の視点
前期プロジェクト実習で開発した授業モデルからの改善点は,次の二点である。
(1)「探究 I」 の事例の再考
前期プロジェクト実習で開発した授業モデルの課題として,子どもの実態に即していな
かつたという点があげられる。フリー のビジネスモデル「非貨幣市場」の事例として, ウ
ィキペディアを取り上げた。しかし,第Ⅳ章第 2節で述べたように,インターネットの利
用状況によって,その理解度に差が見られた。この「非貨幣市場」は,他の「三者間市場」
や「フリ‐ミアム」とは,しくみが大きく異なる。つまり,「どうやって収入を得ているか」
が異なっているのである。そこで,後期改善実習では,「非貨幣市場」を取り上げることを
やめ,「三者間市場」と「フリー ミアム」のしくみの理解を深める内容とすることとした。
(2)意志決定場面の設定
前期プロジェクト実習で開発した授業モデルでは,単元の最後に「情報を活用するため
には, どのようなことに気をつけなければならないか考えよう。」という問いを設定した。
しかし,この問いでは,これまでに習得したことを活用するのではなく,確認するだけの
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活動となつてしまう。つまり,意志決定学習としては不十分である。そこで,「探究 I」 で
習得したことを活用して意志決定させる「論争問題」を授業の問いとして設定することと
した。
近年,インターネットの普及により,新聞の発行部数は年々減少してきている。新聞社
の広告収入も大きく減少している。日本の新聞社は,インターネット社会に対応するため,
デジタル版の配信を始めている。しかし,多大なコストが必要な紙媒体の新聞紙の発行も
続けている。アメリカでは,紙媒体の新聞紙の発行をやめ,デジタル版のみにした新聞社
も出てきている。そこで,後期改善実習では,単元の最後に,「今後,新聞社は,売り上げ
を増やすためにどんな取組をすればよいのだろうか」という問いを設定し,「探究 I」 で習
得したフリー のビジネスモデルを活用して意志決定させることとした。
また,意志決定学習では,最終的な意志決定の結果が重要ではなく,その意志決定を導
くために行った事実の分析的検討が十分行われていたかが重要となる。つまり,合理的意
志決定能力とは, この事実の分析的検討が的確に行える能力のことなのである。そこで,
意志決定場面に,第Ⅱ章第 2節で明らかにした事実の分析的検討の理念型を組み込んだ授
業展開とした。
2 単元について
(1)単元名「情報を伝える会社とわたしたち」
(2)単元の指導計画(全11時間)
過程 時 主な問い 目標
?
?
?
?
?
1
2
私たちは,知りたい情報を,
どのようにして調べているの
だろう。
生活の中で,多くの情報をいろいろな手
段 (新聞,テレビ,インターネット,ラジ
オ)で手に入れていることを理解する。
新聞で情報を調べるにはお金がかかり,
テレビやインターネット(Yahoo)で情報
を調べるのは無料でできることを知る。
なぜ,有料で情報を発信
会社があるのだろう。
している会社と,無料で発信している
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?
?
?
?
?
3
4
なぜ,新聞は,有料なのだ
ろう。
【習得される説明的知識①】
新聞社は,新聞を作るのに,多くの人が
関わっている。また,新聞を印刷したり,
輸送したりするのにもお金がかかる。その
ため,新聞社は有料で新聞を販売すること
によって,会社を運営していることを理解
する。
5
なぜ,民放のテレビ局は,
無料で番組を放送しているの
だろう。
【習得される説明的知識②】
民放は広告主からの広告収入によって
運営されている。広告主は,番組と一緒に
広告(CDを見てもらうことによって, 自
社の商品の知名度をあげようとしている。
そのため,多くの人に番組を見てもらうた
めに,無料で放送していることを理解す
る。
6
なぜ,NHKは,受信料で
運営されているのだろうし
【習得される説明的知識③】
NHKは,広告主に左右されない番組や,
見る人が少ないけれどもためになると思
われる番組を作るので,広告収入ではなく
受信料を集めることによって,番組作りを
していることを理解する。
7
なぜ,YahoOは,情報を無
料で見られるようにしている
のだろう。
【習得される説明的知識④】
Yahooは,広告収入によって運営されて
いる企業である。サイ トの利用者を増や
し,多くの人に情報と一緒に広告を見ても
うようにするために,情報を無料で提供し
ていることを理解する。
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(3)単元の目標
・新聞,テレビ,インターネットのサイトが,利益を得るしくみ (※1)を調べる活動を
とおして,メディアを使って適切に情報を受け取ることに関心をもつ。
。「探究 I」(第1時から第9時)で習得した知識を活用して,
事実の分析をとおして判断することができる。
【関心・意欲。態度】
新聞社の今後の取組について,
・新聞,テレビ,インターネットのサイ トが利益を得るしくみ
書資料,映像資料を活用して調べることができる。
・新聞,テレビ,インターネットのサイトが,利益を得るしくみ
【思考・判断・表現】
(※1)を,統計資料,文
【資料活用の技能】
(※1)を理解できる。
【知識。理解】
(※1については,図V-1-1「知識の構造図」を参照)
?
?
?
?
?
8
9
なぜ,オンライングーム会
社のネクソンは,無料でゲー
ムができるようにしているの
だろう。
【習得される説明的知識⑤】
オンライングーム会社のネクソンは,有
料のサービスの購入者を増やすために,ゲ
ームを無料にすることによって,全体の利
用者を増やそうとしていることを理解す
る。
?
?
?
?
?
10
なぜ,テレビの広告収入は
減っているのに,インターネ
ットの広告収入は増えている
のだろう。
【深まった問いの探究】
【習得される説明的知識⑥】
インターネットは,利用者が必要なとき
に,いつでも広告を見せることができる。
そのため,購入した時間帯にしか広告を流
せないテレビよりも,インターネットに広
告を出そうとする広告主が増え,インター
ネットの広告収入が増えてきていること
を理解する。
11
本
時
今後,新聞社は,売り上げ
を増やすためにどんな取組を
すればよいのだろうか。
【価値判断・意志決定】
これまでに習得した知識を活用して,新
聞社が売り上げを増やすためにどんな取
組をすればよいかを,事実の分析的検討を
とおして判断することができる。
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【習得される説明的知識0】
インターネットは、利用者が必要なときに、いつでも広告を見せることができる。そのため、購入した時間帯にしか広告を流せないテレビよりも、
インターネットに広告を出そうとする広告主が増え、インターネットの広告収入が増えてきてぃる。
（?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
【???
情報を発信している会社は、会社にとって利益となるものを得るために、情報を作り、発信している。
【習得される説明的知識①】
新聞社は、新聞を作るのに、多くの
人が関わってぃる。また、新聞を印
刷したり、輸送したりするのにもお
金がかかる。そのため、新聞社は有
料棚 を販売することによって、
会社を運営している
【習得される説明的知識②】
民放は広告主からの、広告収入
によって運営されている。広告
主は、番組と一緒に広告lMI)を
見てもらうことによって、自社
の商品の知名度をあげようとし
ている。そのため、多くの人に
番組を見てもらうために、無沐斗
で見られるようにしている。
【習得される説明的知識③】
NHKは、広告主に左右され
なぃ番組や、見る人が少な
いけれどもためになると思
われる番組を作るために、
広告収入ではなく受信料を
集めることによって、番組
作りをしている。
【習得される説調的知識0
ヤフーは 広告収入によって
運営されている企業である。
サイトのオJH者を増やし、多
くの人に情報と一緒に広告
を見てもらぅょぅにするた
めに 情報を無料電 供して
いる。
【習得される説明的知識O】
オンラインゲーム会社のネクソ
ンは,有料のサービスの購入者
を増やすために,ゲー ムを無料
にすることによって,全体の利
用者を増やそうとしている。
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図V-1-1 知識の構造図
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3 学習指導案 (意志決定場面を組み込んだ授業)
(1)本時の目標
。これまでに習得した知識 (※「知識の構造図」を参照)を活用して,新聞社の今後の取
組について判断をしようとする。               【関心・意欲・態度】
。これまでに習得した知識 (※「知識の構造図」を参照)を活用して,新聞社が売り上げ
を増やすためにどんな取組をすればよいかを,事実の分析をとおして判断することがで
きる。                           【思考。判断・表現】
(2)本時の展開(第11時)
学習活動 ○主な発問
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点 *資料☆評価
問
題
表
現
と
問
題
理
角7
資料から,新聞社
の総売上高が減少
してきていること
を見つける。
新聞社が売り上げ
を減らしている理
由を考える。
◇資料から読み取
れることを発表し
ましょう。
○なぜ,新聞社の
総売上高は減って
しまったのだろ
う。
・新聞社の売り上
げが減ってきてい
るね。
・テレビも広告収
入が減ってきてい
たね。
,お金がかかるか
ら,買う人がiluつ
てしまった。
・テレビやインタ
ーネ ットを見れ
ば,新聞を買わな
くても情報を知る
ことができる。
・新聞よリインタ
ーネットの方が,
新しい情報を知る
ことができる。
。次の二つの理由
をおさえる。
【理由①】
新聞を買う人が減
つてきたため。
【理由②】
新聞より、インタ
ーネットに広告を
出す会社が増え、
広告収入が減つた
ため。
【理由③】
*「新聞社の総
売上高の推移J
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学習課題を把握す
る。
◇今日は,みんな
に朝日新聞社の社
長になって考えて
もらいます。
・新聞を買 う人が
減ってしまったか
ら,広告を出す会
社 も少 な くなつ
た。
・難しそうだな。
・売り上げを増や
すことはできるの
かな。
新聞を買わなくて
も,テレビやイン
ターネットを使え
ば,無料で情報を
得ることができる
ため。
・情報を受け取る
側ではなく,発信
する側の立場にな
つて考えることを
確認する。
解
決
策
の
提
案
今後,新聞社は,売り上げを増やすためにどんな取組をすればよいのだろうか。
売り上げを増やす
方法を考える。
【類推】
◇新聞社の売り上
げが減つてきた理
由を,解決するた
めには, どうすれ
ばよいでしょう。
◇一人で考えてみ
ましょう。
・無料にしたら,
見る人が増えて ,
広告料が増えるん
じゃないかな。
【習得した知識】
。子どもが見る内
容を増やしたら,
見る人が増えるん
じゃないかな。
【生活経験】
。必ず理由も言わ
せるようにする。
☆ 既 有知 識 の
「当てはめ」に
よって「類推」
し,解決策の提
案を行っている
か。
【思。判。表】
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角早
決
策
の
吟
味
角旱
決
策
の
再
構
成
班で意見を交流す
る。
【未来予測】
【比較】
全体で意見を交流
する。
【比較】
解決策の再構成を
行う。
【統合】
◇班で話し合つて
みましょう。班で
一つの答えにしな
くても良いです。
◇考えた意見を発
表してください。
◇それぞれの意見
に対して,質問や
意見はありません
か。
◇今までに出た意
見から, よりよい
解決策を考えてみ
ましょ,。
・無料にしたら,
損をするんじゃな
いかな。
・新聞紙は,イン
ターネットとちが
つて,紙代や印刷
代,輸送費がかか
るよ。
・インターネット
を利用すればいい
んじゃないかな。
・すべてを無料に
せずに,一部有料
にしたら,販売収
入も増えるよ。
・解決策の「比較」
が しやすいよう
に,班で出た意見
を短冊に書かせて
黒板に貼り、分類
する。
。「比較」によって
明らかになった解
決策の問題点をな
くすためにはどう
すればよいかとい
う視点を,子ども
にもたせる。
☆解決策の未来
予測ができてい
るか。
【思・判 。表】
☆解決策同士の
「比較」によっ
て,それぞれの
解決策の利点,
問題点を明確に
できているか。
【思・判・表】
☆「統合」によ
つて,解決策の
再構成が行えて
いるか。
【思・判・表】
解
決
策
の
選
択
解決策の選択を行
り。
【価値判断】
朝日新聞の取組を
知る。
◇それでは,最後
に,新聞社が売り
上げを増やすため
にどうすればよい
か,自分の考えを
まとめましょう。
◇自分はどう考え
ましたか。発表し
てください。
◇朝日新聞は,デ
ジタル版を作つて
・これが一番良い
方法かな。
・無料で見られる
のかな。
。いろいろな意見
を参考に しなが
ら, 自分の意見を
理由をつけてまと
めさせる。
・デジタル版は,
オンラインゲーム
*インターネッ
ト『朝日デジタ
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【板書計画】
(※研究授業前の板書計画)
いるつて言つてい
たよね。
○朝日新聞社は,
デジタル版を始め
ることで,今後売
り上げを増やして
いけるのだろ う
か。
。はじめは無料だ
けど, くわしい情
報は有料になつて
いるね。
・オンラインゲー
ム会社と同じしく
みだね。
と同じように有料
サービスによって
利益を得ているこ
とを理解させる。
・朝日新聞の取組
(デジタル版の開
始)に対して、こ
れまでの学習をふ
まえて価値判断さ
せる。
ル』
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第2節 子どもの意志決定の実際
本節では,意志決定場面における事実の分析的検討を組み込んだ授業モデル「情報をつ
たえる会社とわたしたち」の授業実践後期改善実習)において,子どもが行つた事実の分析
的検討の帰納的分析を行い,その課題を明らかにする。
1 子どもの事実の分析的検討の帰納的分析
(1)「解決策の提案」での,既有知識の活用
「解決策の提案」過程で子どもが提案した解決策と,その際に活用された知識を整理す
ると,表V‐2‐1のようになる。
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表V-2-1 子どもの主な解決策とその根拠
解決策 根拠 活用した知識
A 新聞を安くする。 安くしたら「安いから買お う」と思 う
人が増えるから。
説明的知識②④
B 見る人が増えたら広告収入が増える。
だが,作るお金がかかるから無料には
しない。
説明的知識①②④
C ちょつと売り上げが減るけど,たくさ
んの人に読んでもらつてカバーする。
説明的知識②④
D 読む人が欲しいと思う広告を新聞
に入れる。
インターネットの Yahooも広告でも
うかつているから。
説明的知識④
E 新聞を無料にして,もっと詳しくす
る。
(根拠記述なし) 説明的知識②
F 新聞工場見学をたくさんして,新聞
のいいところを多くの知ってもら
う。
新聞を取つてない人にも良いところ
を知ってもらったら,売り上げが増え
るかもしれないから。
経験
説明的知識②④
G 子どもが読みそうなページを作る。 子どもが「これ買つて」といって買つ
てくれるかもしれないから。
経験
H いまはやりの物などを書いたり,子
どもが読めるマンガを増やしたり,
子どもが好きなゲームやお菓子の
宣伝,子どもが読めるのを書く。
でないと,読んでもらえない (子ども
に )。
経験
(表中の説明的知識の数字は1図V-1…1「知識の構造図」を参照)
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このように,A～Eの解決策は,これまでに習得した知識からの「当てはめ」によつて「類
推」されていることがわかる。 しかし,F～Hについては,教師が活用を意図して習得させ
た知識ではなく,子どもの経験によつて導き出された解決策であることがわかる。例えば,
GやHは,子ども自身が新聞を読んだときに「読みにくい」と感じた経験が影響している。
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子どもは,経験から,買わないのは「読みにくいため」だととらえ,「読みやすくしたり,
子ども向けの記事を増やしたりしたらもつと売れるのではないか」と考えたのである。ま
た,Fについては,新聞社に見学に行った経験が影響している。この子どもは,新聞社の見
学という経験と,広告によって認知度を上げて売り上げを伸ばすという知識を組み合わせ
ることによって,この解決策を提案しているのである。
(2)子どもが行つた思考
表V‐2‐2は,本授業での解決策の検討の場面における子どもの発言記録をもとに,そこ
で行われた子どもの思考を分析したものである。
表V-2-2 事実の分析的検討における子どもの発言の分析
子どもの発言 思考
C25まあ,新聞を安くする。
C26無料にしたら赤字になるやん。 未来予測
C27広告会社から金くるやん。 未来予測
C28無料にしたら販売収入がなくなるから,同じことの繰 り返しになる。 未来予測
C29販売収入をなしにしたら,半分くらいが販売収入だからもつと赤字になる。 未来予測
C30販売収入が減つてど―んとなったら,広告収入がば―んと増えたらええ話やな
い 。
未来予測
C31販売収入を減らしたらすぐに広告収入が入つてくるわけではないから,新聞を
作るお金が余計にいる。
未来予測
C32販売収入がなくなると、インターネットとかは有料にしても、。・・(?)イン
ターネットは他にも入つてくるものがあるけど・・ 。新間にはあまりそういう
ことができないから、あまり無料にしたらいかんと思う、
未来予測
比較
C33販売するお金を無料にしたら、どんどんお金がなくなっていくやん。広告料を
もらって広告を出して広告料からお金をもらうんやろ。広告出してもそのぜん
ぜん売れんかったらどんどんお金は減っていく。それを無料にしたら、出した
ものを買わなくなったら、お金がなくなっていき、赤字になってくるから・・・
その後、言われへん。
未来予測
比較
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①子どもが行つた『未来予測」の比較による「価値」「問題点」の明確化
C25～C40まで,無料にするか値下げにするかで議論が進んだ。無料にする派は,無料に
することによって利用者が増え,広告収入が増えることを「未来予測」し,その根拠とし
ている。値下げにする派は,値段を下げることによって利用者を増やし,広告収入を増や
そうとしている点では共通している。しかし,値下げにする派は,無料にすれば販売収入
がなくなってしまうことを「未来予測」し,それを根拠として,無料にすることを批判し
ている。ここで,解決策の「比較」行われ,「価値」「問題点」の明確化が行われている。
しかし,本授業では,値下げにする派に対して,値段を下げてもインターネットやテレビ
の無料にはかなわないから,利用者は増えないという「未来予測」はなされなかった。
②生活経験の活用
C41,C45は,テレビで見た経験から,「乗り換えをした人にサービスをつける」という要
素を「統合」して,新たな解決策を提案している。経験を根拠としている点では,表V-2-1
のG(子どもが読みそうなページを作る)H(いまはやりの物などを書いたり,子どもが読
めるマンガを増やしたり,子どもが好きなゲームやお菓子の宣伝,子どもが読めるのを書
く)と同じである。しかし,表V-2-1のG,Hは子どもの立場からの意見であるのに対して,
C41,C45は携帯電話会社が実際に行つている利用者を増やす工夫を理解し,その知識を活
用した意見となっている。つまり,C41,C45は,この学習をとおして,携帯電話会社の乗
C34無料にしたら、どんどん買つていくというか、もらっていくから、無料にした
らみんなもらいにくるから、作るのが追いついていかないからもらうものがな
くなって、もらってないから広告料を出さんとこってなる。
未来予測(ただし,
誤った未来予測と
なっている。)
C37何害1かを安くして、売り上げを増やせば収入が増える。 未来予測
C40新聞を無料にしたら収入がなくなるけど、安くしたらその分収入もあるし、広
告料も入るし。
未来予測
比較
C41乗り換え、何とか新聞から何とか新聞へとのりかえると何かある。 「統合」による新
たな解決策の提案
C45○○さんが言いたいのは、携帯とか乗り換えしたら、何かがついてくるとか、
何かがもらえるとか、乗り換えたら何かがもらえるつてしたほうがいいんじゃ
ない?っていう提案。
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り換えサービスをテレビで見た経験を,乗り換えサービスによって利用者を増やし,その
結果,売り上げを増やすことができるという知識へと成長させている。そして,その知識
を活用して新聞社が売り上げを増やすためにどうすればよいかを考えることができている。
2 課題
(1)社会認識形成 (「探究 I」 の授業過程)について
事実の分析的検討における子どもの思考とその構造を明らかにし,その理念型を組み込
んだ小学校社会科の授業(単元名 「情報を伝える」)を開発することができた。しかし,授業
では, 自分で解決策を提案できない児童もいた。これは,「探究 I」 での知識の習得が不十
分であつたためである。
解決策の提案で行われる思考は「類推」である。「類推」とは,「よく知つている基底(事
例,課題,領現 にもとづいて,よくは知らない日標(事例,課題,領域)について理解 した
りそこでの問題の解法を見出す」(①,p.217)ことであった。波多野誼余夫・三宅なほみは,
「類推」の際に行われる基底となる事例の選択について,次のように述べている。
基底事例の選択は,単に検索しやすさによって制約されるばかりでなく,熟知していない事例はか
りに検索されたとしても基底として用いられる可能性が少ない。自分がとくによく知っていて,さま
ざまな対応づけが容易に行なえる事例だけが基底として役立つからである。(①,p.220)
波多野 。三宅が述べているように,これまでに習得すべき知識を熟知していないため,
それらの知識が基底として選択されず,解決策の提案ができなかったのである。
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(2)ワークシー トについて
意志決定場面で活用したワークシートは次のとおりである。
【問い】あなたは新聞社の社長です。今、新聞社の売り上げは、どんどんへってき
ています。このままでは、会社がつぶれてしまいます。売り上げを増やすために、
これからどんな取り組みをすればよいか、考えてください。
これまでに学習したことをもとに、考えましょう。
社長の決断
何を増やそうとしますか? 販売収入 ( ),広告収入 ( ),両方 ( )
こうして売り上げを増やすぞ !
※その理由はも
参考にした資料 (  ),(  ),(  )
社長の最終決断
何を増やそうとしますか? 販売収入 ( ),広告収入 ( ),両方 ( )
こうして売り上げを増やすぞ !
※その理由は、
参考にした資料 (  ),(  ),(  )
()月()日情報 11時間目 ( )組名 前 (
☆朝日新聞社の取り組みで、
( )増えると思 う
:そう考えた理由は】
売り上げは増えると思いますか。
( )増やせないと思う
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授業では,「解決策の提案」段階では解決策を提案できていた子どもが,最終的に価値判
断できなくなる状況もみられた。それでは,この子どもは事実の分析的検討を行えなかっ
たのであろうか。今回使用したワークシー トは,解決策の提案でどのような知識を活用し
たかは見ることができる。しかし,解決策の吟味過程は見ることができない。つまり,今
回使用したワークシー トでは,最終的に価値判断できなかった子どもが事実の分析的検討
を行えたかどうかを教師が見ることができないのである。論争問題では,どの解決策にも
「価値」「問題点」が存在する。この「価値」「問題点」は,精緻化された事実の分析的検
討が行われたからこそ見えてくるものである。子どもは,それぞれの解決策を選択すれば,
「良いこと」だけでなく,ある「問題」が生じることもわかつてくる。そのため,事実の
分析的検討をした結果,最終的にどの解決策を選択すれば良いか判断できなくなることも
考えられる。「意志決定」学習では,精緻化された事実の分析的検討が行われているかを教
師が把握することが重要となる。子どもの事実の分析的検討が見えるようにするワークシ
ートに改善する必要がある。
【引用・参考文献】
①波多野誼余夫・三宅なほみ「社会的認知」市川伸一編『認知心理学4 思考』東京大学出
版会  1996.2 pp.205‐235
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第Ⅵ章 新しい小学校社会科「情報単元」の教科書を活用する授業モデル「情報を伝える
会社とわたしたち」の開発
本章では,前章で開発した授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」をもとに,新
しい「情報単元」の教科書の開発を行う。そして,新しい「情報単元」の教科書を活用し
た授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」の改善案を示す。
第1節 新しい小学校社会科「情報単元」の教科書開発
本節では,第V章で開発した授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」をもとに新
しい小学校社会科「情報単元」の教科書開発を行う。
1 新しい「情報単元」の教科書開発
第V章で開発した授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」の実践では,既存の教
科書を使わずに授業を行つた。それは,第I章第 2節でも論じたように,現行の教科書が
子どもの実態に即したものとなつていないためである。平成20年版小学校学習指導要領で
は,情報産業の事例として「放送」と「新聞」をあげている。しかし,現実の子どもに必
要なのは,「インターネットで情報を発信している会社」についての理解を深めることであ
る。「インターネットで情報を発信している会社」を事例として取り上げた新しい「情報単
元」の教科書を開発しなければならない。そこで,第V章で開発した授業モデル「情報を
伝える会社とわたしたち」をもとに,新しい小学校社会科「情報単元」の教科書開発を行
う。
開発した新しい小学校社会科「情報単元」の教科書を,次に示す。
なお,ここに掲載する教科書には,そこで習得される知識と,事実の分析的検討で活用
される知識を明記している。(知識の具体については,本論文p.134に掲載している図Ⅵ・2‐1
「知識の構造図」を参照されたい。)
126
?
?
『
情報を伝える会社とわたし準ち
わたしたちのくらしを支える情報
インターネットを利薦
するしくみ
インタ 7ー・ツトを毒
用する簿籍1こは,イン
タ ネーットを導撻でき
るよう讀 /てくれ各金
鷲 (プロバイダ)こけ
もヽやくすることが難議
です。このプ8ノヽイダ
こ.インターネットで
構罐を棄機している1金
社な 理の会社です。
]よ象鑢 鯉 轟 総議|
¬
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
＝
?
?
?
?
「?
?
?
?
」
?
?
?
?
新間は.どうやって作られているのだろう。
1 新聞会社のしくみ
,,'「″′、―■■ドヽ 4■に,こ1●′ソ■ンで
峯茎t饉●
“
て■す|
鶴 ‐斃雛 亀三券
:難鷹轟:な動
鉤 顧 勒
職亀轟颯蹄
痰
'覇
おなきr しヽ 綸録
…
摯疼″,てふ熟
711醸摯奪翼,こうこ奉
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
事業0分新的性討で
すmO‐2-21
を運ぶトラツク
?
?
?
COO
?
?
?
?
【?
|:鷺驚鷲穐
1津する場所鍾よ||||:義‐
ま:「欄予量撃3尋鞘「
出調由いうていま二|■■ | ||
:3版の地域面
事姜の分機崎横討で
―
競撼 事築の分締饉機難で繁霧
¬CO
2 テレビ会社のしくみ
《鵞警擬・ミ{[:三:iヨ          :::::]
颯< :摯肇蝠
玲      幽 饉 幽 鰻 幽 鰺 慇 熙 轟
r.
?
?
?
?
??
【
?
?
?
?
?
?
??
騨 ‐t:書躍罐
等コマー シ,,レ驚凛してもヽ金貧饉け質懸}回
=1薦
勢胸崇轟し,Jゼーン幸lll縁■1畿社が島事鷲蒋を■.嗜寺て
轟曇l_.こt 最ヽ■.■0ご奎で螢替憲つく1魯..縦議le自酸:こ書マ■|
ル■ルを表選してい尋繊警薔.
弊マー ,■jを筆て
―
議しヽ尋饉せ、鷺い軍鎮奪毒=え
織事|≫に 義轟
や壼業,轟豊をつ籍手驚鞘t.て■くら籠■tl事すlt'議‐ 潜「
轟 F撃 電｀・る鍮毒｀ =マーシヤル議さ奮ま摯るこ■毎難つ=事
・ |
群た,手ど場議多く難a讐‐級奪な奎績、子|イ|が率轟ている書轟
勢コマ シーヤ:レ蓬褒議びるとい警iぶ==1轟
T絲各人驚鐵識1言
摯燃簿事1(い事琴基
」マ_喜t,■籍薫 嚢´蒸熱で舞纂奮奉摯憲機会ぶ標111年1霊
1越経で1まなく ポ:職轟ど曇1潟″して,釜奪黎を豊獄破=そ苺お
奎警機種を,く争ヽ いますこ
?
?
?
?
【?
???
なt NHKは受信料を集めて番組を作っているのだろう。
知絡 1‐t,C>1,2
晰‐
玲≪鷺嶽彎警籍]
∞
ト
3 インターネットで情報を発信している会社のしくみ
鷺蜻鋏
、くξ  ll彗 1摯1手警す1嗜 な
…
h∞臨 無料で情報を嬬 回 る のだろ飢
8
テレビ番纏情響
末ヽ予報
?
?
?
?
??
無枠 1■,か藤裁|
難彗通■1-31=つもヽて彗t築練筆=ホー ムベー ジ會舞書轟ことI=よつて:
広警が類難きれていることを維簿き悽る.
鑢 筆 誇 鶴
l「撃ギ銹'T・
議‐
1:11‐ 11雉
111■‐
=|■
‐■
津す■| |
壺|■● ||
議事■||■´
ン■■● .
1難i:秦菫1芝:11
1鷲,轟傘
:`‐舞購■す姜 暉薦レヽ
:碁 ジヽや^■●・・ 。■繊■
■ ●:恭‐ ■盤 鰺
1轟 押 午 |‐|
城1■1
嚢:,■
7●鷲||1摯|
鶴蕩
=||||■
17軍TT「丁i緒´｀「  々   :11111■|■織 ,ヽ|‐
農111
III■ 1,「11111「■■― ・
響
` 勢
斑,.チ′
'綺
繊ヤ埓■ri,漱鋼 摯ヽ舞笙ヽ 難It摯.kおヽ7●
^豪
爛藤 
“
,,議苺 鷲審■鍮 0'μ摯
m__鵜
蜆鐘i轟難紹雛豪等,
裁 裁奪=義難先嶽 な鐵 餞ゴ職認撻機 開麟二筆轟芸Ⅲl 2ヽ,■i■笙犠 孝警 機 摯 撻 F執
義 意譲,=姜鏡
`=
●■3-
●:ヽ12.1.,4■■棄
'表
●こと
“
議:
1■ヽ ‐4111崚:峯■|■嗜
",
饗 魔 鯉 1・4槻
?
?
?
?
等襲簿議新織機難で矯霧
?
?
?
?
??
???
?
?
?
?
【?
?
?
?
回 l
晰
瘍‐ ξ薫彗轡警黎] なぜ.オンライング ムー1会社のネクソンは,無料でグァムができるようにしているのだろう.
4ィr111ィflll
:群
=|:1■
..【‐|‐ 機‐.||‐轟‐|‐轟‐■‐濃|
????
?????
`||:|■
:・
01:Ⅲ′´´
'|■
|ヤ
IFNE'面iニケ
'|''11わ
べ■ジ
二‐■■■■無繊嘔トト1
?
?
?
?
??
?
?
『
「NEX側(ネクソン)」 が販売するポイントカード
瘍《苺幹|1維垂」
鶉≪螺轟曹ヨ:撃::彗劉
(雛)
知識⑤
“
については,子どもの実雄に応じて実施.
その際は,オンラインゲームの登録糧面を資料として―使用する。
漏議キゲー贅ごヨイ銭盆i鍮年鶴誤
`む
識護tあt
攀棲:感ζ議 鑽7簿=籟中霧機 甕魏懸r夢
霜と、義″0■で
'意
畜すヽ 2‐摯)'・ム●■ごユニ墨苺りしイ継鋼tyr
9メイブルス|‐tJ―
ゲー颯め織イント
“
妻恥デイテtttゆτなん0すかマ
ギず,■ ■―ツー0,ボイン,アイ髯凛りまな揆t'■
`''―
て,シヤレ
「NEXON(ネクソン)Jの無料のしくみ
事纂の分析織崚村で着用
事実の分析崎1検討で活需
CO
∞
4 情報社会の未来を書えよう
なぜ,新聞や:テレビの広告贅1まへつ―てい|るのに,イ
ンタ ネーットの広告贅|ま鼈えているのだ五う。_
購難
機 会機鏡 鐵機
?
?
?
?
??
CO
Φ
?
?
?
?
【?
儡躙 輻 判
どの方法が‐機 いか,犠て■ようo
l,それぞれの方法を選ぶこ.,こんなことがおこるが未業を予測しまレ
`う
o
11111111‐
||
轟藁|とこ議轟:凛1轟二轟:=■1轟|ト
蓮識二:筆塞轟華:霧:藁舞11誓
2。 それぞれの方法の未来予灘な らべて,それぞれの方法の康ll嵐簡題点を見つけましょう。
|を1轟 こ
=:1嵐
:‐篠|
舞オ|ず:ヽ
3.それぞれの方法の農|‐ヽ点,鏡霧点をもとに,より鶴題点参すくない薄法を奮えましょう■
?
?
?
?
??
?
?
?
第Ⅵ章第1節
【出典一覧】
①朝日新聞DIGITAL HP『朝日新聞 2013年12月16日朝刊』
Khttp://wwvrasahi.com/shimen/20131216D
②富士通HP Chttp:〃Ww".fmworld.net/productねard/pcpm0709/fmg/tvAndex.htmD
③富士通HPCttp://pr.地jitsu.comttpノnews/2009/10/13‐2.htmD
④加藤幸次,明石要一はか32名『小学生の社会5下』日本文教出版 2012.6 pp.8‐9
⑤加藤幸次,明石要一ほか32名『小学生の社会5下』日本文教出版 2012.6 p.8
⑥清水毅四郎ほか23名『小学社会5年下』日本文教出版 2012.6 p.59
⑦朝日プリンテックHPQttpツ/www.asahi‐pt.co.ip/1Congaku/process.htmD
③朝日プリンテックHPChttp:〃www.asahi‐pt.cojp/corporate/hanshin.htmD
⑨帝国書院HP
Chttp://www.teikokushoin.co.jp/statisticttapan WOrldttapan/m昴ゎlaiゴ28.htm)
⑩朝日新聞DIGITAL HP『朝日新聞 2013年12月17日朝刊』
(http:〃www.asahi.com/shimen/20131217め
①朝日プリンテックHPChttp:〃www.asahilpt.cojp/kengalcu/process.htmD
⑫清水毅四郎ほか23名『小学社会5年下』日本文教出版 2012.6 p.48
⑬テレビ朝日HPChttpソwww.tv‐asahi.co.jp/aibou/story′0009め
⑭日本テレビHPChttpソwww.ntyco.jp/q/Oa/20131013/01.html)
⑮フジテレビHPKhttpイWww.鋼itVCO.jp/fnnspealc/index.htmD
⑩日本テレビHPChttp:〃ww‐y位co.jp/conan/speda1/specia104.htmD
①フジテレビHPChttp:〃www.働卓t■co.jpハ[USICFAIR/sedist121208.html)
⑬TBSテレビHPQttp:〃Ww‐tbsoco.jp/sebaお‐asiaノga■eryttw/g0908w_11.html■photo)
⑩Calbee HPChttpツ′www.calbee,cojpノcmんndex.php)
④清水毅四郎ほか23名『小学社会5年下』日本文教出版 2012.6 p.53
④清水毅四郎ほか23名『小学社会5年下』日本文教出版 2012.6 p.53
②NllK HP(httpノWWvrnhk.or.jp/shuwaAndex.htmD
④NHK HPChttp7/Www3.nhk.or.jp/news/htmV20131210′t100137147010 0.htmD
②NHKHPKhttpS:〃cgi2.nhk.or.jpノgogaku/russian/tv/h
④NI‐IK HPQttp:〃ww‐nhk.or.jp/1cids/program/okaasan.htmD
④NFIK HPQttp:〃www.nhk.or.jp/doutoku/ganko′shiryou/2013_030_01_shiryou.htmD
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②福井県鯖江市HPQttp7/www.citysabae.fukuijp/page宙ew html?id=319め
④NHK HPChttpソ′Wwwl.nhk.or.jp/amachan/story/26.htmD
④Yahoo HPKhttpイwww.yahoo.co.jpめ
⑩総務省HP「情報白書 for Kids」より戸田作成
Qttp7/www.soumu.gojp巧hotttSusiゴkids/internet/statisticsAnternet 02.htmD
①任天堂HPCttp7加ww.nintendo.cojp/wii/index.htmD
⑫Sony PlayStation HPChttp:〃wwwjp.playstation,com/psvita/hardware)
.①SQUARE ENIX HPChttpソww‐dqxjp/wiilD
⑭Sony PlayStation HPChttpツノww‐jp.playstationocom/software/titleハシ巧m35052.html)
⑮NEXON HPCttpイwww.nexon.cojpD
①hTEXON HP⊂ttp:〃maplestorynexonicO.jp/about/about.asp)
(DNEXON HPChttp7/maplestorynexon.co.jpノabout/fre .asp)
①N]XON HP
Cttps■pOint.nexon.cojp/main/campaign/nexon20121214/campaignlnputForm.asp)
⑩矢野恒太記念会編『日本国勢図会』矢野恒太記念会 2012.6 p.429
⑩TOYOTAHPChttp://toyota.jp/mo宙eAndex htmlbtOpid=men■id〓665356066002)
①日本新聞協会HP「新聞社の総売上高の推移」より戸田作成
Chttp:〃ww‐pressnet.orjp/datattnance/financ001.php)
⑫日本新聞協会HP「新聞の発行部数と普及度」より戸田作成
Cttp:〃www.pressnet.or.jpノdataたi culatioゴc rculation05,php)
142
第Ⅵ章 第2節
第 2節 新しい小学校社会科「情報単元」の教科書を活用する授業モデル「情報を伝える
会社とわたしたち」
本節では,前節で示した新しい小学校社会科「情報単元」の教科書を活用する授業モデ
ル「情報を伝える会社とわたしたち」を開発する。
1 授業モデル改善の視点
前章で分析した授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」の課題をもとに,授業モ
デル改善の視点として,次の三点を設定する。
(1) 「探究 I」 における知識の習得
(2)事実の分析的検討における子どもの思考を促す教師の手立て
(3)子どもの事実の分析的検討を見取る手立て
(1)「探究 I」 における知識の習得
第V章で開発した授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」の実践では,「探究 I」
での知識の習得が不十分であるという課題が明らかとなつた。授業モデルでは,知識の構
造図を作成し,構造化された知識の習得を目指していた。この知識の構造図が機能しなか
ったのは,実際の授業のどの部分でどの知識が習得されるのかを明らかにしていなかつた
ためである。授業の目標として設定されている説明的知識を習得するためには,その下位
の知識の習得が不可欠である。下位から上位へ知識が構造的に習得させることができるよ
うに問いを設定し,学習指導案に明示する。また,知識の構造図と学習指導案が対応され
るように,各知識に記号付けを行う。
(2)事実の分析的検討における子どもの思考を促す教師の手立て
第V章で開発した授業モデル「情報を伝える会社とわたしたち」は,第Ⅱ章第 2節で明
らかにした事実の分析的検討の理念型をもとに,意志決定場面の学習過程を「問題表現と
問題理解」場面,「解決策の提案」場面,晴子決策の吟味」場面,賄牢決策の再構成」場面,
「解決策の選択」場面とわけ,学習を展開した。しかし,「解決策の提案」場面での「類推」
を行わせるためにはどうすればよいか,「解決策の吟味」場面で「未来予測」させるために
はどうすればよいかといつた教師の手立てが十分に組み込まれていなかった。事実の分析
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的検討における「類推」「未来予測」「比較」「統合」といった子どもの思考を促すための教
師の手立てを明確にする。
(3)子どもの事実の分析的検討を見取る手立て
「意志決定」学習では,子どもが精緻化された事実の分析的検討を行えているかが重要
となる。前章でも述べたように,第V章で開発した授業モデル「情報を伝える会社とわた
したち」の意志決定場面で使用したワークシートでは,事実の分析的検討の過程を教師が
見取ることができないものとなっていた。賄子決策の提案」場面においてどのような知識を
活用して「類推」を行つたか, 晴弔決策の吟味」場面において子どもがどんな「未来予測」
を行つたかといつた,事実の分析的検討における子どもの思考が見えるワークシートとし
なければならない。ワークシー ト作成にあたつて,次の五点を取り入れることとする。(ワ
ークシートの具体については,p.168に示す。)
① 解決策を書かせる部分を作る。それによつて,子どもがどのような知識を活用して
「類推」を行つたかが見えるようにする。
② 解決策を選択することによつて,要素ごとにどのような変化が起こるかを書かせる
部分を作る。それによつて,子どもがどのような「未来予測」を行つたかが見えるよ
うにする。
③ 対立する角卒決策についても「未来予測」させ,書かせる部分を作る。一つの解決策
だけではなく,複数の解決策についても考えさせることによつて,解決策の「比較」
が行えるようにする。
④ それぞれの解決策の「価値」「問題点」を書かせる部分を作る。③で行つた「比較」
によつて,解決策の「価値」「問題点」を明確にできているかを見えるようにする。
⑤ 意志決定の際に,解決策を選択した理由を書かせる部分を作る。それによつて,意
志決定の際に子どもが何を判断基準としたかが見えるようにする。
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2 単元について
(1)単元名「情報を伝える会社とわたしたち」
(2)単元の目標
・新聞,テレビ,インターネットのサイ トが,利益を得るしくみ (※1)を調べる活動を
とおして,メデイアを使って適切に情報を受け取ることに関心をもつ。
。「探究 I」(第1時から第9時)で習得した知識を活用して,
事実の分析をとおして判断することができる。
【関心・意欲・態度】
新聞社の今後の取組について,
。新聞,テレビ,インターネットのサイトが利益を得るしくみ
書資料,映像資料を活用して調べることができる。
・新聞,テレビ,インターネットのサイトが,利益を得るしくみ
【思考・判断・表現】
(※1)を,統計資料,文
【資料活用の技能】
(※1)を理解できる。
【知識 。理解】
(※1については1図Ⅵ-2-1「知識の構造図」を参照)
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【習得される説明的知識0】
インタ ネーットは、利用者が必要なときに、いつでも広告を見せることができる。また,インターネットの利用者も増えてきている。そのため、新
聞やテレビよりもインターネットに広告を出そうとする広告主が増え、インターネットの広告収入が増えてきている。
情報を発信している会社は、会社にとって利益となるものを得るために、情報を作り、発信している。
曙 得されるJBH的知識0】
オンラインゲーム会社のネクソ
ンは,有料のサービスの購入者
を増やすために,ゲー ムを無ホ1
にすることによつて,全体の利
用者を増やそうとしている。
【習得される説明的知識④】
ヤフーは、広告収入によって
運営されてヽヽる会社である。
サイトの利用者を増やし、多
くの人に情報と一緒に広告
を見てもらうようにするた
めに、情報を無料で見られる
ようにしてヽヽる。
【習得される説明的知識②】
民放は広告主からの、広告収入
によつて会IIを運営している。
広告主は、番組と一緒に広告
lCMlを見てもらうことによっ
て、商品の売り上げを増やそう
としている。そのため、多くの
人に番組を見てもらうために、
無ホ十で見られるようにしてい
【習得される説明的知識O】
IIHKは、広告主に左右されな
い番組や、見る人が少なぃけ
れどもためになると思われる
番組を作るために、広告収入
ではなく受信料を集めること
によって、番組作りをしてい
る。
【習得されるJHH的知識①】
新聞社では、新間を作るために、多
くの人が働いている。また、新聞を
印刷したり、輸送したりするのにも
お金が必要である。そのため、新聞
社は有料で新間を販売することによ
って、会社を運営している
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図Ⅵ-2-1 知識の構造図
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(3)単元計画(全10時間)
過程 口寺 主な問い 日標
習得される
下位の知識
?
?
?
?
?
2
私たちは,知りたい情報
を, どのようにして調べて
いるのだろう。
生活の中で,多くの情報をいろいろな手
段 (新聞,テレビ,インターネット,ラジ
オ)で手に入れていることを知る。
新聞で情報を調べるにはお金がかかり,
テレビやインターネット(Yahoo)で情報を
調べるのは無料でできることを知る。
なぜ,有料で情報
会社があるのだろ
を発信している会社と,無料で発信して
つ。
い る
3
4
なぜ,新聞は,有料なの
だろう。
【習得される説明的知識①】
新聞社は,新聞を作るのに,多くの人が
関わつている。また,新聞を印昴Jしたり,
輸送したりするのにもお金がかかる。その
ため,新聞社は有料で新聞を販売すること
によつて,会社を運営していることを理解
する。
①-1-1
①-1-2
①-2-1
①-2-2
②-2-3
5
なぜ,民放のテレビ局は,
無料で番組を放送している
のだろう。
【習得される説明的知識②】
民放は広告主からの広告収入によつて運
営されている。広告主は,番組と一緒に広
告(CM)を見てもらうことによつて,商品の
売り上げを増やそうとしている。そのため,
多くの人に番組を見てもらうために,無料
で放送していることを理解する。
②-1-1
②-1-2
②-2-1
6
なぜ,NHKは,受信料で
運営されているのだろう。
【習得される説明的知識③】
NHKは,広告主に左右されない番組や,
見る人が少ないけれどもためになると思わ
③-1-1
③-1-2
③-1-3
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れる番組を作るので,広告収入ではなく受
信料を集めることによつて,番組作りをし
ていることを理解する。
③-2-1
7
なぜ,ヤフーは,情報を
無料で見られるようにして
いるのだろう。
【習得される説明的知識④】
ャフーは,広告収入によつて運営されて
いる会社である。サイトの利用者を増やし,
多くの人に情報と一緒に広告を見てもうよ
うにするために,情報を無料で見られるよ
うにしていることを理角子する。
④-1-1
④-1-2
④-1-3
④-2-1
8
なぜ,オンラインゲーム
会社のネクソンは,無料で
ゲームができるようにして
いるのだろう。
【習得される説明的知識⑤】
オンライングーム会社のネクソンは,有
料のサービスの購入者を増やすために,ゲ
ームを無料にすることによつて,全体の利
用者を増やそうとしていることを理解す
る。
⑤-1-1
⑤-1-2
⑤-2-1
(⑤-3-1)
(⑤-3-2)
?
?
?
?
?
9
なぜ,新聞やテレビの広
告費は減つているのに,イ
ンターネットの広告費は増
えているのだろう。
【深まった問いの探究】
【習得される説明的知識⑥】
インターネットは,利用者が必要なとき
に,いつでも広告を見せることができる。
また,インターネットの利用者数も増えて
きている。そのため,新聞やテレビよりも,
インターネットに広告を出そうとする広告
主が増え,インターネットの広告収入が増
えてきていることを理解する。
??
?
?
?
?
今後,新聞社は,売り上
げを増やすためにどんな取
組をすればよいのだろう
か。【価値判断・意志決定】
これまでに習得した知識を活用して,新
聞社が売り上げを増やすためにどのような
取組をすればよいかを,事実の分析的検討
をとおして判断することができる。
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3 学習指導案
(1)第1・2時
①目標
。生活の中で,多くの情報をいろいろな手段 (新聞,テレビ,インターネット,ラジオ)
で手に入れていることを知る。                      【知識】
。新聞で情報を調べるにはお金がかかり,テレビやインターネット (ヤフー )で情報を調
べるのは無料でできることを知る。                   【知識】
②学習展開(情報教科書p.1)
学習活動
○主な発問
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
学
習
課
題
の
発
見
?
?
?
身の周 りには, ど
のような情報があ
るか考える。
情報の入手方法を
考える。
◇わたしたちは,
毎日たくさんの情
報に囲まれてくら
しています。
○どのような情報
が身の周りにはあ
りますか。
◇身の周りには,
いろいろな情報が
ありますね。
○それでは,皆さ
んはこれらの情報
を, どうやつて手
に入れています
か。
・テレビでニュー
スを見るよ。
・朝は天気予報を
見るよ。
・家族がスーパー
の安売りの広告を
見ていたよ。
。新しいゲームの
情報もあるね。
・テレビのCMも
情報だね。
・テレビ
。新聞
・ラジオ
・ノくソコン
・スマー トフオン
。人に聞く
・子 どもに自由に
言わせることで,
たくさんの情報を
活用 して生活 して
いることに気づか
せる。
。具体的な情報を
あげて,その情報
をどうやつて手に
入れているか考え
られ るようにす
る。
*新聞紙
*テレビ
*新聞の折り込み
広告
☆生活の中で,多
くの情報をいろい
ろな手段 (新聞,
テレビ,インター
ネット,ラジオ)
で手に入れている
ことを知る。
【知識】
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*パソコン
☆新聞で情報を調
べるにはお金がか
かり,テレビやイ
ンターネット (ヤ
フー)で情報を調
べるのは無料でで
きることを知る。
【知識】
。実際にインター
ネットを使わせる
ことによつて,家
庭でインターネッ
トを使用していな
い子 どもにも,イ
ンターネットによ
って様々な情報が
調べ られることが
わか るよ うにす
る。
。新聞をとつてい
ない理由を考えさ
せることで,新聞
紙はお金がかかる
こ とに気づ かせ
る。
・インターネット
のプロバイダと情
報を発信している
会社は別であるこ
とを説明する。
・ニュースを見る
ことができるよ。
・テレビ番組の情
報 ものっている
よ。
・調べたい言葉を
入れれば,その情
報が出てくるよ。
・地図も見ること
ができるんだね。
・うちではとつて
いるよ。
・うちはとつてい
ないな。
・お金がかかる。
,テレビやインタ
ーネットで調べる
ことができる。
インターネットを
使って,情報を調
べる。
新聞とテレビ,イ
ンターネットの違
いを考える。
単元の学習課題を
設定する。
◇今日は,インタ
ーネットのヤフー
というサイ トを使
つて情報を調べて
みましょう。
◇皆さんのおうち
では新聞をとって
いますか。
○なぜ,新聞をと
っていないのです
か。
◇新聞紙は,お金
で買うことができ
たね。
◇テレビやインタ
ーネ ットを見て
も,お金が必要に
はならなかつた
ね。
【単元をつらぬく問い】
なぜ,有料で情報を発信している会社と,
会社があるのだろう。
無料で発信している
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(2)第3・4時
①目標
。新聞社では,新間を作るために,多くの人が働いている。また,新聞を印刷したり,輸
送したりするのにもお金が必要である。そのため,新聞社は有料で新聞を販売すること
によつて,会社を運営していることがわかる。               I理解】
②学習展開(情報教科書pp.2-4)
学習活動
○主な発間
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
※習得する知識
学
習
課
題
の
発
見
?
?
?
新間にいろいろな
情報が載つている
ことを確認する。
学習課題を把握す
る。
○新聞には,どん
な情報が載つてい
ますか。
◇テレビやインタ
ーネットは無料で
見られるけど,新
聞は有料で売られ
ていたね。
テレビ番組情報
ニュース
スポーツ情報
・新聞を家庭でと
っていない子ども
もいるので,実際
に読ませることに
ょつて,様々 な情
報が載っているこ
とを確認させる。
・前時の学習を振
り返らせる。
*新聞紙
学
習
課
題
の
探
究
なぜ,新聞は,有料なのだろう。
予想をする。 ○新聞が有料で売
られている理由を
考えましょう。
。紙のお金がかか
るから。
・働いている人の
給料を払わなけれ
ばならないから。
・作る機械にお金
がかかるから。
。出てきた意見(予
想)をグルー ピン
グすることによつ
て,仮説に高めさ
せる。
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学
習
検証(1)をする。 ◇それでは,まず
新聞が, どうやつ
て作 られ てい る
か,調べてみまし
ょう。
○新聞を作るため
には,どんな仕事
が必要かな。
◇教科書で調べて
みましょう。
【知識①-2】
・どうやつて作つ
ているんだろう。
・どんな機械を使
っているのだ ろ
う。
・ニュースを調ベ
ないといけない。
,印刷が必要だ。
・どこにどんな記
事 を書 くか決 め
る。
・朝日新聞社には,
約 2000人の記者
がいるんだね。
・たくさんの人が
働いているね。
・機械もたくさん
使われているね。
。国語で学習した
新聞の作り方を参
考にして考えさせ
るようにする。
・情報教科書を用
いて,制作過程 ,
記者の人数を確認
させる。
*可能であれば,
新聞社の見学を実
施する。
*情報教科書
※知識「①-2-1」
※知識「①-2-3」
検証(2をする。 ◇ここに2枚の新
聞紙があります。
同 じ日の新聞で
す。気づくことは
ありますか。
○なぜ,同じ日の
新聞なのに,記事
の内容が違う新聞
があるので しょ
う。
。書いてある文字
が違う。
・写真が違う。
・作つている場所
が違うのかな。
。一つは見本で,
実際には配つてい
ないんじゃないか
な。
。違いがわかるよ
うに,新聞紙の一
面を見せて,比較
させる。
*阪神版(14版),
但馬版(13版)の新
聞紙
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◇2種類の新聞を
見比べて,記事の
内容が違う新聞が
ある理由を発見し
よう。
○なぜ阪神と但馬
には違う新聞を配
つているのかな。
【知識①-1】
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。「13版Jには但
馬のページがある
よ。
・「14版」には阪
神のページがある
よ。
。どちらも阪神工
場で印刷されてい
るんだね。
・家の近くに,新
聞を配達するお店
があるよ。
。そこまで阪神工
場から運ばれてく
るんだね。
・班ごとに2種類
の新聞紙を渡 し,
実物を見て理由を
探させるようにす
る。
・情報教科書を使
って,阪神版,但
馬版 とも阪神工場
で印刷されている
こ とに気づ かせ
る。
※知識「①-1-1」
※知識「①-1-2」
*情報教科書
※知識「①-2‐2」
?
?
?
?
?
?
?
☆ 【習得される説
明的知識①】が習
得できているか。
【理解】
・検証(1),検証(2)
をもとに,答えを
まとめさせるよう
にする。
○なぜ,新聞は,
有料なのですか,
これまでの学習を
もとに,答えをノ
ー トにまとめまし
ょう。
学習課題に対する
答えを考える。
学習課題の答えを
まとめる。
【習得される説明的知識①】
新聞社では,新聞を作るために,多くの人が働いている。ま
た,新聞を印刷したり,輸送したりするのにもお金が必要であ
る。そのため,新聞社は有料で新聞を販売している。
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(3)第5時
①目標
。民放は広告主からの広告収入によつて会社を運営している。広告主は,番組と一緒に広
告(ChOを見てもらうことによつて,商品の売り上げを増やそうとしている。そのため,
多くの人に番組を見てもらうために,無料で放送していることがわかる。   【理解】
②学習展開(情報教科書pp.5-6)
学習活動
○主な発問
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
※習得する知識
学
習
課
題
の
発
見
?
?
?
いろいろなテレビ
局があることを知
る。
民間放送について
知る。
学習課題を把握す
る。
◇テレビは見たこ
とがあると思うけ
ど,何というテレ
ビ局があるか知っ
ているかな。
◇NHK以外のテ
レビ局のことを,
民間放送といいま
す。
◇民間放送を見る
の に , お 金 は か か
らないね。
・フジテレビ
。テレビ朝日
・日本テレビ
。TBS
・サンテレビ
。NHK
・番組を作るのに
はお金がかかるだ
ろうな。
・出てこない場合
は,チャンネルで
考えさせる。
・受信料が出てき
た場合は,受信料
はNHKが集めて
いるものであるこ
とをおさえる。
・前時の学習をふ
まえ,番組を作る
のにはお金がかか
ることに気づかせ
る。
学
習
課
題
の
探
究
なぜ, も間放送のテレビ局は,無料で番組を放送しているのビろう。
予想をする。 ○民間放送のテレ
ビ局が,無料で番
組を放送している
理由を考えましょ
う。
。民間放送は CM
が流れ るけ ど ,
NHKはCMが流
れないよ。
・CMが関係 して
いるのかな。
。予想ができない
子 どもに対 して
は,NHKと民間
放送を比較して考
えさえるようにす
る。
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?
?
?
?
?
?
?
検証をする。 ◇民間放送には
CMが流れている
けど, どんなCM
があつたかな。
○なぜ,民間放送
はCMを流すのだ
ろう。【知識②曖】
○なぜ,有料じゃ
なくて,無料にし
ているのかな。
【知識②-1】
。お菓子
・ゲーム
・電気製品
・車
。CMを流すと,
その会社からお金
がもらえるんじゃ
ないかな。
・無料の方が見る
人が増えるよ。
・CMを出す会社
は,たくさんの人
にCMを見てもら
いたいね。
・だから,テレビ
は視聴率が大切な
んだね。
。自由に発表させ ,
様々なCMが流れ
ていることに気づ
かせる。
,CMを見てその
商品を買つた経験
を想起 させ,CM
がその商品の人気
に影響 しているこ
とに気づかせる。
・文書資料から,
CMの役割に気づ
かせる。
*テレビ(CM)
※知識「②-2-1」
*グラフ「コマー
シャルを出してい
る会社の内わけ」
(情報教科書)
*文書資料「コマ
ーシャルの役わ
り」(情報教科書)
※知識「②-1-2」
※知識「②-1-1」
学
習
の
ま
と
め
学習課題に対する
答えを考える。
学習課題の答えを
まとめる。
○なぜ,民間放送
は無料で番組を放
送しているのです
か,これまでの学
習をもとに,答え
をノートにまとめ
ましょう。
'検証をもとに ,
答えをまとめさせ
るようにする。
☆ I習得される説
明的知識②】が習
得できているか。
【理解】
【習得される
民間放送は
主は,番組と
の売り上げを
を見てもらう
説明的知識②】
広告主からの広告収入で番組を作つ
一緒に広告(CM)を見てもらうことに
増やそうとしてしヽる。そのため,多
ために,無料で番組を放送している
ている。広告
よって,商品
くの人に番組
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(4)第6時
①目標
。LTHKは,広告主に左右されない番組や,見る人が少ないけれどもためになると思われる
番組を作るので,広告収入ではなく受信料を集めることによつて,番組作りをしている
ことがわかる。                                【理解】
②学習展開(情報教科書pp.6-7)
学習活動
○主な発間
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
※習得する知識
学
習
課
題
の
発
見
?
?
?
受信料について知
る。
NHKと民間放送
を比較する。
学習課題を把握す
る。
◇NHKはどうや
つて番組を作つて
いたかな。
◇民間放送は ,
CMを流して広告
主から広告料をも
らつて番組を作つ
ていたね。
・NHKには,受
信料を払わないと
いけない。
・NHKもCル1を
流したらいいのに
な。
。なぜ,NHKは
CMを流さないの
だろう。
。前時で習得した
知識と,NHKと
の比較によつて,
学習課題を発見で
きるようにする。
*情報教科書
※知識「③-1-3」
※知識「③-2-1」
学
習
課
題
の
探
究
なぜ blHKは,受信料を集めて番組を作つているのだろ
??
予想をする。 ONHKが,CMを
流さずに,受信料
を集めて番組を作
つている理由を考
えましょう。
・NHKはあまり
見ないな。
・NEKが放送し
ている番組が関係
しているのかな。
・受信料で番組を
作ると,広告主が
いないから視聴率
を気にしなくてい
'予想ができない
子 どもに対 して
は,民間放送 と
NHKの番組を比
較させて考えさせ
るようにする。
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学習
課
題
の
探
究
検証をする。 ◇NHKでは, ど
のような番組が放
送 されているの
か,調べてみまし
ょう。【知識01】
◇なぜ,NHKは
広告収入で番組を
作 らないのです
か。  は口識02】
放送されている。 '
。私たちはあまり
見ないけど, 日の
悪い人には必要な
番組だね。
・日の悪い人はそ
んなにたくさんい
ないから,視聴率
は増えないね。
・広告主がいると,
視聴率が低い番組
は作つてもらえな
くなるよ。
。新聞のテレビ欄
を使 って, NHK
が見る人が少ない
けれどもためにな
る番組を作つてい
ることに気づかせ
る。
。前時の学習から,
民間放送は広告主
がいるために番組
の視聴率が大切で
あることを想起さ
せる。
*新聞紙(テレビ
番組表)
※知識「③-1-2」
※知識「③-1-1」
学
習
の
ま
と
め
学習課題に対する
答えを考える。
学習課題の答えを
まとめる。
○なぜ,民間放送
は無料で番組を放
送しているのです
か,これまでの学
習をもとに,答え
をノー トにまとめ
ましょう。
・検証をもとに ,
答えをまとめさせ
るようにする。
☆「習得される説
明的知識③」が習
得できているか。
【理解l
【習得される
NHKは,
れどもために
く受信料を集
説明的知識③】
広告主に左右されない番組や,見る
なると思われる番組を作るので,広
めることによつて,番組を作つてし｀
人が少ないけ
告収入ではな
る。
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(5)第7時
①目標
・ャフーは,広告収入によつて運営されている企業である。サイトの利用者を増やし,多
くの人に情報と一緒に広告を見てもうようにするために,情報を無料で提供しているこ
とがわかる。 【理解】
②学習展開(情報教科書pp.8-9)
学習活動
○主な発問
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
※習得する知識
学
習
課
題
の
発
見
?
?
?
ヤ フーが無料 で
様々な情報を提供
していることを知
る。
ヤフーが営利企業
であ ることを知
る。
学習課題を把握す
る。
◇今日は,インタ
ーネットのヤフー
という会社が作つ
ているページを見
ましょう。
○どんな情報がの
つていますか。
○ヤフーは,年間
いくらくらいの売
上げがあるか知っ
ていますか。
◇今,いろいろな
情報を知ることが
できたけど,ヤフ
ーは無料で情報が
見られるようにし
ているね。
・天気予報がのつ
ている。
・ニュースも見ら
れるよ。
。地図も見ること
ができるね。
。いくらくらいだ
ろう。
。どうやつてヤフ
ーはお金をかせい
でいるのかな。
。新聞やテレビと
同じように,たく
さんの情報が見ら
れることに気づか
せる。
。年間約 3500億
円の売上げがある
ことに気づかせ
る。
*インターネット
が利用できるパソ
コン
*情報教科書
※知識「④-2-1」
なぜ, ヤフーは,情報を無料で見られるようにしているのだろう。
予想をする。 ○ヤフーが,情報
を無料で見られる
・テレビみたいに,
広告を出している
・考えられない子
どもには,これま
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学
習
課
題
の
探
究
検証する。
ようにしている理
由を考えま しょ
う。
○ヤフーは,どう
やって稼いでいる
のかな。インター
ネットのヤフーの
ページを見てみよ
う。 【知識④-2】
○無料にすると,
有料にするより,
いいことがあるの
ですか。
【知識④・1】
から,無料にして
いるんじゃないか
な。
・写真がのってい
るよ。
・広告じゃないか
な。
・テレビと同じし
くみだね。
・無料にすると,
使う人が増える
ね。
・広告主はたくさ
んの人に見てもら
いたいね。
でに習得した知識
を活用するように
促す。
・複数のページを
見せ,広告が出て
いることに気づか
せる。
・ヤフーの売上げ
の約 7割は広告費
であることに気づ
かせる。
・無料にしている
利点を,民放で習
得した 【習得され
る説明的】と関連
づけて考えられる
ようにする。
*ヤフーのサイ
※知識「④‐1・2」
※知識「④‐1‐3」
※知識「④‐1‐1」
学
習
の
ま
と
め
学習課題に対する
答えを考える。
学習課題の答えを
まとめる。
○なぜ,民間放送
は無料で番組を放
送しているのです
か,これまでの学
習をもとに,答え
をノートにまとめ
ましょう。
。検証をもとに,
答えをまとめさせ
るようにする。
☆「習得される説
明的知識④」が習
得できているか。
【理解】
【習得される説明的知識④】
ヤフーは,広告収入によつて運営されている会
用者を増やし,多くの人に情報と一緒に広告を見
するために,情報を無料で見られるようにしてい
'
社である。利
てもうように
う。
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(6)第8時
①目標
。オンラインゲーム会社のネクソンは,有料のサービスの購入者を増やすために,ゲー ム
を無料にすることによつて,全体の利用者を増やそうとしていることがわかる。
【理解】
②学習展開(情報教科書pp.10-11)
学習活動
○主な発問
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
※習得する知識
学
習
課
題
の
発
見
?
?
?
。オンラインゲー
ムが無料でできる
ことを知る。
学習課題を把握す
る。
◇次の CMを見て
くださυヽ。
OCMに出てくる2
種類のゲームの違
いは何ですか。
・ゲームのCMだ。
。あのゲームはや
ったことがある
よ。
・片方はゲームソ
フトを買つてする
ゲームで,片方は
インターネットで
するゲームだよ。
・片方はお金がか
かるけど,片方は
無料つて言つてい
たよ。
・CMに出てくる
ゲームの値段に注
目させるようにす
る。
*CM(市販のゲー
ムとオンラインゲ
ニム)
※知識「⑤-2-1」
学
習
課
題
の
探
究
予想をする。
なぜ,オンライングーム会社のネクソンは,
無料でゲームができるようにしているのだろう。
○ネクソンが,無
料でゲームができ
るようにしている
理由を考えましょ
う。
。使 うと,どこか
でお金がかかるん
じゃないかな。
・広告がどこかに
あるのかな。
・考えられない子
どもには, これま
でに習得した知識
を活用するように
促す。
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学
習
課
題
の
探
究
検証する。 ○ネクソンは, ど
うやって利益をあ
げているのでしょ
う。【知識⑤・1】
◇ネクソンのペー
ジを見て調べてみ
ましょう。
○このカードを知
っていますか。
○無料にすると,
有料にするより,
いいことがあるの
ですか。
【知識⑤・2】
。基本アイテムは
無料だけど,ポイ
ントは有料つて書
いてあるよ。
・アイテムは,ポ
イントと交換でき
るよ。
'コンビニで売つ
ていたよ。
・ポイントは,お
店で売つているん
だね。
。無料にすると利
用者が増える。
。ネクソンのペー
ジを実際に見せ
て,調べさせるよ
うにする。
。実際のお金を使
ってゲームのアイ
テムが購入できる
ことに気づかせ
る。
・利用者が増える
と,それだけ有料
サービスの購入者
が増えることに気
づかせる。
※知識「⑤-1-2」
*インターネット
(ネクソン)
*情報教科書
*コンビニで販売
されているオンラ
イングームのポイ
ントカード
※知識「⑤-1-1」
学
習
の
ま
と
め
学習課題に対する
答えを考える。
学習課題の答えを
まとめる。
○なぜ,ネクソン
は無料でゲームが
できるようにして
いるのですか。こ
れまでの学習をも
とに,答えをノー
トにまとめましょ
う。
,検証をもとに,
答えをまとめさせ
るようにする。
☆「習得される説
明的知識⑤」が習
得できているか。
【理解】
【習得される説明的知識⑤】
オンライングーム会社のネクソンは,有料のサ
者を増やすために,ゲー ムを無料にすることによ
利用者を増やそうとしている。
―ビスの購入
って,全体の
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(7)第9時
①目標
・インターネットは,利用者が必要なときに,いつでも広告を見せることができる。また,
インターネットの利用者数も増えてきている。そのため,新聞やテレビよりも,インタ
ーネットに広告を出そうとする広告主が増え,インターネットの広告収入が増えてきて
いることがわかる。                        【知識。理解】
②学習展開(情報教科書p.12)
学習活動
○主な発問
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
※習得する知識
学
習
課
題
の
発
見
?
?
?
これまでの復習を
する。
学習課題を把握す
る。
◇新聞やテレビ,
インターネットで
情報を発信してい
る会社は,広告を
出して収入をえて
いましたね。
◇次のグラフを見
てください。
○このグラフから
どんなことがわか
りますか。
。テレビの広告費
が一番多い。
・新聞もテレビも,
2000年から広告
費が減つてきてい
る。
。インターネット
の広告費だけ増え
てきている。
,前時までに習得
した「習得される
説明的知識」の確
認をさせる。
。まず,グラフの
基本情報範名,縦
軸横軸,単位,出
典)をおさえる。
・出てこなければ,
教師から発問して
出させるようにす
る。
*グラフ「日本の
広告費のうつりか
わり」
?
?
?
ぜ,新聞やテレビの広告収入は減つているのに,
ンターネットの広告収入は増えているのだろう。
予想をする。 ○インターネット
の広告費が増えて
・インターネット
の利用者が増えて
・ヤフーの学習(第
7時)で習得した知
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学
習
課
題
の
探
究
検証する。
きている理由を考
えましょう。
○インターネット
を利用する人は,
増えているのです
か。
○利用者数の他に
インターネットに
広告を出す方が良
いことがあります
か。
いるから。
・教科書に載つて
いたよ。
・インターネット
の利用者は増えて
いたよ。
・インターネット
だと,調べた言葉
に関係する広告を
出せるよ。
。その方が,買つ
てもらえるかもし
れないね。
識を活用して考え
させ るようにす
る。
。新聞,テレビの
広告と比較するこ
とによつて,イン
ターネット広告の
利点に気づかせる
ようにする。
*グラフ「インタ
ーネットの利用者
数」
(情報教科書p.9)
*新聞
*テレビ(CM)
*インターネッ
学
習
の
ま
と
め
学習課題に対する
答えを考える。
学習課題の答えを
まとめる。
○なぜ,インター
ネットの広告費は
増えているのです
か。これまでの学
習をもとに,答え
をノー トにまとめ
ましょう。
・検証をもとに,
答えをまとめさせ
るようにする。
☆「習得される説
明的知識⑥」が習
得できているか。
【理解】
【習得される|
インターネ
見せることが
てきている。
に広告を出そ
入が増えてき
説明的知識⑥】
ットは,利用者が必要なときに,し
できる。また,インターネットの禾
そのため,新聞やテレビよりも,ィ
うとする広告主が増え,インター材
ている。
つヽでも広告を
1用者数も増え
'ンターネット
ッヽトの広告収
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(3)第10時
①目標
・これまでに習得した知識を活用して,新聞社が売り上げを増やすためにどのような取組
をすればよいかを,事実の分析的検討をとおして判断することができる。
【思考・判断・表現】
②学習展開(情報教科書pp.13…14)
学習活動
○主な発間
◇おもな呼びかけ
予想される
子どもの反応
指導上の留意点
*資料☆評価
※活用する知識
問
題
表
現
と
問
題
理
解
資料から,新聞社
の総売上高が減少
してきていること
を見つける。
新聞社が売り上げ
を減らしている理
由を考える。
◇資料から読み取
れることを発表し
ましょう。
○なぜ,新聞社の
総売上高は減つて
しまつたのだろ
う。
・私の家でも新聞
をとつていない
よ。
・テレビも広告収
入が減つてきてい
たね。
。お金がかかるか
ら,買う人が減つ
てしまつた。
。テレビやインタ
ーネ ットを見れ
ば,新聞を買わな
くても情報を知る
ことができる。
・新聞よリインタ
ーネットの方が,
新しい情報を読む
ことができる。
・新聞を買う人が
減つたから,広告
。次の二つの理由
をおさえる。
【理由①】
新聞を買う人が減
ってきたため。(新
聞の利用者の減
少)
【理由②】
新聞より、インタ
ーネットに広告を
出す会社が増え、
広告収入が減つた
ため。(広告収入の
減少)
*グラフ「新聞社
の総売上高のうつ
りかわり」
(情報教科書p.13)
*グラフ「新聞の
発行部数」
(情報教科書p.13)
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学習課題を把握す
る。
◇今日は,みんな
に朝日新聞社の社
長になって考えて
もらいます。
を出す会社も少な
くなった。
・難しそうだな。
・売り上げを増や
すことはできるの
かな。
・情報を受け取る
側ではなく,発信
する側の立場にな
って考えることを
確認する。
角子
決
策
の
提
案
今後,新聞社は,売り上げを増やすためにどのような取組をすればよいのだろうか。
売り上げを増やす
方法を考える。
◇どうすれば新聞
社の売り上げを増
やすことができる
か,考えましょう。
。無料にしたら,
見る人が増えて,
広告料が増えるん
じゃないかな。
【説明的知識②④
の活用】
・子どもが見る内
容を増やしたら,
見る人が増えるん
じゃないかな。
【生活経験の活
用】
。解決策が考えら
れない子どもに
は,利用者を増や
したり広告収入を
増やしたりしてい
る会社を思い出さ
せ,その取組をも
とに考えさせる。
【「類推」を促す手
立て】
☆既有知識の「当
てはめ」によつて
「類推」し,角子決
策の提案を行つて
いるか。
【思 ,判・表】
◇それぞれの角子決
策に対して,質問
や意見はありませ
んか。
◇それぞれの解決
策を選ぶと,辱1用
。無料にしたら,
損をするんじゃな
いかな。
・新聞紙は,イン
ターネットと違つ
て,紙代や印刷代,
・後で行 う角早決策
の「比較」がしや
すいように,出た
解決策を黒板で分
類する。
。「未来予測」する
解決策の要素を
☆解決策の「未来
予測」ができてい
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るか。【思・判・表】
☆解決策同士の
「比較」によつて,
それぞれの解決策
の「価値」,「問題
点」を明確にでき
ているか。
【思 。判・表】
☆「統合」によつ
て,解決策の再構
成が行えている
か。【思・判・表】
輸送費がかかる
よ。
?
?
?
?
?
?
?
解決策の「未来予測」の「比較」による「価値」の明確化の例
解決策「無料にする」の「価値」は「利用者,広告収入が増える」
解決策「無料にする」の「問題点」は1「販売収入がなくなる」
・インターネット
で見られるように
したら,利用者が
増やせるんじゃな
いかな。【説明的知
識⑥の活用】
。オンライングー
。「比較」によつて
明らかになつた解
決策の「問題点」
をなくすためには
どうすればよいか
という視点を,子
どもにもたせる。
解決策の再構成を
行う。
第Ⅵ章 第2節
者数」「販売収入」
「広告収入」はど
うなりますか。未
来を予測しましょ
う。【「未来予測」
を促す呼びかけ】
◇解決策の未来予
測を比べて,それ
ぞれの解決策の
「良いところ」と
「問題点」を出し
ましよう。【「比較」
を促す呼びかけ】
◇今までに出た意
見から,よりよい
解決策を考えてみ
ましょう。
◇問題点をなくす
ための方法が,他
の解決策にないか
「利用者数」「販売
収入」「広告収入」
とする。
。解決策の「未来
予測」を「比較」
することによつ
て,解決策の「価
値」と「問題点」
がわかるようにす
る。
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な。また,他の解
決策とくっつけ
て,新しい解決策
ができないかな。
【「統合」を促す呼
びかけ】
ムみたいに,すベ
てを無料にせず
に,一部有料にし
たら,販売収入も
増えるよ。【説明的
知識⑤の活用】
角旱
決
策
の
選
択
解決策の選択を行
つ。
朝日新聞の取組を
知る。
◇それでは,最後
に,新聞社が売り
上げを増やすため
にどうすればよい
か,自分の考えを
まとめましょう。
◇自分はどう考え
ましたか。発表し
てください。
◇朝日新聞は,デ
ジタル版を作って
いるつていつてい
たよね。
○朝日新聞社は,
デジタル版を始め
ることで,今後売
り上げを増やして
いけるのだろう
か。
・これが一番良い
方法かな。
・私は,この解決
策の「良いところ」
が大切だ と思 う
よ。
。無料で見られる
のかな。
・はじめは無料だ
けど,くわしい情
報は有料になって
いるね。
・オンラインゲー
ム会社と同じしく
みだね。
。これまでの事実
の分析的検討をも
とに,自分がどの
解決策の「価値」
を大切にするかを
決めさせる。
。デジタル版は,
オンラインゲーム
と同じように有料
サービスによつて
利益を得ているこ
とを理解させる。
・朝日新聞の取組
(デジタル版の開
始)に対して、こ
れまでの学習をふ
まえて価値判断さ
せる。
☆これまでに習得
した知識を活用し
て,新聞社が売 り
上げを増やすため
にどんな取組をす
ればよいかを,事
実の分析的検討を
とおして判断して
いる。I思・判・表】
*インターネット
『朝日デジタル』
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()月()日情報10時間日 ( )組 名 前 (
【問い】あなたは新聞社の社長です。今、新聞社の売り上げは、どんどんへつてきています。このままで|は、会社がつぶれてしまいます。売り上
げを増やすために、これからとんな取組をすればよいか、考えてください。
売り上げを増やす方法を考えよう 1
その方法を選ぶと,どんなことがおこるかな?
利用者は,
販売収入は,
広告収入は,
底
他に方法がないかな?
その方法を選ぶと,どんなことがおこるかな?
利用者は.
販売収入は,
広告収入は,
1ま,
良い点
問題点
それぞれの方法をく
らべて,良い点,間
題点を見つけよう
良い点
問題点
最終決断 理由は.
結 論
結論
1 研究の成果
本研究の成果は,次の三点である。
(1)認知心理学,教育哲学の研究成果をもとに,意志決定場面における事実の分析的検討
の理念型を示すことができた。
(2)事実の分析的検討の理念型を組み込んだ、合理的意志決定能力を育成する小学校社会
科「情報単元」の授業モデルを開発することができた。
(3)小学校社会科「情報単元」の新しい教科書と,その教科書を活用した授業モデルを開
発することができた。
(1)については,事実の分析的検討の過程を,「①問題表現と問題理解」「②解決策の提案」
「③解決策の吟味」「④解決策の再構成」「⑤解決策の選択」とし,晩弔決策の提案」では「類
推」,「解決策の吟味」では「未来予測」「比較」,晴翠決策の再構成」では「統合」と,それ
ぞれの過程で行われる思考について,認知心理学や教育哲学の研究成果をもとに明らかに
した。その結果,意志決定場面で行われる事実の分析的検討の理念型を示すことができた。
(2)については,まず,小学校社会科「情報単元」の先行授業実践を分析し,授業に意志
決定が組み込まれていないという課題を明らかにした。また,小学校で行われた「意志決
定」の先行授業実践の分析から,事実の分析的検討が十分行われていないことを明らかに
した。そして,社会認識形成を意図した小学校社会科「情報を伝える会社とわたしたち」
の授業モデルを開発,実践し,その成果と課題を明らかにした。その成果と課題をもとに,
事実の分析的検討の理念型を組み込んだ,合理的意志決定能力を育成する小学校社会科「情
報を伝える会社とわたしたち」の授業モデルを提案することができた。
(3)については,研究成果をもとに,小学校社会科「情報単元」で使用する新しい教科書
の開発を行つた。また,その教科書を活用する授業モデルの開発を行つた。
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結 論
今後の課題
今後の課題は,次の二点である。
(1)事実の分析的検討における子どもの思考を促すための教師の手立ての精緻化を図る。
(2)新しい「情報単元」の教科書を活用した授業モデルの実践を行い,その有効性を明ら
かにする。
(3)事実の分析的検討の理念型を組み込んだ,他の単元の授業モデルを開発する。
(1)については,本研究では,事実の分析的検討の理念型を示した。しかし,この事実の
分析的検討を子どもが行えるようになるためには,教師の手立てが不可欠である。改善実
習において,事実の分析的検討の理念型を組み込んだ授業を実践した。しかし,すべての
子どもが精緻化された事実の分析的検討を行えたわけではない。第Ⅵ章において,授業モ
デルとワークシー トの改善を行つた。この改善した授業モデルの実践を今後行い,教師の
手立てと子どもの事実の分析的検討過程を見取るためのワークシー トの精緻化を図る必要
がある。
(2)については,これまでの「情報単元」の課題と,本研究の成果をもとに,新たな「情
報単元」の教科書開発を行つた。今後,この教科書を活用した実践を行い,教科書の有効
性を明らかにするとともに,課題があれば修正していく。
(3)については,本研究では,小学校社会科「情報単元」の授業を開発した。「意志決定」
学習は,市民的資質である合理的意志決定能力を育成するのに適している。他の単元での
授業モデルの開発も行い,その精緻化を図る。
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附 記
本研究にあたり,研究題日の設定から研究報告書の作成に至るまで,懇切丁寧なご指導
をいただいた米田豊先生に,心から感謝申し上げます。今から6年前,伊丹市で行われた
研究会に講師としてきていただいたことがすべてのはじまりでした。この2年間,研究が
進まず苦しい時期もありました。そんな時,温かい励ましのお言葉をかけていただきまし
た。年間30回のゼミはもちろん,先生を尼崎までお送りする車中での個別ゼミは,私にと
ってかけがえのない大切な時間となりました。米田先生のもとで学ばせていただけたこと
は,今後の教師としての私の大きな財産です。何よりも「人を大切にする」先生の姿から,
教師としてのあり方を学ばせていただきました。これまでのご指導に厚く御礼申し上げる
とともに,今後のご指導もよろしくお願いいたします。
吉水裕也先生には,学会や授業実践リー ダーコースの発表会,授業をとおして素材研究
や教育方法などに関する丁寧なご指導をいただきました。心より感謝申し上げます。また,
授業実践リー ダーコースの黒岩督先生をはじめ,コー スの先生方には,教育研究・実践に
関する多くのご指導とご助言をいただきました。重ねて厚く御礼申し上げます。
兵庫教育大学大学院で研修する機会を与えてくださつた,兵庫県教育委員会,伊丹市教
育委員会,伊丹市立昆陽里小学校黒簸孝子校長先生,実習中メンターとしてご指導いただ
いた岡本恵美先生をはじめ同校教職員の皆様に,厚く御礼申し上げます。
米田ゼミ6期生の岩本剛さん,大西慎也さん,王子明紀さん,畑和馬さん,宜野座剛さ
ん,柴田剛気さんからは,本研究に対して,多くのご指導とご助言をいただきました。そ
のご指導があつて,本研究をまとめることができました。厚く御礼申し上げます。また,
米田ゼミ8期生の佐々木豊さん,植田真夕子さん,大平美鈴さん,岡本啓介さん,長川智
彦さん,中村之大さん,学部生の岸本純さん,久保田悠生さんからも,ゼミでの発表をと
おして多くの刺激と示唆を受けました。心から感謝申し上げます。そして,何より研究が
苦しいときに励まし合つた,米田ゼミ同期生の吉崎雄貴さんに心から感謝申し上げます。
学部生から米田ゼミの吉崎さんからは,研究に対して多くの刺激を受けました。ともに研
究したこの 2年間は,私にとって大切な時間となりました。感謝するとともに,厚く御礼
申し上げます。
最後に,現場を離れての大学院生活に理解を示し,いつも支えてくれた家族に心から感
謝します。
2014年2月6日
タロ 征男
《資料編》
兵庫教育大学大学院
教育実践高度化専攻
P12025H
学校教育研究科
授業実践リー ダーヨース
戸 田 征 男
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.1
【分析対象】   ｀
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
原発推進派,反対派双方の解決策の未来予測を行い,それをそれぞれの解決策の根拠としている。意見
を発表する中で「比較」を行い,「価値J「問題点」を明確にすることができている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある  □ない
最終的な意志決定の前に,議論の観点を考察する活動をとつている。その中で,「便禾1さ,豊かな生活を
大切にする社会」「自然保護,住民の安全 (命。人権)を大切にする社会」という判断基準となる「価値」
を明確にしている。
【考察】
「解決策の吟味」「解決策の選択」どちらの過程も科学的に行われている。しかし,最終半1断は,「賛成か
反対か」のみであり,「統合」による手段の再構成(留保条件づけ)は行われない。
単元名 「上関町原発建設問題」を考える(小5) 授業者 吉田嗣教
出典 吉田嗣教「意思決定場面の『心理』を踏まえた社会科学習指導過程」全国社会科教育学会『社
会科研究』第49号  1998 pp.41‐50
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 上関町原発建設に賛成か,反対か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.2
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推J □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較Jによる手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
それぞれの解決策の現状の「比較」によつて,「価値」(長所),「問題点J(短所)を明確にしている。
しかし,それぞれの角子決策を選べばどうなるかという未来予測はなされていない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある  □ない
最終的な意志決定の前に,「価値」の明確化 (選択した理由,相手を説得しようとした根拠は,どのよう
な価値に基づいているのか)が行われている。
【考察】
全体をとおして,「価値」の明確化に重点が置かれている実践である。しかし,「解決策の吟味」段階で
の未来予淑1,賄翠決策の再構成」段階での「統合」による解決策の再構成は行われていない。
単元名 雪国のくらし―ロードヒーティングをどこに作るか(小0 授業者 猪瀬武則・相馬昌久
出典 猪瀬武則。相馬昌久「小学校社会科における実践的意思決定能力育成」『弘前大学教育学部研
究紀要クロスロード』第8号 2004.3 pp.9‐18
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
ロードヒー ティングを最初に整備するのは7候補のうちどれがよ
υヽ か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.3
【分析対象】
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         □ある  ■ない
最終的な解決策の選択がなされるのではなく,学習をとおしてわかったことをまとめる活動となつてい
る。
【考察】
解決策の吟味は十分行われているということができる。その吟味の結果 ,
えが出されることが予想されている。しかし,最終的に「どうあるべきか」
ていない。
「技術革新が必要」だという考
についての意志決定が行われ
単元名 鉄作 りと私たちの生活C/1 5ヽ) 授業者 高間裕策
出典 高間裕策「工業生産とエネルギー使用をめぐる論争授業」岩田一彦編著『“エネルギー問題"
をめぐる論点 。争点と授業づくり』明治図書 2005.2 pp.166‐179
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 これからの鉄鋼業は, どうあるべきだろうか。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
鉄の生産量を減らす ■「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
解決策の要素ごとの未来予測を行い,それぞれについて比較することが意図されている。解決策の比較
によつて,「価値J「問題点」を明確にすることができている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 ■「探究 I」  □生活経験
解決策の吟味の結果,「やつばり技術革新が大切だ」という結論に至ることが意図されている。その後,
鉄鋼業界の取組を調べる活動を取り入れている。
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.4
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予瀬1 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  □生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
未来予測の際に,「探究 I」 で習得した知識を活用するのではなく,角早決策の吟味の段階でインターネッ
トで調べさせるように計画されている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 □「探究IJ  □生活経験
相手の案が選ばれた際に,「ここは改善してはしい」ことを発表させることによつて,「統合」による解
決策の再構成が行われるように計画されている。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 ■ある   □ない
賛成,反対を選ばせる際に, 自分がどの「価値」を大切にするのかを明確にさせている。
【考察】
「解決策の吟味」,賄旱決策の再構成」,「解決策の選択」の過程を経ている事例であるということができ
る。ただし,活用される知識は,「探究 I」 で習得させるのではなく,「意志決定」学習の中で必要に応じ
て調べさせるように設定されている。
単元名 首相公選制は是か非か(小0 授業者 菊地人穂子
出典 菊地八穂子「小学校社会科における“民主政治"の国際比較学習」片上宗二編著『“民主政治"
をめぐる論点・争点と授業づくり』明治図書 2005.5 pp.93・104
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 首相公選制に賛成か反対か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.5
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較Jによる手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
比較によつて,「価値」や 「問題点」の明確化ではなく,共通点(情報を通して,私たちとテレビ局とス
ポンサーはつながっている)を見つけ出させようとしている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
【考察】
学習をとおして,個人に意志決定をさせるのではなく,「情報を通して,私たちとテレビ局とスポンサー
はつながっているJという知識を習得させようとしている。
単元名 テレビの広報番組は必要か?(小5) 授業者 鴛原進
出典 鴛原進「『経済システムにおけるマス・メディア』の教材化」棚橋健治編著『“情報化社会"
をめぐる論点・争点と授業づくり』明治図書 2005.5 pp.115‐136
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 広報番組は本当に必要なのか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.6
【分析対象】
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 ■ある   □ない
解決策の長所と短所をもとに,点数をつけさせている。
れているということができる。
この点数をつける際に,「価値Jの明確化がなさ
【考察】
解決策を考え,=番よい方法を選ばせるように計画されている。しかし, どのようにして「解決策の吟
味」を行うかについては明示されていない。
単元名 国境を越える公害(小5) 授業者 山下将人
出典 山下将人「公害のグローバル化をどう考えるか」木村博一編著『“グロー バル化"をめぐる論
点・争点と授業づくり』明治図書 2006.3 pp.67‐81
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 中国の人と協力して,酸性雨をなくす方法を考えよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
石炭をあまり使わないようにすればいい。 ■「探究 I」 □生活経験
北九州市のように国が厳しい基準を決めてもらう。 ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
それぞれの長所と短所を話し合わせるように計画されている。しかし, どのようにして長所と短所を出
すかは明示されていない。また,それぞれの解決策で考えさせているため,比較も行われない。´
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.7
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較Jによる手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
違憲,合憲の「価値」「問題点」を,恵庭事件の自衛隊,野崎兄弟の主張を比較することによつて明らか
にしている。しかし,それぞれの解決策の未来予測は,資料によつて明らかにされており, ここでは知識
の活用は行われていない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化  |         ■ある  □ない
恵庭事件の自衛隊,野崎兄弟の主張から,最も納得できる主張を決めさせている。そこで,「価値」の明
確イヒがなされているということができる。
【考察】
実在する恵庭事件を事例として取り上げ,そこでの主張を読み取ることによつて ;
根拠とさせている。「比較」による「価値」や「問題点」の明確化は行われている。
どのような判決を下すかを考えさせる際に,習得した知識の活用が行われている。
成は行われていない。
子どもの価値判断の
また,最終的に自分が
しかし,解決策の再構
単元名 自衛隊は違憲か合憲か(小6) 授業者 岡崎誠司
出典 岡峙誠司「小学校社会科における“戦争と平和"の論争授業づくり」木村博一編著『“グロー
バル化"をめぐる論点・争点と授業づくり』明治図書 2006.3 pp.88・104
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 自衛隊は違憲か合憲か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.8
【分析対象】
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 ■ある   □ない
判断理由を書かせることで,「価値」の明確化がなされているということができる。
【考察】
解決策の吟味は十分行われていると判断できる。しかし,「統合」による解決策の再構成はなされていな
い 。
単元名 世界の平和と日本の役割1/1 6ヽ) 授業者 堀口俊雄
出典 堀口俊雄「小学校社会科における“戦争と平和"の論争授業づくり」森分孝治編著『“戦争と
平和"をめぐる論点・争点と授業づくり』明治図書 2006.3 pp.105‐120
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
ある国は 国)と日本の関係が悪化し,緊張した状況になったが改善
されない。A国は宣戦布告し日本を攻撃しはじめた。日本はどの
ように対処すべきか。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
国連に不服申し立てをし,国連軍に安全保障を求める。 ■「探究 I」 □生活経験
NATOに直訴し,安全保障:報復を行う。 ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究lJ  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
未来予測の後,討論を行うことで,解決策の「比較」がなされる。その「比較」によつて,「価値」「問
題点」の明確化が行われているということができる。
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No。9
【分析対象】
単元名 エネルギー 問題,このままでいいのか(小5) 授業者 丹後靖史
出典 丹後靖史「『エネルギー問題と原子力』をどう扱 うか」原田智仁編著『“国民的アイデンティ
ティ"をめぐる論点・争点と授業づくり』明治図書 2006.10 pp.119‐130
資 料
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
解決策の「比較」によつて,それぞれの解決策の「価値」「問題点」を明確にされているということがで
きる。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化  |         □ある  ■ない
「自分なりの考えをまとめるJとある。しかし,「価値Jの明確化がなされているとはいえない。
【考察】
「解決策の吟味」は十分行われていると判断できる。しかし,「解決策の再構成」,晴7決策の選択」にお
いては課題がみられる。
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 日本はエネルギーに原子力を利用すべきか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.10
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     ■ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究IJ □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
学習の中に「討論活動」が組み込まれている。しかし,「どのような役害1を果たしていけば良いか」とい
う問いでは,解決策の対立が起こらないため,討論しても「比較」による「価値」や「問題点」の明確化
はなされない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
【考察】
本授業で設定された問いで出された解決策は,
か一つを選択しなければならないものではない。
がなされない。
事実に反していなければすべて正しいものであり, どれ
そのため,「比較」による「価値」や「問題点」の明確化
単元名 平和を求める世界(小0 授業者 松元伊知郎
出典 松元伊知郎「『オリンピックと国旗』をどう扱うか」原田智仁『“国民的アイデンティティ"
をめぐる論点・争点と授業づくり』明治図書 2006.10 pp.141‐150
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
これからの日本は,世界の中の一員として, どのような役割を果
たしていけばよいのだろう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 □ある      ■ない
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資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.11
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめJによる「類推J □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較Jによる手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
宗教に対する認識は増える。しかし,「食べないとどうなるか」という視点での意見は見られないため,
解決策の「比較Jは行われない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
【考察】
論争問題ではない。結論も,「互いによりよく暮らしていくためにはどうするか」という視点になってい
る。
単元名 イン ドの人は牛の肉を食べるべきか1/10ヽ 授業者 上之園強
出典 上之園強「インドの人は牛の肉を食べるべきかJ小原友行編著『論争問題を取り上げた国際
理解学習の開発』明治図書 2006.10 pp.74‐88
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 インドの人は牛の肉を食べるべきか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.12
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推J □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究IJ □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予淑I □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
指導案の中に,論争問題の核心は何かを考える活動が組み込まれている。ここで「比較」によつて「価
値Jの明確化,問題点の明確化が行われる。しかし,それぞれの解決策の現状把握はなされても,未来予
測が科学的根拠をもとに行われていない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
最終的に,両者が納得できるような解決策を考えさせている。これは,「統合」による解決策の再構成の
過程であるといえる。しかし,具体的にどのように再構成するかについては記述されていない。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化  |         ■ある  □ない
鯨を「活用する資源」とするか「保護すべき資源Jとするかを,文化の違いからとらえさせている。
【考察】
「比較J「統合」は行われている。しかし,それぞれの手段の解決策の未来予測が科学的根拠をもとに行わ
れていない。そのため,最終的な判断が,情意的なものになつてしまう可能性がある。
単元名 捕鯨問題(単元名明示されず)(小6) 授業者 尾崎美香
出典 尾崎美香「捕鯨の解禁,資源の問題それとも文化の問題」月ヽ原友行編著『論争問題を取り上
げた国際理解学習の開発』明治図書 2006.10 pp.89‐99
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 くじらは捕ってもいいのか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.13
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめJによる「類推J □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
それぞれの解決策の未来予測は,前時までの学習で行われていると読み取ることができる。しかし,そ
れぞれの解決策の「比較」は行われておらず,「価値Jも教師が設定している。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
「統合」による解決策の再構成ではなく,別のアイデアを考えさせている。そこで出てくる意見は,生
活経験を反映したものとなつている。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある  □ない
「公平性」「権利性」「選択性」の二つの「価値」に優先順位をつけさせて,選択の根拠とさせている。
【考察】
それぞれの解決策による「価値」を明確にし,何を判断基準の「価値」とするかによって,子どもに解
決策の選択を行わせている点では評価できる。しかし,「比較」による問題点の明確化が行われていないた
めに,事実の分析的検討を踏まえた価値判断が行われているとはいえない。
単元名 中野区の地域福祉(小6) 授業者 石原一則
出典 石原一則「高齢者福祉サービスにおける構造的価値対立を組み込んだ政治学習」全国社会科
教育学会編著『小学校の“優れた社会科授業"の条件』明治図書 2007.10 pp.135‐141
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
誰もが,身近に,必要なサービスをスムーズに手に入れられるた
めには,福祉サービスは有料化するべきか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 □ある      ■ない
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資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.14
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究IJ □生活経験
□「探究IJ □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
トゥー ルミン図式を用いて未来予測が行われている。また,討論において,「比較Jが行われ,「価値」
の明確化,問題点の明確化がされている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある  .□ない
「統合」で活用された知識 □「探究IJ  ■生活経験
討論会後に,対立を解決することができるような方法を考える活動を入れている。ここで,「統合Jによ
る解決策の再構成が行われる。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化  |         ■ある  □ない
最終的な選択は行われていない。 しかし,対立を解決する方法を考えることによつて,何を「価値」と
して守るのかを明確にされていることがわかる。
【考察】
事実の分析的検討を踏まえて意志決定されている授業実践だといえる。
しかし,「統合」による解決策の再構成は,その解決策が方向的で具体性に欠けるものとなっており,学
習で習得したことが活用されているとはいえない。
単元名 諫早湾千拓問題K/1 5ヽ) 授業者 坂井満
出典 坂井満「現実の論争問題を分析する社会科授業」全国社会科教育学会編著『小学校の“優れた
社会科授業"の条件』明治図書 2007.10 pp.142‐148
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 諌早湾千拓を中止するべきである。是か非か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.15
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究IJ □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予濃I ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
指導案の「構造的な板書を行うことで,対立している点を児童が容易につかむことができるようにする」
という文言からも,「比較」によって「価値」,問題点の明確化が行われていることがわかる。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究IJ  □生活経験
指導案には,代案を出すことも明示されている。しかし,記録からは,「どちらともいえない」という意
見で留まっており,代案を出すことまではできていない。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」め明確化  |         ■ある  □ない
指導案には明示されていない。しかし,授業記録から「人の命」と「自然」という「価値Jが明確にさ
れていることが読み取れる。
【考察】
それぞれの手段の「価値」,問題点が,「比較」によって,明確にされている。しかし,「統合」によって留
保条件をつける活動がないため,最終的に「どちらともいえない」という児童が,8名(33名中)もいる
結果となっている。
単元名 環境を守る森林の働きf/j Dヽ 授業者 佐藤健
出典 佐藤健「計画ゲームを活用した判断力を育成する授業」岩田一彦 。米田豊編著『「言語力」を
つける社会科授業モデル 小学校編』明治図書 2008.3 pp.121・127
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 開発か,保全か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.16
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究IJ □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
解決策の未来予測をし,その「比較Jをすることで,「価値」「問題点」の明確化が行われている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「もし～だったらJという条件を付ける学習が設定されている。これによつて,「統合」による解決策の再
構成が行われている。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある  □ない
指導案の「予想される発言 。思考Jから,「相互扶助」か「自己責任」かという「価値Jを明確にして判
断させていることがわかる。
単元名 わたしたちの生活と政治K/」ヽ 6) 授業者 秋田真
出典 秋田真「合理的意志決定能力を育てる授業づくり」『弘前大学教育学部研究紀要クロスロー ド』
第 12f計 2008.3 pp.1・10
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
少子高齢社会の日本では,現在の年金制度を続けていくべきだろ
うか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【考察】
単元全体をとおして,「相互扶助」,「自己責任」
それぞれの解決策の「未来予測」,「比較」,「統合J
つていることがわかる。
という「価値」を明確にする展開となっている。また,
も行われており,合理的意志決定を育成する学習とな
16
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.17
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較Jによる手段の「価値 J の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
建設するとどのようなことが起こるか,それによつて, どのような利点,問題点が起こるかを明確にし
ている。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究IJ  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある   □ない
自分は何を大切にするのか「価値」を明確にして判断させている。
【考察】
自分とは違う立場に立たせて,その立場でどうするかを意志決定させている。価値の明確化,「比較」等
行われており,事実の分析がなされているということができる。しかし,「統合」による解決策の再構成に
ついては行われていない。
単元名 ゴミの最終処分場建設問題 授業者 山本友和 。西條誠
出典 山本友和。西條誠「ロー ルプレイング・シミュレー ションを取り入れた小学校社会科学習モ
デルの構想と実践」日本社会科教育学会編『社会科授業力の開発小学校編』明治図書 2008.7
pp.106・123
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 ゴミの最終処分場を新しくつくることに賛成か反対か。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の朋確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
17
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレ甲ムワーク No.18
【分析対象】
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
【考察】
子どもが自由に解決策を出しあつて終わっており,事実の分析的検討がなされていない。また,単元計
画では,「森林の保護 。育成のために自分たちにできることを話し合う」とある。しかし,実際には「カー
トカンを活用して, 日本の森林を育てるために自分に何ができるのか」を考えさせている。
単元名 わたしたちの生活と森林(小5) 授業者 鈴木宏紀
出典 鈴木宏紀「『 自分の考えを論述する』授業づくり」小原友行編著『「思考力。判断力・表現力」
をつける社会科授業デザイン小学校編』明治図書 2009.3 pp.94・104
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
カートカンを活用して,日本の森林を育てるために自分に何がで
きるのか。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推J ■ある     □ない
できるだけカートカンを買う。 ■「探究 I」 □生活経験
カートカンのことを広める。 ■「探究 I」 □生活経験
店にお願いしておいてもらう。 (カー トカン) ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
解決策を提案するだけにとどまっており,「比較」はなされない
18
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.19
【分析対象】
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         □ある  ■ない
「価値」ではなく,「実現可能かJで判断されている。
【考察】
一人一人が問題を発見し,それを解決する学習となっている。ここで例に出されている問題は,「街灯が
なく危険な道がある。Jである。しかし,この問題の解決方法は,「街灯をつける」しかない。したがって
この問題は,「価値判断」を求められる問題ではなく,意志決定学習としては不十分であるといえる。
単元名 わたしたちの願いを実現する政治 授業者 木村理恵
出典 木村理恵「『自分の考えを論述する』授業づくり」小原友行編著『「思考力・判断力・表現力」
をつける社会科授業デザイン小学校編』明治図書 2009.3 pp.137‐146
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 地域の問題を解決する。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
①役所に希望を出して,街灯を設置してもらう。 □「探究 I」 ■生活経験
②その道の周辺の家に門灯をつけるように呼びかける。 □「探究 I」 ■生活経験
③地域で夜の見回り運動をしてもらう。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の「価値Jの明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
指導案には,明示されていない。しかし,予想される児童の作品例から,授業者が,解決策の吟味を意
図していることが読み取れる。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 ■「探究IJ  □生活経験
「①が一番良いが,計画～完成までに時間がかかるから,
けるように意図されていることが,作品例から読み取れる。
習得されている。
その間は②③が必要」といつた留保条件をつ
「時間がかかる」という知識は,「探究IJで
19
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.20
【分析対象】
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
最終的な選択はなされない。そのため, 「価値」の明確化もなされない。
【考察】
意志決定場面が,本時のまとめとして設定されている。
がどうすればよいか解決策の提案を行っている。しかし,
行われていない。
医療ネットワークの問題点をもとに,それぞれ
それぞれの解決策の「未来予測」や「比較」は
単元名 ネットワーク社会と私たちの暮らし(小5) 授業者 長谷川康男
出典 長谷川康男「ネットワーク社会と私たちの暮らし [本論]」 長谷川康男編著『必備 !社会科の
定番授業小学校 5年』学事出版 2010.3 pp.110・113
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
医療ネットワークがちゃんとはたらいていないのはなぜか。 うま
くはたらくにはどうしたらよいか。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推J ■ある     □ない
パソコンにすぐ入力できるように,1人ぐらい係りをつける。 □「探究IJ ■生活経験
医者を増やし,ベッド数を増やして,元々 ベッドをいくつか空けておく。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
「未来予浪1」「比較」についての記述は見られない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  ■生活経験
話し合いの過程で,「統合Jによる解決策の再構成が行われていると見ることができる。
20
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.21
【分析対象】
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化  |         □ある  ■ない
改善策という形で解決策の選択はなされている。しかし,「価値」の明確化についてはなされていない。
【考察】
解決策の「未来予測J,「比較」による「問題点Jの明確化はなされている事例である。それぞれの解決
策の「価値」については明確にされていない。
単元名 メディアによる風評被害 授業者 松岡靖
出典 松岡靖「『メディア解釈学習』による小学校情報産業学習の開発」社会系教科教育学会『社会
系教科教育学研究』第22号 2010 pp.131‐140
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
風評被害はなくすことができますか。できるなら, どの段階でど
のようにしたらいいですか。また,できないなら,湯沢に観光客
を呼び戻す対策をメディアを用いて制作しよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
旅行業者に観光地の状況を見て観光を中止するように要請する。宿泊客
のキャンセルが相次いでいることに対して,湯沢の町に観光客が来なく
なって困つている実情をニュース番組の形式で訴えて放送してもらう。
■「探究 I」 □生活経験
湯沢の元気な様子や交通機関が通じていること,被災地から離れている
こと等をHPで発信する。 □
「探究 I」 ■生活経験
」Rや観光業者に湯沢の元気な姿のポスターを作成し配布してもらう。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  ■生活経験
「比較」による手段の I価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 ■ある     □ない
解決策に対して,観光客の立場から評価する場面が設定されている。この評価の中で,それぞれの解決
策の「未来予測Jがなされ,「比較」による「問題点」の明確化がなされているということができる。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 日ある    □ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  ■生活経験
提案した解決策に対する評価をもとに,改善策を示して反論する場面が設定されている。この場面で解
決策の再構成が行われているということができる。
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.22
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較Jによる手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
解決策の未来予測はなされている。しかし,それぞれの解決策の「比較」は行われていない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
指導上の留意点に,「意志決定がしづらいようであれば,留保条件をつけるよう指示する。」と明示され
ている。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある  □ない
指導案に明示はされていない。しかし,それぞれの解決策の根拠となる考えの中に,何を大切にしてい
るかの「価値」を見出すことができる。
【考察】
解決策同士の要素ごとの「比較」がなされていない。そのため,それぞれの解決策の利点をあげるにと
どまっており,十分に事実の分析的検討がなされているとはいえない。
留保条件については,明示されている。しかし, どのようにして留保条件をつければよいかについては
明示されていない。
単元名 生水の郷をまもるために 授業者 山内敏男
出典 山内敏男「事実分析したことを確認する評価問題」米田豊編著『「習得・活用・探究」の社会
科授業&評価問題プラン 小学校編』明治図書 2011.6 pp.70‐75
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 「生水の郷」はもっと見学者を受け入れるべきかどうか。
意志決定の類型 □提案型     ■選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
22
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.23
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     ■ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
問いが論争問題ではないため,解決策ではなく,感想を出しあうにとどまつている。そのため解決策の
吟味も行われない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 □ある   ■ない
【考察】
「意志決定力」の育成を意図した授業である。しかし,問いが「T会長の話を聞いて,考えたことを話
し合おうJとなっている。何について考えれば良いか明確にされていない。「意志決定」させる学習である
とはいえない。
単元名 ものを作る仕事をする人～こごめ大福のひみつ～
(/1 3ヽ)
P4・業者 自石信子・折口慶行・
堀谷援
出典 渡辺智史「第3学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究
紀要 授業・授業提案編 第四会場台東区立根岸小学校』2013.1l pp.30・38
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 T会長の話を聞いて,考えたことを話し合おう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 □ある      ■ない
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.24
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     日ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
指導案に (本時案)には明記されていない。しかし,単元計画から習得した知識の活用が意図されてい
ることがわかる。解決策の「比較Jは行われない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 ■「探究 I」  ■生活経験
「統合」による再構成は行われている。 しかし,抽象的な内容となっている。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化  |         ■ある  □ない
「価値」そのものについては明記されていない。しかし,児童の反応予想から,判断基準となる「価値」
をもたせようとしていることが読み取れる。
【考察】
問いが広すぎるため,子どもの思考が集約されていかない。そのため,「比較」が行えず,子どもの思考
の深まりもない。習得した知識の確認に終わっており,事実の分析的検討を踏まえた意志決定とはいえな
い。
単元名 情報化した社会とわたしたちの生活 授業者 若林廣美・浦上動太・大島賢
出典 櫻井正義「第5学年授業提案J『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究
紀要 授業・授業提案編 第四会場台東区立根岸小学校』2013.1l pp.47・56
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
これからの情報化社会をよりよく生きていくために,自分たちは
どのように情報ネットワークを活用していけばよいのだろう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.25
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     ■ない
□「探究IJ □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合Jで活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
【考察】
「どのような国にしていきたいか」という問いであるのに,予想される反応が,「お礼を伝える場にした
い」,「積極的にボランティアに参加したい」と,個人がどうしたいかの意見となっている。事実の分析的
検討を踏まえた意志決定であるとはいえない。
単元名 新しい日本,平和な日本へK/10ヽ 授業者 上間一蔵・木村薫
出典 菱田陽子「第6学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究
紀要 授業 ,授業提案編 第四会場台東区立根岸小学校』2013.1l pp.57・64
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
2020年オリンピック東京開催に向けて日本をどのような国にし
ていきたいか。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      日ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.26
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     ■ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較Jによる手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 □ある   日ない
【考察】
台東区の観光客を増やすために,キャッチフレー ズを考える学習展開となっている。しかし,キャッチ
フレー ズを考えることによって, どのような結果となるかの未来予測をすることはできない。そのため,
他の子どもの意見との比較も行えない。
単元名 台東区をしょうかいしよう(小3)     1 授業者 自石信子・折口慶行・堀口援
出典 自石信子・折口慶行・堀口援「第3学年社会科学習指導案」『第51回全国小学校社会科研究
協議会研究大会東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学校』2013.1l pp.44‐59
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
台東区にもっとたくさんお客さんが来るようにするためのキャッ
チフレー ズを考えよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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【分析視点⑤】17決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         □ある  ■ない
最終的に良い取り組みだと思う友達の意見を発表させている。しかし,その具体が明示されていないた
め,判断基準となる「価値」が明確化されているとはいえない。
【考察】
友達の意見を聞いて自分の考えを再構成する学習過程がとられているとみることができる。しかし,そ
の具体が示されていないため,子どもがどのように思考すれば良いかを計画されているとはいえない。
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.27
【分析対象】
単元名 ごみはどこへ行くの(4ヽ0 授業者 恩田広樹 。松村みゆき・熊野亜李沙
出典 恩田広樹 。松村みゆき 。熊野亜李沙「第4学年社会科学習指導案」『第 51回全国小学校社会
科研究協議会研究大会東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学校』2013.11
pp.60・71
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 自分の出すごみを見直し,自分にできることを考えよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     □ない
牛乳パックを回収に持っていく。 ■「探究 I」 □生活経験
今まで以上に消しゴムや鉛筆など,学習用具を大切に使う。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 ■「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 ■ある     □ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
理由を考えさせることによって,解決策の未来予測がなされている。また,
と思う友達の意見」を発表する場面がある。ここで,「比較」による「価値」
とができる。
最終的に,「良い取り組みだ
の明確化がなされるとみるこ
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 日ある    □ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
「グループで発表をすることで,自分の考えを深めたり,友達の意見を聞いて計画書に付け足したりで
きるようにする。」という記述から,解決策の再構成を意図していることがわかる。しかし,どのようにし
て再構成させるかについての具体は記述されていない。
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.28
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     ■ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     日ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較Jによる手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 ■ある    □ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
解決策の再構成をさせることが,指導案に明示されている。しかし,その具体については明示されてい
ない。
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 □ある   ■ない
【考察】
問いに「日本の米作りを元気にする」とある。しかし,「元気にする」
にするとはどういうことかについての定義づけをしなければならない。
味を行うかについての記述もみられない。
という表現は方向的である。元気
また, どのようにして解決策の吟
単元名 米作りの未来を考えようK/1 5ヽ) 授業者 若林廣美・浦上動太・大島賢
出典 若林廣美 。浦上動太・大島賢「第5学年社会科学習指導案」『第51回全国小学校社会科研究
協議会研究大会東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学校』2013.1l pp.72・85
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 日本の米作りを元気にするには, どうしたらよいか考えよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.29
【分析対象】
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■なし
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |         ■ある  □ない
「言葉を現代語にし,親しみやすくして」という記述から,「親しみやすさ」という「価値」を明確にし
ていることが読み取れる。
【考察】
解決策の吟味,解決策の再構成ともに行われていない。また,能が抱える問題点 (「なり手がいない」「衣
装や道具を作る人が少なくなっている」)の明確化はなされている。しかし,その問題点についての解決策
が出されていない。
単元名 今に伝わる室町文化を体験しよう(小6) 授業者 上間一蔵 。木村薫
出典 上間一蔵 。木村薫「第6学年社会科学習指導案J『第51回全国小学校社会科研究協議会研究
大会東京大会研究紀要 第四会場台東区立根岸小学校』2013.1l pp.86・97
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
能をこれからも大切に受け継いでいくにはどうすればよいのだろ
フ。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめJによる「類推J ■ある     □ない
能をもつと分かりやすくする。 □「探究 I」 ■生活経験
字幕や解説を入れて分かりやすくする。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予瀬1 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較Jによる手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.30
【分析対象】
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化  |          □ある ■ない
最終的な解決策の選択は行われない。そのため,判断基準となる「価値」の明確化はなされない。
【考察】
解決策の未来予測はなされている。しかし,解決策の「比較」はなされていない。解決策の提案に対し
て,保存会の会長による価値付けが行われているのみである。解決策の吟味が行われているとはいえない。
単元名 地域が支えるお祭りとわたしたち(小3) 授業者 坪根彩夏 。中村征博
出典 川崎義人「第3学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究
紀要 授業・授業提案編 第五会場中央区立日本橋小学校』2013.1l pp.28‐35
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
「べつたら市Jをこれからも支え続けるために,自分たちにもで
きることを考えよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 ■ある      □ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
ポスターなどを作つて「べったら市」のこと,お祭りに込められた願い
を学校や地域のみんなに伝える。
■「探究 I」 □生活経験
大人になったら,自分が「べったら市」保存会に入りたい。 ■「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 ■ある     □ない
未来予測で活用される知識 □「探究IJ  ■生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
それぞれの解決策の未来予測はなされている。しかし,それぞれの解決策の「比較」はなされていない。
そのため「価値」「問題点」の明確化はなされない。
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.31
【分析対象】               ′
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     目ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     日ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
「考えたことを友達と情報交換する」場面は設定されている。しかし,その具体にういての記述はなさ
れていない。
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    日ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 □ある   ■ない
単元名 工業の今と未来K/1 5ヽ) 授業者 関澤里織・木庭宏明
出典 北川大樹「第5学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究
紀要 授業・授業提案編 第五会場中央区立日本橋小学校』2013.1l pp.44・51
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題
これからの日本の工業生産は, どのようなことを大切にしていけ
ばよいのだろう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【考察】
日本の工業生産が抱える課題の明確化はなされている。
ぞれの解決策を「比較」することはできない。そのため,
い。
しかし,課題が多岐にわたっているため,それ
解決策の「価値」「問題点」の明確化はなされな
?
?
資 料
意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.32
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推J □ある     ■ない
□「探究 I」 □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】17決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値Jの明確化 □ある   ■ない
【考察】
問いが「どんな日本橋にしていきたいか」であるため,子どもが理想の町を述べるにとどまっている。
そのための具体的な解決策は出されない。そのため,解決策の吟味,角子決策の再構成は行われない。
単元名 平和で豊かな暮 らしをめざしてK/J 6ヽ) 授業者 目黒正光 。中里恵美子
出典 石田奈賀子「第6学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研
究紀要 授業・授業提案編 第五会場中央区立日本橋小学校』2013.1l pp.52‐61
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 「これからどんな日本橋にしていきたいか」考えよう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.33
【分析対象】
【分析視点④】解決策の再構成
「統合」による手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
【考察】
本単元は,ごみの処理についての学習である。しかし,「住みよいくらしを守る」
ため,子どもが出す解決策は,多岐にわたってしまっている。そのため,角旱決策の
できない。   ,
方法を考えさせている
「比較」を行うことが
単元名 ごみの処理と活用(小υ 授業者 吉田佳代
出典 「第4学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究紀要 第
二会場江東区立明治小学校』2013.1l pp.55・66
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 住みよいくらしを守るために,どのようなことが大切なのだろう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (日標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 ■ある     □ない
ごみを決められた場所に捨てたり持ち帰つたりした方がよいと思う。 ■「探究 I」 □生活経験
電車やバスの中では,静かに過ごさなければいけないと思う。 □「探究 I」 ■生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
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意志決定場面における事実の分析的検討の授業分析フレー ムワーク No.34
【分析対象】
【分析視点②】解決策の提案 (「提案型」のみ)
「当てはめ」による「類推」 □ある     ■ない
□「探究IJ □生活経験
□「探究 I」 □生活経験
【分析視点③】解決策の吟味
解決策の要素ごとの未来予測 □ある     ■ない
未来予測で活用される知識 □「探究 I」  □生活経験
「比較」による手段の「価値」の明確化 □ある     ■ない
「比較」による手段の問題点の明確化 □ある     ■ない
【分析視点④】解決策の再構成
「統合Jによる手段 (解決策)の再構成 □ある    ■ない
「統合」で活用された知識 □「探究 I」  □生活経験
【分析視点⑤】解決策の選択
判断基準となる「価値」の明確化 □ある   ■ない
【考察】
「よりよい米づくり」とはどのような米づくりかが定義されていない。「よりよい」とは誰にとつてよい
のか,どうなれば良いといえるのかを明確にしていないため,出された意見の「比較」を行うことができ
ない。
単元名 米づくりのさかんな庄内平野(小5) 授業者 服部香穂里
出典 「第5学年授業提案」『第51回全国小学校社会科研究協議会研究大会東京大会研究紀要 第
二会場江東区立明治小学校』2013.1l pp.67‐76
【分析視点①】問題表現と問題理解
対象となる社会的な論争問題 よりよい米づくりについて, 自分の考えをもち,話し合おう。
意志決定の類型 ■提案型     □選択型
目指すべきゴール (目標)の明確化 □ある      ■ない
現在の状況 (問題点)の明確化 ■ある      □ない
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特定の課題についての学修の成果
事実の分析的検討における子どもの思考とその構造
一小学校社会科「情報単元」の授業開発口実践を事例として一
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事実の分析的検討における子どもの思考 とその構造
一小学校社会科「情報単元」の授業開発・実践を事例 として一
教育実践高度化専攻
授業実践 リー ダーコース
学籍番号 :P12025H
氏  名 :戸田 征男
1 問題の所在と研究の目的    、
情報化が進んだ社会に対応するため,小学校社
会科「情報単元」において,情報モラルの育成が
求められるようになってきた。しかし,社会科「情
報単元」で必要なことは,情報モラルやリテラシ
ーを育成することなのであろうか。
社会科は,「社会認識形成をとおして,市民的
資質を育成する」教科である。この市民的資質は,
「社会認識内容を踏まえて,価値判断をすること
のできる合理的意志決定能力」であるといわれて
いる。つまり,社会科の日標である市民的資質を
育成するためには,社会科の授業で,社会的論争
問題に対して意志決定させることが必要なのであ
る。
この意志決定学習で大切なのは,子どもが価値
判断,意志決定によって出した結論ではなく,そ
の結論を導き出すための事実の分析的検討が,合
理的であつたかどうかである。そのため,事実の
分析的検討において,どのような思考を子どもが
行うかを構造として示すことが必要となる。
そこで,本研究では,はじめに小学校社会科「情
報単元」の現状と課題を明らかにする。そして,
価値判断,意志決定場面で行われる事実の分析的
検討における子どもの思考とその構造の理念型を
明らかにし,その理念型を組み込んだ,合理的意
志決定能力を育成する小学校社会科「情報単元」
の授業開発 (単元名「情報を伝える会社とわたし
たち」)を行う。
2 実践報告書の構成
序論
第I章 小学校社会科「情報単元」に求められる
役割
第Ⅱ章 意志決定場面における事実の分析的検討
第Ⅲ章 社会科における「意志決定」を意図した
先行授業実践の分析
第Ⅳ章 社会認識形成を意図した小学校社会科
「情報単元」の授業モデル開発と実践
第V章 合理的意志決定能力の育成を意図したイヽ
学校社会科「情報単元」の授業モデル開
発と実践
第Ⅵ章 新しい小学校社会科「情報単元」の教科
書開発と授業モデル「情報を伝える会社
とわたしたち」
結論
3 研究の概要
(1)意志決定場面における事実の分析的検討
社会科教育における「意志決定」に関する先行
研究を分析,検討し,本研究における「意志決定」
を次のように定義した。
「意志決定」とは,価値観の違いによつて解決策
が分かれる社会的論争問題に対して,目的。日標
を達成するために最も合理的な手段 。方法を選
択 。決定する活動である。
そして,社会科教育における
の先行授業実践の分析を行い,
点に整理した。
1事実の分析的検討において,子どもがどのよう
な思考を行えば合理的意志決定となるかとい
う構造が明らかにされていない。
2小学校社会科「情報単元」で,価値対立のおこ
る論争問題を取り上げた「意志決定」学習が行
われていない。
そこで,意志決定場面における事実の分析的検
討の構造と,そこで行われる子どもの思考を,認
知心理学や教育哲学の研究成果をもとに明らかに
した。
事実の分析的検討は,「(1)問題表現と問題理解」,
「(2)解決策の提案」,「(3)解決策の吟味」,「14p解
決策の再構成」であり,その事実の分析的検討を
踏まえて,最終的に,何を「価値」とするかを設
定し,価値判断することが,合理的意志決定であ
ることを示した。
(2)授業の実際
合理的意志決定ができるようになるためには,
その分野に関する社会認識形成を行うことが重要
となる。そこで,教育実践研究開発プロジェクト
実習(以下 :プロジェクト実習)では,社会認識形
成を意図した授業モデル「情報を伝える会社とわ
たしたち」の作成と実践を行つた。習得すべき知
識を構造図に示し,単元において,その知識を子
どもが構造的に習得することができる授業を行い,
その成果と課題を明らかにした。
教育実践改善研究実習(以下 :改善実習)では,
プロジェクト実習での課題をもとに,社会認識形
成過程を修正し,さらに意志決定場面における事
実の分析的検討の構造を組み込んだ授業を開発し
た。「今後,新聞社は,売り上げを増やすためにど
んな取組をすればよいのだろうか。」という問いを
設定し,これまでに習得した知識を活用して事実
の分析的検討を行うことをねらいとした授業を行
った。
(3)新しい小学校社会科「情報単元」の教科書開
発と授業モデル
本研究で開発した授業モデル「情報を伝える会
社とわたしたち」の実践では,既存の教科書を使
わずに授業を行つた。それは,現行の教科書が子
どもの実態に即したものとなっていないためであ
る。そこで,本研究で開発した授業モデル「情報
を伝える会社とわたしたち」をもとに,新しい小
学校社会科「情報単元」の教科書開発を行つた。
4 成果と課題
本研究の成果と課題は,次のとおりである。
《成果》
①認知心理学,教育哲学の研究成果をもとに,意
志決定場面における事実の分析的検討の理念型
を示すことができた。
②事実の分析的検討の理念型を組み込んだ、合理
的意志決定能力を育成する小学校社会科「情報
単元」の授業モデルを開発することができた。
③小学校社会科「情報単元」の新しい教科書と,
その教科書を活用した授業モデルを開発するこ
とができた。
《課題》
①事実の分析的検討における子どもの思考を促す
ための教師の手立ての精緻化を図る。
②新しい「情報単元」の教科書を活用した授業モ
デルの実践を行い,その有効性を明らかにする。
③事実の分析的検討の理念型を組み込んだ,他の
単元の授業モデルを開発する。
修学指導教員 吉水 裕也
森山  潤
指導教員   米田  豊
「意志決定」学習
その課題を次の二
